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安全上のご注意  
( ご使用前に必ずお読みください )

本製品のご使用に際しては，本マニュアルおよび本マニュアルで紹介している関連マニュアル，一般シー
ケンサのマニュアル，安全規格をよくお読みいただくと共に，安全に対して十分に注意を払って，正しい
取扱いをしていただくようお願いいたします。

この「安全上のご注意」では，安全注意事項のランクを「 警告」，「 注意」として区分してあります。

なお， 注意に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

本マニュアルは必要なときに読めるよう大切に保管すると共に，必ず最終ユーザまでお届けいただくよ
うお願いいたします。

【設計上の注意事項】
警告

● 安全シーケンサは，外部電源の異常やシーケンサ本体の故障を検出すると出力をOFF します。
安全シーケンサの出力OFFにより危険源の動力を確実に停止するように外部回路を構成してくだ
さい。
回路が正しく構成されていない場合，事故の恐れがあります。

● 安全リレーの短絡電流保護，ヒューズ，ブレーカなどの保護回路は，安全シーケンサの外部で回路
構成してください。

● CC-Link Safety リモート I/Oユニットは，定格以上の負荷電流または負荷短絡などによる過電流
が流れた場合，異常と判断して出力をOFF します。
しかし，過電流状態が長時間続くと発煙・発火の恐れがありますので，CC-Link Safety リモート
I/O ユニットの外部にヒューズなどの安全回路を設けてください。

● パソコンから運転中の安全シーケンサに対するデータ変更，プログラム変更，状態制御は常にシス
テム全体が安全側に働くようにシーケンスプログラム，安全シーケンサの外部でインタロック回路
を構成してください。
安全シーケンサに対する操作は，マニュアルを熟読し，操作手順を取り決めておくなど，安全に十
分配慮してください。
また，パソコンから安全CPUユニットへのオンライン操作において，ケーブルの接続不良などに
よる交信異常発生時の処置方法をシステムとして取り決めておいてください。

警告 取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，死亡または重傷を受ける
可能性が想定される場合。

注意 取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，中程度の傷害や軽傷を受
ける可能性が想定される場合および物的損害だけの発生が想定される場合。
A - 1



【設計上の注意事項】

【設計上の注意事項】

警告
● 安全CPUユニットからCC-Link Safety マスタユニットに対する出力信号 (Y) はすべて「使用禁
止」です。
「使用禁止」の信号は CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル（詳細編）
を参照してください。
これらの信号に対するON/OFF を行うと，シーケンサシステムが誤動作する危険性があります。
また，正常な動作保証はできないため，シーケンスプログラムでON/OFF しないでください。

● 安全 CPUユニットからCC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機
能付き）に対する出力信号 (Y) はすべて「使用禁止」です。
「使用禁止」の信号は，MELSEC-QS CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユ
ニットユーザーズマニュアル（詳細編）を参照してください。
これらの信号に対するON/OFF を行うと，シーケンサシステムが誤動作する危険性があります。
また，正常な動作保証はできないため，シーケンスプログラムでON/OFF しないでください。

● CC-Link Safetyの異常を検出したCC-Link SafetyリモートI/O ユニットは，出力をOFFします。
シーケンスプログラムの出力は自動では OFF されません。
CC-Link Safety またはCC-Link IE フィールドネットワークの異常を検出した場合，出力をOFF
するシーケンスプログラムを作成してください。
出力ONの状態でCC-Link Safety またはCC-Link IE フィールドネットワークが復旧すると，機
械が突然動作して事故の恐れがあります。

● 安全機能が動作し，出力がOFFした後，マニュアル操作なしに再起動することがないようリセッ
トボタンなどを使ったインタロックプログラムを作成してください。

注意
● 外部機器の配線，通信ケーブルは，主回路や動力線などと束線したり，近接したりしないでくださ
い。100mm以上を目安として離してください。
ノイズにより，誤動作の原因になります。

● CC-Link Safety リモート I/Oユニットに接続する外部機器は，CC-Link Safety システムリモー
ト I/O ユニットユーザーズマニュアルを参照し，最大突入電流に注意して機器を選定してくださ
い。
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【取付け上の注意事項】

【配線上の注意事項】

注意
● 安全シーケンサは QSCPU ユーザーズマニュアル（ハードウェア設計・保守点検編）に記載の一
般仕様の環境で使用してください。
一般仕様の範囲以外の環境で使用すると，感電，火災，誤動作，製品の損傷あるいは劣化の原因に
なります。

● ユニット下部のユニット装着用レバーを押さえながら，ユニット固定用突起をベースユニットの固
定穴に確実に挿入しユニット固定穴を支点として装着してください。
ユニットが正しく装着されていないと，故障，落下の原因になります。
ユニットは必ずベースユニットにネジで締め付けてください。
ネジの締付けは，規定トルク範囲で行ってください。
ネジの締付けがゆるいと，落下の原因になります。
ネジを締め過ぎると，ネジやユニットの破損による落下の原因になります。

● CC-Link Safety リモート I/Oユニットは，DINレールまたは固定ネジにて，確実に固定し，固定
ネジは，規定トルク範囲内で確実に締め付けてください。
ネジの締付けがゆるいと，落下の原因になります。
ネジを締め過ぎると，ネジやユニットの破損による落下の原因になります。

● ユニットの着脱は，必ずシステムで使用している外部供給電源を全相遮断してから行ってくださ
い。
全相遮断しないと製品の損傷の恐れがあります。

● ユニットの導電部分には直接触らないでください。
ユニットの誤動作，故障の原因になります。

警告
● 配線作業は，必ずシステムで使用している外部供給電源を全相遮断してから行ってください。
全相遮断しないと，感電あるいは製品の損傷の恐れがあります。

● 取付け，配線作業などの後，通電，運転を行う場合は，必ず製品に付属の端子カバーを閉めてくだ
さい。
端子カバーを閉めないと，感電の恐れがあります。
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【配線上の注意事項】
注意

● FG端子および LG端子は，シーケンサ専用のD種接地（第三種接地）以上で必ず接地を行ってく
ださい。
感電，誤動作の恐れがあります。

● 端子台配線は，絶縁スリーブ付き圧着端子を使用してください。
また，1つの端子部に対しては，圧着端子は2個までとしてください。

● 圧着端子は，適合圧着端子を使用し，規定のトルクで締め付けてください。
先開形圧着端子を使用すると，端子ネジがゆるんだ場合に脱落し，故障の原因になります。

● ユニットへの配線は，製品の定格電圧および端子配列を確認した上で正しく行ってください。
定格と異なった電源を接続したり，誤配線をすると，火災，故障の原因になります。

● 端子台取付けネジ，端子ネジ，ユニット固定ネジの締付けは，規定トルク範囲で行ってください。
端子台取付けネジ，端子ネジの締付けがゆるいと，短絡，火災，誤動作の原因になります。
端子台取付けネジ，端子ネジを締め過ぎると，ネジやユニットの破損による落下，短絡，誤動作の
原因になります。
ユニット固定ネジの締付けがゆるいと落下の原因になります。
ユニット固定ネジを締め過ぎると，ネジやユニットの破損による落下の原因になります。

● ユニット内に，切粉や配線クズなどの異物が入らないように注意してください。
火災，故障，誤動作の原因になります。

● ユニットは，配線時にユニット内へ配線クズなどの異物が混入するのを防止するため，ユニット上
部に混入防止ラベルを貼り付けています。
配線作業中は，本ラベルをはがさないでください。
システム運転時は，放熱のために本ラベルを必ずはがしてください。

● ユニットに接続する通信ケーブルや電源ケーブルは，必ずダクトに納める，またはクランプによる
固定処理を行ってください。
ケーブルをダクトに納めなかったり，クランプによる固定処理をしていないと，ケーブルのぶらつ
きや移動，不注意の引っ張りなどによるユニットやケーブルの破損，ケーブルの接続不良による誤
動作の原因となります。

● ユニットに接続された通信ケーブルや電源ケーブルを取りはずすときは，ケーブル部分を手に持っ
て引っ張らないでください。
端子台接続のケーブルは，端子台のネジを緩めてから取りはずしてください。
ユニットに接続された状態でケーブルを引っ張ると，誤動作またはユニットやケーブルの破損の原
因になります。
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【配線上の注意事項】

【立上げ・保守時の注意事項】

注意
● CC-Link Safetyで使用するケーブルについては，メーカ指定の専用ケーブルを使用してください。
メーカ指定の専用ケーブル以外では，CC-Link Safety の性能を保証できません。
また，最大ケーブル総延長，局間ケーブル長は，CC-Link Safety システムマスタユニットユー
ザーズマニュアル（詳細編）に記載の仕様に従ってください。
仕様外の配線を行った場合，正常なデータ伝送は保証できません。

● CC-Link IE フィールドネットワークで使用するケーブルについては，メーカ指定のケーブルを使
用してください。
メーカ指定のケーブル以外では，CC-Link IE フィールドネットワークの性能を保証できません。
また，最大ケーブル総延長，局間ケーブル長は，MELSEC-QS CC-Link IE フィールドネットワー
クマスタ・ローカルユニットユーザーズマニュアル（詳細編）に記載の仕様に従ってください。
仕様外の配線を行った場合，正常なデータ伝送は保証できません。

● 当社のシーケンサは，制御盤内に設置して使用してください。
制御盤内に設置されたシーケンサ電源ユニットへの主電源配線に関しては，中継端子台を介して
行ってください。
また，電源ユニットの交換と配線作業は，感電保護に対して，十分に教育を受けたメンテナンス作
業者が行ってください。
配線方法は，QSCPUユーザーズマニュアル（ハードウェア設計・保守点検編）を参照してください。

警告
● 通電中に端子に触れないでください。
感電の原因になります。

● バッテリコネクタは正しく接続してください。
バッテリに充電，分解，加熱，火中投入，ショート，ハンダ付けなどを行わないでください。
バッテリの取扱いを誤ると，発熱，破裂，発火などにより，ケガ，火災の恐れがあります。

● 清掃，端子台取付けネジ，端子ネジ，ユニット固定ネジの増し締めは，必ずシステムで使用してい
る外部供給電源を全相遮断してから行ってください。
全相遮断しないと，感電の恐れがあります。
端子台取付けネジ，端子ネジ，ユニット固定ネジの締付けは，規定トルク範囲で行ってください。
端子台取付けネジ，端子ネジの締付けがゆるいと，短絡，火災，誤動作の原因になります。
端子台取付けネジ，端子ネジを締め過ぎると，ネジやユニットの破損による落下，短絡，誤動作の
原因になります。
ユニット固定ネジの締付けがゆるいと落下の原因になります。
ユニット固定ネジを締め過ぎると，ネジやユニットの破損による落下の原因になります。
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【立上げ・保守時の注意事項】
注意

● パソコンから運転中の安全シーケンサに対するオンライン操作（安全CPUユニットが RUN中の
プログラム変更，デバイステスト，RUN-STOP など運転状態の変更）は，マニュアルを熟読し，
十分に安全を確認の上実施してください。
設計時に取り決めた操作手順に従い，教育を受けた操作員が実施してください。
なお，安全CPUユニットがRUN中のプログラム変更（RUN中書込み）については，操作条件に
よりプログラムが壊れるなどの問題が発生することがあります。
GX Developer のマニュアルに記載の注意事項を十分理解した上でご使用ください。

● 各ユニットの分解，改造はしないでください。
故障，誤動作，ケガ，火災の原因になります。
弊社または弊社指定の FAセンター以外による修理や改造などが行われた場合，保証の対象外とな
ります。

● 携帯電話や PHSなどの無線通信機器は，安全シーケンサ本体の全方向から25cm以上離して使用
するようにしてください。
誤動作の原因になります。

● ユニットの着脱は，必ず安全シーケンサで使用している外部供給電源を全相遮断してから行ってく
ださい。
全相遮断しないと，ユニットの故障や誤動作の原因になります。

● ユニットとベースおよび端子台の着脱は，製品ご使用後，50回以内としてください。（JIS B 3502
に準拠）
なお，50回を超えた場合は，誤動作の原因となる恐れがあります。

● ユニットに装着するバッテリには，落下・衝撃を加えないでください。
落下・衝撃によりバッテリが破損し，バッテリ液の液漏れがバッテリ内部で発生する恐れがありま
す。
落下・衝撃を加えたバッテリは使用せずに廃棄してください。

● ユニットに触れる前には，必ず接地された金属などに触れて，人体などに帯電している静電気を放
電してください。
静電気を放電しないと，ユニットの故障や誤動作の原因になります。

● ユニットのケースは樹脂性ですので落下させたり，強い衝撃を与えないでください。
ユニット破損の原因になります。

● ユニットの盤への取付け・取りはずしは，必ずシステムで使用している外部供給電源を全相遮断し
てから行ってください。
 全相遮断しないと，ユニットの故障や誤動作の原因になります。
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【廃棄時の注意事項】

【輸送時の注意事項】

注意
● 製品を廃棄するときは，産業廃棄物として扱ってください。
バッテリを廃棄する際には各地域にて定められている法令に従い分別を行ってください。
（EU 加盟国内でのバッテリ規制についての詳細は QSCPU ユーザーズマニュアル（ハードウェア
設計・保守点検編）を参照してください。）

注意
● リチウムを含有しているバッテリの輸送時には，輸送規制に従った取扱いが必要となります。
（規制対象機種についての詳細はQSCPUユーザーズマニュアル（ハードウェア設計・保守点検編）
を参照してください。）
A - 7



製品の適用について

(1) 本製品は第三者認証機関より IEC61508 及び ISO13849-1 安全規格への適合認証を受けておりま
すが，この事実をもって故障・不具合のないことを保証するものではありません。ご使用いただ
くにあたりましては，ロボット，プレス機械，搬送機など適用分野の安全規格に従った適切な安
全対策がシステム的に実施されていること，また，本製品が利用される機器又はシステム等の最
終製品の安全性確保の為，本製品以外にも，適切な他の安全対策を取り，最終製品の安全性を適
切に確保されていることをご使用の条件とさせていただきます。

(2) 弊社は，本製品が，以下の用途を含む人命，財産への危険が大きい用途に本製品が用いられるこ
とを禁じ，弊社のこの指示に反してそのような用途に使用されたことに起因する一切の責任（債
務不履行責任，瑕疵担保責任，品質保証責任，不法行為責任，製造物責任を含むがそれらに限定
されない）は負いません。

　　① 火力・水力・原子力発電所
　　② 列車・鉄道システム，航空機，航空管制，その他交通システム
　　③ 医療機関，医療及び生命維持に関する全ての機器とアプリケーション
　　④ 娯楽設備
　　⑤ 焼却及び燃料装置
　　⑥ 核物質や有害物質や化学物質の取扱設備
　　⑦ 採鉱・掘削
　　⑧ その他上記①～⑦に挙げた以外の，人命，健康又は財産への危険性が高い用途
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改訂履歴

※取扱説明書番号は，本説明書の裏表紙の左下に記載してあります。

 2006 MITSUBISHI ELECTRIC CORPORATION

印刷日付 ※取扱説明書番号 改訂内容
2006 年 9月 SH( 名 )-080611-A 初版印刷
2007 年 3月 SH( 名 )-080611-B

第 1章，4.2 節，5.5 節，5.6.3 項，5.6.4 項

2008 年 4月 SH( 名 )-080611-C
4.1 節，付 1

2009 年 4月 SH( 名 )-080611-D
安全上のご注意，マニュアルについて，マニュアルの見方，5.1 節，5.2.4 項，
5.3 節～ 5.6 節，5.6.1 項～ 5.6.4 項，索引

5.6.6 項～ 5.6.8 項

5.6.2 項→ 5.6.5 項

2010 年 7月 SH( 名 )-080611-E
安全上のご注意，4.1 節

製品の適用について
2011 年 4月 SH( 名 )-080611-F 全面見直し

2016 年 12月 SH( 名 )-080611-G
本マニュアルで使用する用語

2018 年 11月 SH( 名 )-080611-H
4.1 節

本書によって，工業所有権その他の権利の実施に対する保証，または実施権を許諾するものではありません。また
本書の掲載内容の使用により起因する工業所有権上の諸問題については，当社は一切その責任を負うことができません。

一部修正

一部修正

一部修正

追加

変更

一部修正

追加

一部修正

一部修正
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は　　じ　　め　　に

このたびは，三菱電機安全シーケンサMELSEC-QSシリーズをお買い上げいただきまことにありがとう
ございました。
ご使用前に本書をよくお読みいただき，三菱電機安全シーケンサMELSEC-QS シリーズの機能・性能を
十分ご理解のうえ，正しくご使用くださるようお願い致します。
本マニュアルで紹介するプログラム例を実際のシステムへ流用する場合は，対象システムにおける制御
に問題がないことを十分検証ください。
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マニュアルについて

本製品に関連するマニュアルには，下記のものがあります。
必要に応じて本表を参考にしてご依頼ください。

関連マニュアル

マニュアル名称
マニュアル番号
（形名コード）

標準価格

安全にお使いいただくために
QSCPU，安全電源ユニットおよび安全ベースユニットなどの仕様を説明しています。

（製品同梱）

IB-0800424
(13JY84)

￥600

QSCPUユーザーズマニュアル（ハードウェア設計・保守点検編）
QSCPU，安全電源ユニットおよび安全ベースユニットなどの仕様を説明しています。

（別売）

SH-080607
(13JP91)

￥3,000

QSCPUユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編）
QSCPU でプログラムを作成するのに必要な機能，プログラミング方法およびデバイスなどについ
て説明しています。

（別売）

SH-080608
(13JP92)

￥3,000

QSCPUプログラミングマニュアル（共通命令編）
シーケンス命令，基本命令，応用命令およびQSCPU 専用命令の使用方法について説明していま
す。

（別売）

SH-080610
(13JP94)

￥3,000

QSCPUプログラミングマニュアル（安全 FB編）
安全 FB（ファンクションブロック）の使用方法について説明しています。

（別売）

SH-080743
(13JC21)

￥1,500

CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル（詳細編）
QS0J61BT12 形 CC-Link Safety システムマスタユニットの仕様，運転までの設定と手順，パラ
メータ設定およびトラブルシューティングについて説明しています。

（別売）

SH-080599
(13JP88)

￥3,000

CC-Link Safety システムリモート I/Oユニットユーザーズマニュアル（詳細編）
CC-Link Safety リモート I/O ユニットの仕様，運転までの設定と手順，パラメータ設定およびト
ラブルシューティングについて説明しています。

（別売）

SH-080609
(13JP93)

￥1,500

MELSEC-QS CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニットユーザーズ
マニュアル（詳細編）
CC-Link IE フィールドネットワーク，および CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカ
ルユニット（安全機能付き）の仕様，運転までの手順，システム構成，設置と配線，設定，機能，
プログラミング，トラブルシューティングについて説明しています。

(別売 )

SH-080970
(13J260)

￥3,000

MELSEC-Q CC-Link IE コントローラネットワークリファレンスマニュアル
CC-Link IE コントローラネットワークのシステム構成，性能仕様，機能，取扱い，配線，およびト
ラブルシューティングについて説明しています。

(別売 )

SH-080649
(13JD22)

￥4,000

Q対応MELSECNET/H ネットワークシステムリファレンスマニュアル（PC間ネット編）
MELSECNET/H ネットワークシステムの PC間ネットの仕様，運転までの設定と手順，パラメー
タ設定，プログラミングおよびトラブルシューティングについて説明しています。

(別売 )

SH-080026
(13JD04)

￥3,000
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備  考

単品でマニュアルを希望する場合は，印刷物を別売で用意していますので上記
表のマニュアル番号（形名コード）にてご用命願います。

Q対応 Ethernet インタフェースユニットユーザーズマニュアル（基本編）
Ethernet ユニットの仕様 , 相手機器とのデータ交信手順 , 回線接続（オープン／クローズ）， 固定
バッファ交信，ランダムアクセス用バッファ交信，トラブルシューティングについて説明していま
す。

(別売 )

SH-080004
(13JQ36)

￥3,000

マニュアル名称
マニュアル番号
（形名コード）

標準価格
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マニュアルの見方

本マニュアルでは，参照先を示す場合は下記のように表記します。 

ほかに次の種類の説明があります。

そのページで説明した内容で，特に注意する事項や知っておきたい機能などを
説明します。

備  考

そのページで説明した内容に関連する参照先や，知っておくと便利な内容を説
明します。

本マニュアルの使い方

本マニュアルは，安全シーケンサを使用して安全規格対応の安全アプリケーションを組
むときに注意していただきたいポイントを記載したマニュアルです。
本マニュアルの 5章，6章で安全アプリケーション構築例を示しておりますが，認証取
得はしていません。安全規格適合認証はユーザにて安全システム全体で取得してくださ
い。

本マニュアルの構成は，大きく分けて次のようになっています。

各ユニットの詳細の仕様や機能については，関連マニュアルを参照してください。

（ 3.5 節）

１章 安全シーケンサの概要を説明します。
2章 安全シーケンサで構築する安全アプリケーションを説明します。
３章 リスクアセスメントとカテゴリ，SIL について説明します。
４章 安全シーケンサをお使いいただく場合の注意を説明します。
５章 安全アプリケーション例（1台の安全シーケンサ使用時）を説明します。
6章 安全アプリケーション例（複数台の安全シーケンサ使用時）を説明します。
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総称・略称について

本マニュアルでは，特に明記する場合を除き，下記に示す総称・略称で表しています。
対象形名の明示が必要なときは，ユニット形名を記載しています。

総称・略称 総称・略称の内容

GX Developer
製品形名 SWnD5C-GPPW-J，SWnD5C-GPPW-JA，SWnD5C-GPPW-JV，
SWnD5C-GPPW-JVA の総称製品名。

RWr リモートレジスタ（CC-Link Safety，CC-Link IE フィールドネットワーク用読出しエリア）
RWw リモートレジスタ（CC-Link Safety，CC-Link IE フィールドネットワーク用書込みエリア）
RX リモート入力（CC-Link Safety，CC-Link IE フィールドネットワーク用）
RY リモート出力（CC-Link Safety，CC-Link IE フィールドネットワーク用）
SB リンク特殊リレー（CC-Link Safety，CC-Link IE フィールドネットワーク用）
SW リンク特殊レジスタ（CC-Link Safety，CC-Link IE フィールドネットワーク用）
CC-Link Safety の
安全マスタ局

CC-Link Safety を制御する局。
1システムに 1局必要になる。

CC-Link Safety の
リモート局

CC-Link Safety の安全リモート I/O 局と一般リモート I/O 局および，リモートデバイス局
の総称。CC-Link Safety の安全マスタ局により制御される。

CC-Link Safety の
安全リモート I/O局

ビット単位の情報のみを扱うCC-Link Safety のリモート局。
安全システムに対応している。

CC-Link Safety の
一般リモート I/O局

ビット単位の情報のみを扱うCC-Link Safety のリモート局。
安全システムに未対応。

CC-Link Safety の
リモート I/O局

CC-Link Safety の安全リモート I/O 局と一般リモート I/O局の総称。

CC-Link Safety の
リモートデバイス局

ビット単位の情報とワード単位の情報を扱うCC-Link Safety のリモート局。
安全システムに未対応。

CC-Link Safety の
安全局

CC-Link Safety の安全通信を行う局の総称。

CC-Link IE フィールド
ネットワークの
マスタ局（安全局）

CC-Link IE フィールドネットワーク全体を制御する局。1ネットワークに 1台のみ存在す
る。
CC-Link IE フィールドネットワークのすべての局とサイクリック伝送およびトランジェント
伝送ができる。また，同一ネットワークの他安全局と安全通信ができる。

CC-Link IE フィールド
ネットワークの
ローカル局（安全局）

CC-Link IE フィールドネットワークのマスタ局および他ローカル局と，サイクリック伝送お
よびトランジェント伝送ができる。また，同一ネットワークの他安全局と安全通信ができる。
CPUユニットなど自らプログラムによって制御する。

CC-Link IE フィールド
ネットワークの
スレーブ局

CC-Link IE フィールドネットワークのマスタ局以外の局（ローカル局，リモート I/O局，リ
モートデバイス局，インテリジェントデバイス局）の総称。

CC-Link IE フィールド
ネットワークの安全局

CC-Link IE フィールドネットワークの安全通信および一般通信を行う局の総称。

CC-Link Safety
マスタユニット

QS0J61BT12 形 CC-Link Safety システム マスタユニットの略称。

CC-Link Safety
リモート I/O ユニット

QS0J65BTS2-8D，QS0J65BTS2-4T，QS0J65BTB2-12DT形 CC-Link Safety システ
ムリモート I/Oユニットの略称。

CC-Link IE フィールド
ネットワークマスタ・
ローカルユニット
（安全機能付き）

QS0J71GF11-T2 形 CC-Link IE フィールド ネットワークマスタ・ローカルユニットの略
称。

安全基本ベースユニット QS034B(-E) 形安全基本ベースユニットの略称。
安全CPUユニット QS001CPU形安全CPUユニットの略称。
安全電源ユニット QS061P-A1，QS061P-A2 形安全電源ユニットの略称。
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本マニュアルで使用する用語

総称・略称 総称・略称の内容

安全シーケンサ
安全CPUユニット，安全電源ユニット，安全基本ベースユニット，CC-Link Safety マスタ
ユニット，CC-Link Safety リモート I/O ユニット，CC-Link IE フィールドネットワークマ
スタ・ローカルユニット（安全機能付き）の総称。

一般シーケンサ
MELSEC-Q シリーズ，MELSEC-L シリーズ，MELSEC-QnA シリーズ，MELSEC-A シ
リーズ，MELSEC-FX シリーズの各種ユニットの総称。（安全シーケンサと区別するときに使
用）

安全入力 安全機能を実現するために安全シーケンサに入力される信号の総称。
安全出力 安全機能を実現するために安全シーケンサから出力される信号の総称。
安全通信 同一ネットワークの安全局間で，安全データの交信を行う機能。
安全アプリケーション 安全機能を実現するために安全シーケンサで動作するアプリケーションの総称。

用　　語 用語の内容
安全コンポーネント 安全対応のセンサ，アクチュエータなどの機器。
安全システム 要求される安全機能を実行するシステム。
安全機能 機械の危険から人を守るために実現される機能。

安全方策 リスクの低減のための手段。

カテゴリ EN954-1 で規定されている安全レベル。安全レベルはB，1～ 4の 5レベルに分かれる。
PL（パフォーマンスレ
ベル）

ISO13849-1:2015 で規定されている安全レベル。安全レベルは a～ eの 5レベルに分かれる。

SIL IEC61508 で規定されている安全レベル。安全レベルは SIL1 ～ SIL4の 4レベルに分かれる。
リスク 危険の度合い。つまり，傷害および健康傷害の発生確率とそのひどさの組み合わせ。
リスクアセスメント 機械がもつ危険源を明確化し，危険の度合いを評価すること。
リンク ID CC-Link Safety のネットワークごとに与えるユニークなネットワーク識別子。

目標故障限度
IEC61508 で規定された SIL レベルごとの信頼性の目標値。安全機能の動作頻度によりPFD と
PFHがある。

NC ノーマルクローズ接点－通常閉で，スイッチなどを操作したときに開する接点。
NO ノーマルオープン接点－通常開で，スイッチなどを操作したときに閉する接点。
b接点 NCと同じ。
a接点 NOと同じ。

ダークテスト
入力／出力がON のときにOFF となるパルスを出力し，外部機器を含めた接点の故障診断をす
る。
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第 1章 概　　要

本章では安全シーケンサの概要を説明します。
安全シーケンサは，シーケンサとして取得できる最高の安全レベル（IEC61508 SIL3，
EN954-1 カテゴリ 4，EN ISO13849-1 カテゴリ 4 パフォーマンスレベル e）の認証を
取得したシーケンサです。
ユーザが，IEC61508 SIL3，EN954-1 カテゴリ 4，EN ISO13849-1 カテゴリ 4 パ
フォーマンスレベル eまでの安全システムを構築するときに，安全シーケンサを使用す
ることができます。

図 1.1 に安全シーケンサのシステム構成図を示します。

 • 安全基本ベースユニットに安全電源ユニット，安全CPUユニット，CC-Link Safety
マスタユニットを装着します。

 • CC-Link Safety マスタユニットとCC-Link Safety リモート I/O ユニットをネット
ワーク接続します。

 • 複数台の安全シーケンサ間での安全通信を使用する場合，CC-Link IE フィールドネッ
トワークマスタ・ローカルユニット（安全機能付き）を装着し，ネットワーク接続し
ます。

 • プログラムとパラメータ設定時には，安全CPUユニットにGX Developer をインス
トールしたパソコンをUSB接続します。
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1 概　　要
図 1.1 安全シーケンサのシステム構成

＊ 1： バージョンにより，使用できる機能が異なります。詳細は下記マニュアルを参照してくださ
い。

QSCPU ユーザーズマニュアル (機能解説・プログラム基礎編 )
＊ 2： CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機能付き）の詳細につ

いては，下記マニュアルを参照してください。
MELSEC-QS CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニットユー

ザーズマニュアル（詳細編）

CC-Link Safety

● GX Developer
　 (Version 8.40S以降）＊1

 ● CC-Link Safetyの安全リモートI/O局

● CC-Link Safetyの
   一般リモートI/O 局

● CC-Link Safetyの
   一般リモート
   デバイス局 ● CC-Link Safetyの

   安全リモートI/O局
● CC-Link Safetyの
   安全リモートI/O局

● ライトカーテン

● 非常停止スイッチ ● 安全リレー

● 非常停止スイッチ

● CC-Link Safetyの安全リモートI/O局

● ライトカーテン● 非常停止スイッチ

CC-Link Safety

CC-Link IEフィールドネットワーク

● 電源／CPU／CC-Link Safetyマスタユニット
　 ／CC-Link IEフィールドネットワークマスタ・
   ローカルユニット（安全機能付き）＊2

● 電源／CPU／CC-Link Safetyマスタユニット
　 ／CC-Link IEフィールドネットワークマスタ・
   ローカルユニット（安全機能付き）＊2
1 - 2 　
　



2 適用例
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第 2章 適用例

(1) ライン全体を 1台の安全シーケンサで安全制御する場合の適用例
安全シーケンサの適用例として，自動車溶接ラインへの適用イメージを図 2.1 に示
します。

安全シーケンサで動作する安全アプリケーションは，以下の目的で構築します。
 • 安全状態信号を確認できている場合，ロボットへの動力を供給します。
 • 安全状態信号を確認できない場合，ロボットへの動力を遮断します。
 • 安全状態信号の確認は，非常停止スイッチやライトカーテンで行います。

安全シーケンサは，以下のように動作します。
 • 安全状態信号は，CC-Link Safety リモート I/O ユニットに接続します。
 • 安全状態信号は，CC-Link SafetyリモートI/O ユニットから安全CPUユニット
に送られます。安全CPUユニットは，受け取った安全状態信号をシーケンスプ
ログラムで処理し，CC-Link Safety リモート I/O ユニットに安全出力を送り
ます。

 • 安全出力は，ロボットの動力を停止します。

図 2.1 ライン全体の安全シーケンサ１台による安全制御の適用イメージ

統括制御盤統括制御盤 第1工程工程 第2工程工程 第n工程工程

MELSECNET/H

警告灯 ライトカーテン

ロボット ロボット

非常停止
スイッチ

再起動
スイッチ

ライン統括制御 ライン制御ネットワーク

ボディ溶接ライン

安全入力 安全入力

安全出力一般出力一般入力

安全シーケンサ
（安全制御）

MELSECNET/H(10)，
Ethernet，etc.
（一般CPU間通信）

ライン制御ネットワークライン制御ネットワーク

工程制御CPU

CC-Link Safety
リモートI/O ユニット

CC-Link Safety
リモートI/O ユニット

CC-Link Safety
リモートI/O ユニット
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2 適用例
(2) ライン全体を複数台の安全シーケンサで安全制御する場合の適用例
安全シーケンサの適用例として , 複数の製造工程間で連携した安全制御の適用イ
メージを図 2.2 に示します。

安全シーケンサで動作する安全アプリケーションは , 以下の目的で構築します。
 • 安全状態信号を確認できている場合 , ロボットへの動力を供給します。
 • 安全状態信号を確認できない場合 , ロボットの動力を遮断します。
 • 安全状態信号の確認は，非常停止スイッチやライトカーテンで行います。
 • CC-Link IE フィールドネットワークの安全通信により，前後の工程，全体の工
程などの連携した安全制御を構築します。

安全シーケンサは，以下のように動作します。
 • 安全状態信号は，CC-Link Safety リモート I/O ユニットに接続します。
 • 各工程の安全シーケンサは，CC-Link IE フィールドネットワークで接続しま
す。

 • 安全状態信号は，CC-Link SafetyリモートI/O ユニットから安全CPUユニット
に送られます。

 • 前後の工程，ライン全体を非常停止する必要がある場合，シーケンスプログラ
ムで CC-Link IE フィールドネットワークの安全通信により，非常停止要求を
前後の工程またはライン全体に設置した安全シーケンサへ送ります。

 • 安全CPUユニットは，CC-Link SafetyリモートI/O ユニットから受け取った安
全状態信号と CC-Link IE フィールドネットワークの安全通信により，受け
取った非常停止要求をシーケンスプログラムで処理し，CC-Link Safety リ
モート I/O ユニットに安全出力を送ります。

 • 安全出力は，ロボットの動力を停止します。

図 2.2 複数の製造工程間で連携した安全制御の適用イメージ

CC-Link Safety

[一般制御]

CC-Link IEフィールドネットワーク
（一般通信）

CC-Link IEフィールドネットワーク
（安全通信＋一般通信）

[安全制御]

CC-Link Safety

[一般制御]

CC-Link IEフィールドネットワーク
（一般通信）

CC-Link IEフィールドネットワーク
（安全通信＋一般通信）

[安全制御]

CC-Link Safety

[一般制御]

CC-Link IEフィールドネットワーク
（一般通信）

CC-Link IEフィールドネットワーク
（安全通信＋一般通信）

[安全制御]

第1工程工程 第2工程工程 第n工程工程

CC-Link IEフィールドネットワーク（安全通信＋一般通信）
2 - 2 　
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第 3章 リスクアセスメントと安全レベル

EN954-1，ISO13849-1，IEC61508 に従って，リスクアセスメント，安全カテゴリ・
PL，SIL を選定し，リスク低減を行ってください。
ここでは，リスクアセスメント，リスク低減と安全カテゴリ，PL，SIL を簡単に説明し
ます。
詳しくは，各規格を参照してください。

3.1 リスクアセスメント

リスクアセスメントとは，機械に潜む危険源を明確化し，危険の度合い（リスク）を評
価することです。
図 3.1 はリスクアセスメントの手順を示します。この手順は ISO12100，ISO14121 で
規定されています。

図 3.1 リスクアセスメントの手順
（ISO12100 を参考）

開　　始

1) 機械の分析，対象設備の確認，
   運転状態の調査

2) 危険源の明確化

3) リスク見積り

4) リスクの評価
・安全カテゴリ（     　　  　　）
・PL （     　　  　　）
・SIL（     　　  　　）

機械類は
安全か？

完　　了

5) リスクの低減

リスクアセスメント

はい

いいえ
      （     　　  　　）

3.2 節

3.1.1 項

3.4 節
3.3 節
3.1　リスクアセスメント
　

3 - 1



3 リスクアセスメントと安全レベル
3.1.1 リスクの低減

リスクアセスメントの結果，機械類が安全ではないと判断される場合，リスクの低減を
行わなければなりません。
リスク低減の方策は ISO12100，ISO14121 で図 3.2 のように規定されています。

図 3.2 リスク低減
（ISO12100，ISO14121 を参考）

図 3.1 の手順に従って，機械が安全となるまで複数のリスク低減を組み合せて実施して
ください。

2）安全防護

1）本質的な安全設計

3）追加の安全方策

4）使用上の注意によるリスク低減

隔離による防護

停止による防護

安全防護柵

安全防護装置

非常停止装置

エネルギーゼロ状態の確保

危険状態表示・警告

付属文書・取扱説明書

リ
ス
ク
の
低
減

3 - 2 3.1　リスクアセスメント
3.1.1　リスクの低減



3 リスクアセスメントと安全レベル

1

概
　
　
要

2

シ
ス
テ
ム
構
成

3

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
安
全
レ
ベ
ル

4

安
全
シ
ー
ケ
ン
サ
使
用

時
の
注
意
事
項

5

安
全
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

構
築
例
（
1
台
の
安
全

シ
ー
ケ
ン
サ
使
用
時
）

6

安
全
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

構
築
例
（
複
数
台
の
安
全

シ
ー
ケ
ン
サ
使
用
時
）

付

索

3.2 安全カテゴリ

安全カテゴリは EN954-1 で規定されています。
図 3.3 に安全カテゴリ選定に使用するリスクグラフを示します。

図 3.3 制御システムの安全関連部に関する安全カテゴリ選定
（EN954-1 を参考）

記号の意味：
図中記号 意　　味
● 基準点として望ましい安全カテゴリ。
○ 過剰仕様になることがある安全カテゴリ。
－ 不十分安全カテゴリ。

ほとんど不可能

特定の条件下
で可能

P1

まれから,かなり
しばしば,および
短時間の暴露

F1

頻繁から
継続および
長時間の暴露

F2

軽微（一般に回
復可能）な傷害

傷害のひどさ
（S）

危険源への暴露の
頻度および時間

（F）

リスク分析結果

危険源の回避の
可能性
（P）

S1

重大（一般に回
復不能）な傷害

安全カテゴリ選定
開始点

S2
P2

ほとんど不可能

特定の条件下
で可能

P1

P2

安全カテゴリ選定

安全カテゴリ

B 1 2 3 4
3.2　安全カテゴリ
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3 リスクアセスメントと安全レベル
安全カテゴリに対する規格の要求事項を表 3.1 に示します。

表 3.1 安全カテゴリの要求事項の要約

（EN954-1 を参考）    

安全カテゴリ 要求事項の要約 安全機能の維持能力 機能上の特徴

B
• 機械制御システム安全関連部の目的機能を
実現すること。
•特別な安全方策は適用しないこと。

• 欠陥発生時安全機能を損
なう場合が十分起こり得
る。

使用部品の選択による。

1

• 安全カテゴリBの要件を満たすこと。
•十分吟味された高性能のコンポーネントを
使用すること。
•安全確保は安全原則に従うこと。

• 安全カテゴリBと同様で
あるが，安全関連部の安
全確保機能の信頼性は高
い。

2

• 安全カテゴリBの要件を満たすこと。
•安全確保は安全原則に従うこと。
•安全機能を適当な間隔でチェックするこ
と。

• 安全機能の消失はチェッ
クにより検出されるが，
チェックの間隔によって
は安全機能を損なう。

安全性を確保するため
のシステム構成方法に
依存する。（安全性が構
造として定まる）

3

• 安全カテゴリBの要件を満たすこと。
•安全確保は安全原則に従うこと。
•単一欠陥で安全機能を損なわないこと。
•単一欠陥はできる限り検出すること。

• 単一欠陥で安全機能は損
なわれない。
• すべてではないが，欠陥
の検出ができる。未検出
欠陥の蓄積によって安全
機能を損なう場合があ
る。

4

• 安全カテゴリBの要件を満たすこと。
•安全確保は安全原則に従うこと。
•単一欠陥は安全機能実行時，もしくはその
前に検出すること。
•欠陥の蓄積で安全機能を損なわないこと。

• 欠陥が生じた場合，常に
安全機能は損なわれな
い。
• 欠陥は安全機能実施の前
の段階で安全機能実施が
必ず間にあうように，予
防措置として検出され
る。
3 - 4 3.2　安全カテゴリ
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3.3 PL

PL は，ISO13849-1 で規定されています。
まず PLr（要求パフォーマンスレベル）の選定を行ってください。
PLr は，各々の安全機能に対し，要求されるリスク低減を達成するために適用されるパ
フォーマンスレベルです。
図 3.4 に PLr 選定に使用するリスクグラフを示します。

図 3.4 安全機能に必要な PLr を選定するためのリスクグラフ

（ISO13849-1 を参考）

ほとんど不可能

特定の条件下
で可能まれから,かなり

しばしば,および
短時間の暴露

F1

頻繁から
継続および
長時間の暴露

F2

軽微（一般に回
復可能）な傷害

傷害のひどさ
（S）

危険源への暴露の
頻度および時間

（F）

危険源の回避の
可能性
（P）

S1

重大（一般に回
復不能）な傷害
または死

S2
P2

ほとんど不可能

特定の条件下
で可能

P1

P2

PLr

a

ほとんど不可能

特定の条件下
で可能

P1

まれから,かなり
しばしば,および
短時間の暴露

F1

頻繁から
継続および
長時間の暴露

F2

P2

ほとんど不可能

特定の条件下
で可能

P1

P2

b

c

d

e
高

低

PLr選定開始点
3.3　PL
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3 リスクアセスメントと安全レベル
図 3.5 にカテゴリ，自己診断率（DCavg），各チャネルの危険故障発生までの平均時間
（MTTFd）と PLの関係を示します。

図 3.5 カテゴリ，DCavg，各チャネルのMTTFd と PLの関係

（ISO13849-1を参考）

下記の安全カテゴリ要求事項の要約を参照してください。

表 3.2 危険故障発生までの平均時間（MTTFd）

表 3.3 自己診断率（DCavg）

制御システムの安全関連部の PLは，その安全機能の PLr より高いか同等にする必要が
あります。

表記 MTTFd の範囲
低 3年 ≦ MTTFd ＜ 10 年
中 10年 ≦ MTTFd ＜ 30 年
高 30年 ≦ MTTFd ≦ 100 年

表記 DCavg の範囲
なし DCavg ＜ 60％
低 60％ ≦ DCavg ＜ 90％
中 90％ ≦ DCavg ＜ 99％
高 99％ ≦ DCavg

PL ≧ PLr

PL

a

b

c

d

e

 カテゴリB　　カテゴリ1　　カテゴリ2　　カテゴリ2　　カテゴリ3　　カテゴリ3　　カテゴリ4
DCavg＝なし   DCavg＝なし   DCavg＝低　   DCavg＝中　   DCavg＝低　   DCavg＝中  　DCavg＝高

：MTTFd ＝ 低

：MTTFd ＝ 中

：MTTFd ＝ 高
3 - 6 3.3　PL
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3.4 SIL

SIL は IEC61508 で規定されています。
図 3.6 に SIL 選定に使用するリスクグラフを示します。

図 3.6 SIL リスクグラフ
（IEC61508-5 を参考）

  
SIL ではレベルに応じて以下の目標故障限度が定められています。

表 3.4 目標故障限度 (PFD,PFH)

＊ 1：低需要運転モード，高需要運転モードは，IEC61508 を参照してください。

（IEC61508-1 を参考）    

記号の意味：
図中記号 意　　味
-,a 安全要求事項なし。
b 単一の安全システムでは不十分。

1,2,3,4
安全完全性レベル。
それぞれ SIL1,SIL2,SIL3,SIL4 を表す。

SIL 低需要運転モード＊ 1 高需要運転モード＊ 1

4 10－５  ≦ PFD < 10 －４ 10－９  ≦ PFH < 10－８

3 10－４  ≦ PFD < 10 －３ 10－８  ≦ PFH < 10－７

2 10－３  ≦ PFD < 10 －２ 10－７  ≦ PFH < 10－６

1 10－２  ≦ PFD < 10 －１ 10－６  ≦ PFH < 10－５

SIL選定開始点

軽微

中度

回避可能

小

大

小

小

大

大

回避困難

回避可能
回避困難

回避可能
回避困難

回避可能

回避困難

a

頻繁

1

2

3

4

b

重度

甚大

a

中度

危険事象の発生確率影響の重大さ 暴露頻度 危険事象の
回避可能性

1

2

3

4

ー

a

ー

ー

稀有

1

2

3

3.4　SIL 
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4 安全シーケンサ使用時の注意事項
第 4章 安全シーケンサ使用時の注意事項

安全規格適合認証は，ユーザが安全システム全体で行ってください。
安全システムの審査は，安全コンポーネント，シーケンスプログラムを含む安全システ
ム全体で行われます。
5章，6章にサンプルプログラムを記載していますが，安全規格の認証を取得していま
せん。
また，安全システム構築に関するすべての作業（設計，設置，操作，保守など）は，安
全規格，安全機器，安全シーケンサなどの十分な教育を受けた人が実施してください。

4.1 安全アプリケーション設計時の注意事項

(1) 応答時間について
応答時間は，安全入力OFFから安全シーケンサにより安全出力OFFするまでの時
間です。
応答時間は，安全システムの安全距離を決めるときに必要になります。
付 1，付 2を参照して，構成するシステムの応答時間を算出してください。

安全シーケンサは，GX Developer の接続により応答時間が長くなります。
安全システムの実稼動中は，GX Developer を常時接続しないでください。

(2) 目標故障限度 (PFD/PFH) 計算について
目標故障限度 (PFD/PFH) は，IEC61508 で規定された SIL レベルごとの信頼性の
目標値です。（ 3.4 節）
目標故障限度 (PFD/PFH) は，安全機能ごとに以下の式で計算してください。
PFD/PFH ＝ A + B + C + D ・・・・PFD/PFH の計算式

表 4.1 各変数の意味

＊ 1：C，Dの PFD/PFH は，使用した安全コンポーネントのマニュアルなどを参照してください。

変　　数 意　　味

A
安全CPUユニット，安全電源ユニット，安全基本ベースユニット，CC-Link Safety マ
スタユニット，CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機
能付き）を合わせた PFD/PFH

B

CC-Link Safety リモート I/O ユニットの PFD/PFH
(1) 安全入力機器と安全出力機器が同じ CC-Link Safety リモート I/O ユニットに接続され

ている場合
B=B1

(2) 安全入力機器と安全出力機器が異なるCC-Link Safety リモート I/O ユニットに接続さ
れている場合
B=B1+B2

B1 安全入力機器が接続されたCC-Link Safety リモート I/O ユニットの PFD/PFH
B2 安全出力機器が接続されたCC-Link Safety リモート I/O ユニットの PFD/PFH

C*1 安全入力機器の PFD/PFH

D*1 安全出力機器の PFD/PFH
4 - 1 4.1　安全アプリケーション設計時の注意事項
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安全シーケンサ関係の PFD/PFH を表 4.2 に示します。
表 4.2 安全シーケンサの PFD/PFH

＊ 1：下記ユニットは，PFD，PFHの値はありません。
・安全基本ベースユニット
・CC-Link Safety マスタユニット
・CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機能付き）

＊ 2：安全CPUユニットのシリアル No. の上 6 桁が“12 □□□ 3”以前品の PFD/PFH は，PFD
＝ 5.22×10-5，PFH＝ 1.15×10-9 です。（□には任意の数字が入ります。）

＊ 3：QS061P-A1 のシリアル No. の上 6 桁が“12□□□ 5”以前品の PFD/PFH は，PFD ＝
8.67×10-5，PFH＝ 3.80×10-9 です。（□には任意の数字が入ります。）

＊ 4：QS061P-A2 のシリアル No. の上 6 桁が“12□□□ 9”以前品の PFD/PFH は，PFD ＝
8.67×10-5，PFH＝ 3.80×10-9 です。（□には任意の数字が入ります。）

ユニット PFD PFH
安全CPUユニットの PFD/PFH 4.10×10 -5　＊ 2 9.20×10-10　＊ 2

安全電源ユニットのPFD/PFH
QS061P-A1 8.75×10 -5　＊ 3 3.85×10 -9　＊ 3

QS061P-A2 8.75×10 -5　＊ 4 3.85×10 -9　＊ 4

安全基本ベースユニットのPFD/PFH＊ 1 － －

CC-Link Safety マスタユニットの PFD/PFH＊ 1 － －

CC-Link Safety リモート I/O 
ユニットのPFD/PFH

QS0J65BTB2-12DT（DC 入力
トランジスタ出力複合ユニット） 2.57×10 -5 1.15×10 -9

QS0J65BTS2-8D
（DC 入力ユニット） 1.68×10 -5 7.46×10 -10

QS0J65BTS2-4T
（トランジスタ出力ユニット） 1.68×10 -5 7.46×10 -10

CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット

（安全機能付き）の PFD/PFH＊ 1
－ －
4.1　安全アプリケーション設計時の注意事項
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4 安全シーケンサ使用時の注意事項
(a) QS0J65BTB2-12DT 1 台の場合

 

図 4.1 QS0J65BTB2-12DT １台使用時の例

PFD =（A の PFD）＋（B の PFD）＋（C の PFD）＋（D の PFD）
=（4.10×10-5 ＋ 8.75×10-5）＋（2.57×10-5）＋（Cの PFD）＋（Dの PFD）
=（1.54×10-4）＋（Cの PFD）＋（Dの PFD）

PFH =（A の PFH）＋（B の PFH）＋（C の PFH）＋（D の PFH）
=（9.20×10-10 ＋ 3.85×10-9）＋（1.15×10-9）＋（Cの PFH）＋（Dの PFH）
=（5.92×10 -9）＋（Cの PFH）＋（Dの PFH）

入力 出力

非常停止スイッチ 安全リレー

C

B

A

D

4 - 3 4.1　安全アプリケーション設計時の注意事項
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(b) QS0J65BTS2-8D，QS0J65BTS2-4T 各 1 台の場合

図 4.2 QS0J65BTS2-8D，QS0J65BTS2-4T 各 1 台使用時の例

PFD =（Aの PFD）＋（Bの PFD）＋（Cの PFD）＋（Dの PFD） 

=（4.10×10-5 ＋ 8.75×10-5）＋ (1.68×10-5 ＋ 1.68×10-5）＋（Cの PFD）　
   ＋（Dの PFD）

＝（1.62×10-4）＋（Cの PFD）＋（Dの PFD）

PFH =（Aの PFH）＋（Bの PFH）＋（Cの PFH）＋（Dの PFH）

=（9.20×10-10 ＋ 3.85×10-9）＋ (7.46×10-10 ＋ 7.46×10-10) ＋（Cの PFH）
   ＋（Dの PFH）
=（6.26×10-9）＋（Cの PFH）＋（Dの PFH）

入力

非常停止スイッチ

出力

安全リレー

C D

A

B

4.1　安全アプリケーション設計時の注意事項
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4 安全シーケンサ使用時の注意事項
(c) 安全シーケンサ間にCC-Link IE フィールドネットワークを使用した場合

図 4.3 CC-Link IE フィールドネットワーク使用時の例

PFD =（入力側Aの PFD）＋（入力側Bの PFD）＋（Cの PFD）＋（出力側Aの PFD）＋
（出力側Bの PFD）+（Dの PFD） 

=（4.10×10-5 ＋ 8.75×10-5）＋ (2.57×10-5）＋（Cの PFD）+

　  （4.10×10-5 ＋ 8.75×10-5）＋ (2.57×10-5）＋（Dの PFD）

＝（3.08×10-4）＋（Cの PFD）＋（Dの PFD）

PFH =（入力側Aの PFH）＋（入力側Bの PFH）＋（Cの PFH）＋（出力側Aの PFH）＋
（出力側Bの PFH）＋（Dの PFH）

=（9.20×10-10 ＋ 3.85×10-9）＋ (1.15×10-9）＋（Cの PFH）＋

　　（9.20×10-10 ＋ 3.85×10-9）＋ (1.15×10-9）＋（Dの PFH）

=（1.18×10-8）＋（Cの PFH）＋（Dの PFH）

入力

非常停止スイッチ

出力

安全リレー

入力側A 出力側A

入力側B 出力側B

C D
4 - 5 4.1　安全アプリケーション設計時の注意事項
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(d) 安全シーケンサ間にCC-Link IE フィールドネットワークを使用し，出力が複数
の場合

図 4.4 CC-Link IE フィールドネットワーク使用時の例 ( 出力が複数の場合 )

PFD =（A1 の PFD）＋（B1の PFD）＋（C1の PFD）＋（D1 の PFD）＋
（A2の PFD） ＋（B2の PFD）＋（D2 の PFD） 

=（4.10×10-5 ＋ 8.75×10-5）＋ (2.57×10-5）＋（C1の PFD）+（D1 の PFD）

　  ＋（4.10×10-5 ＋ 8.75×10-5）＋ (2.57×10-5）＋（D2の PFD）

＝（3.08×10-4）＋（C1 の PFD）＋（D1 の PFD）＋（D2の PFD）

PFH =（A1 の PFH）＋（B1の PFH）＋（C1の PFH）＋（D1 の PFH）
    ＋（A2 の PFH）＋（B2の PFH）＋（D2の PFH）

=（9.20×10-10 ＋ 3.85×10-9）＋ (1.15×10-9）＋（C1 の PFH）＋（D1 の PFH）

　 ＋（9.20×10-10 ＋ 3.85×10-9）＋ (1.15×10-9）＋（D2 の PFH）

=（1.18×10-8）＋（C1 の PFH）＋（D1の PFH）＋（D2の PFH）

入力 出力

非常停止スイッチ

出力

安全リレー

A1 A2

B1 B2

C1 D2

安全リレー

D1
4.1　安全アプリケーション設計時の注意事項
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4 安全シーケンサ使用時の注意事項
 

(3) 安全コンポーネント接続方法について
安全コンポーネントは安全レベルに従って，図 4.5 のように二重化配線，単一配線
で正しく配線してください。

 

図 4.5 安全コンポーネントの配線

CC-Link Safety リモート I/O ユニットへの二重化入力信号は以下の入力端子の
組合せで使用してください。
以下の組合せ以外の場合，二重化入力不一致検出でエラーとなります。
{X00，X01}，{X02，X03}，{X04，X05}，{X06，X07}
{X08，X09}，{X0A，X0B}，{X0C，X0D}，{X0E，X0F}

入力ダークテスト機能を実施する場合は，テストパルス端子を使用し，安全コン
ポーネントを接続してください。

入力ダークテスト機能を実施する場合は，CC-Link Safety リモート I/O ユニッ
トの入力端子とテストパルス端子は以下の組合せで使用してください。
間違ったテストパルス端子に接続した場合，断線していると判定され，異常と
なります。
正しい組合せ
{X00，X02，X04，X06，X08，X0A，X0C，X0E} と T0
{X01，X03，X05，X07，X09，X0B，X0D，X0F} と T1

入力ダークテスト機能を実施しない場合は , COM+端子も使用できます。

具体的な配線・設定方法は，5章，6章を参照してください。
二重化配線・単一配線・入力ダークテスト機能の詳細については，下記マニュアル
を参照してください。

CC-Link Safety システムリモート I/Oユニットユーザーズマニュアル（詳細
編）

安全シーケンサ

二重化配線

安
全
リ
レ
ー

安
全
リ
レ
ー

二重化配線

単一配線

安
全
リ
レ
ー

単一配線
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4 安全シーケンサ使用時の注意事項

1

概
　
　
要

2

適
用
例

3

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
安
全
レ
ベ
ル

4

安
全
シ
ー
ケ
ン
サ
使
用

時
の
注
意
事
項

5

安
全
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

構
築
例
（
1
台
の
安
全

シ
ー
ケ
ン
サ
使
用
時
）

6

安
全
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

構
築
例
（
複
数
台
の
安
全

シ
ー
ケ
ン
サ
使
用
時
）

付

索

(4) GX Developer のモニタデータの使用について
GX Developer で表示されるモニタデータは，安全にかかわる操作に使用しないで
ください。
（例えば，GX Developer に表示されるモニタデータを確認して，機械を始動した
り，停止状態をリセットするなどの安全にかかわる操作を行わないでください。）
4.1　安全アプリケーション設計時の注意事項
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4 安全シーケンサ使用時の注意事項
4.2 プログラミング時の注意事項

(1) 基本的なプログラムの組み方について

安全機能を実現するプログラムは，以下の点に注意してプログラミングしてくださ
い。

 • 始動スイッチが押されたときに，安全状態が確認できている場合のみ，機械の
起動を行うように，プログラミングしてください。

 • 安全が確認できなくなった場合，機械を停止するようにプログラミングしてく
ださい。

 • 始動スイッチの信号は，ON→OFFの立下りで機械を起動するようにプログラミ
ングしてください。
スイッチの故障（接点溶着，バネの破損など）時に機械が誤って起動してしま
う危険を回避することができます。

 • 安全機能が動作し，出力がOFFした後，マニュアル操作なしに再起動すること
がないよう，再起動のためにリセットボタンなどを使ったインタロックプログ
ラムを作成してください。

 

図 4.6 安全システムの構成例

具体的なプログラム例は 5章，6章を参照してください。

安全シーケンサ

始動要求
安全出力
データ

安全入力
データ

（起動指令信号)
機械の運転
(起動)

安全状態

インタロック

危険エリアへの進入検出がないこと
非常停止要求がないこと
安全シーケンサ，コンポーネントが故障
状態でないこと

動作指令
始動スイッチ
リセットスイッチ

運転機能
（非安全関連部)
4 - 9 4.2　プログラミング時の注意事項
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(2) 安全機能を実現するプログラムで使用するデバイスについて
安全入出力データとして使用できるデータは，以下の安全リフレッシュデバイスと
なります。安全機能を実現するプログラムは，安全リフレッシュデバイスを使用し
てプログラミングしてください。

(a) 安全リフレッシュデバイス
 • CC-Link Safety の安全リモート I/O局との通信によりリフレッシュされる
内部デバイス
CC-Link Safety の安全リモート I/O局との通信によりリフレッシュされる
内部デバイスのデータは，安全データです。

 

図 4.7 CC-Link Safety の安全リモート I/O 局の入出力データ *1

＊ 1：図 4.7 では，自動リフレッシュパラメータで X100，Y100 が設定された場合を示しています。
CC-Link Safety の安全リモート I/O 局に対して，実際に入出力されない以下のデバイス範囲
も含まれます。
局番 1：X110 ～ X11F，Y110 ～ Y11F，局番 3：X150 ～ X15F，Y150 ～ Y15F

 • CC-Link IE フィールドネットワークの安全局間の通信による安全データ転
送デバイス
CC-Link IE フィールドネットワークの安全局間の通信により転送されるデ
バイスのデータは，安全データです。
詳細については，MELSEC-QS CC-Link IE フィールドネットワークマス
タ・ローカルユニットユーザーズマニュアル（詳細編）を参照してくださ
い。

(b) 特殊リレー (SM)，特殊レジスタ (SD)
下記のデバイスのみ，安全機能を実現するプログラムで使用できます。

 • CC-Link Safety 関連デバイスである SM1000 ～ SM1299，SD1000 ～ 
SD1299

 • CC-Link IE フィールドネットワーク関連デバイスである SM1400 ～ 
SM1799，SD1400 ～ SD1799

X10F - X100

X11F - X110

X12F - X120

X13F - X130

X14F - X140

X15F - X150

X16F - X160

X17F - X170

局番1

局番2

局番3

安全CPUユニット

RX0F - RX00

RX1F - RX10

RX2F - RX20

RX3F - RX30

RX4F - RX40

非常停止スイッチ
安全スイッチ
ライトカーテン
などのON/OFF

RX5F - RX50

RX6F - RX60

RX7F - RX70

局番1　CC-Link Safetyの
安全リモートI/O局（入力）

ロボットの動力源
などのON/OFF

局番2　CC-Link Safetyの
一般リモートI/O 局（入力）

RX0F - RX00

Y10F - Y100

Y11F - Y110

Y12F - Y120

Y13F - Y130

Y14F - Y140

Y15F - Y150

Y16F - Y160

Y17F - Y170

局番1

局番2

局番3

RY0F - RY00

RY1F - RY10

RY2F - RY20

RY3F - RY30

RY4F - RY40

RY5F - RY50

RY6F - RY60

RY7F - RY70
：安全デバイスの範囲を示す。

局番3　CC-Link Safetyの
安全リモートI/O局（出力）

RY0F - RY00

RX0F - RX00

局番3　CC-Link Safetyの
安全リモートI/O局（入力）

RX0F - RX00

CC-Link Safetyの
安全マスタ局
4.2　プログラミング時の注意事項
　

4 - 10



4 安全シーケンサ使用時の注意事項
(3) CC-Link Safety の異常検出について
CC-Link Safety に関する異常は，表 4.3 に示す安全リフレッシュ交信状態で検出
できます。
異常検出時には，安全リフレッシュ交信状態を使って，安全出力をOFFする適切な
プログラムを作成してください。

(a) 安全リフレッシュ交信状態
安全リフレッシュ交信状態を確認する特殊レジスタの名称と番号を表 4.3 に示
します。

表 4.3 特殊レジスタ名称と対応番号

　　　　　　　　　　　　
詳細は，下記マニュアルを参照してください。

QSCPU ユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編） 

(b) プログラム例
CC-Link Safety の異常検出時の対応プログラムを図 4.8 に示します。
図 4.8 は，SD1004.0 を使用し，CC-Link Safety マスタユニット 1枚目に接
続されている局番 1の CC-Link Safety の安全リモート I/O 局から出力する場
合を示しています。

図 4.8 CC-Link Safety の異常検出時の対応プログラム例

名　　称 番　　号

特殊レジスタ（安全リフレッシュ交信状態）のビットの意味
表中の局番で示した各ビットの意味

0：正常，予約局指定，未使用，CC-Link Safety の一般リモート局
1：安全局交信異常

安全局との安全リフレッシュ
交信状態

（CC-Link Safety マスタユ
ニット 1枚目）

SD1004～
SD1007

b15 b14 ～ b1 b0
SD1004 16 15 ～ 2 1
SD1005 32 31 ～ 18 17
SD1006 48 47 ～ 34 33
SD1007 64 63 ～ 50 49

表中 1～ 64は局番を示す

安全局との安全リフレッシュ
交信状態

（CC-Link Safety マスタユ
ニット 2枚目）

SD1204～
SD1207

b15 b14 ～ b1 b0
SD1204 16 15 ～ 2 1
SD1205 32 31 ～ 18 17
SD1206 48 47 ～ 34 33
SD1207 64 63 ～ 50 49

表中 1～ 64は局番を示す

その他の
安全状態

SD1004.0

安全
リフレッシュ交信状態

出力
4 - 11 4.2　プログラミング時の注意事項
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(4) CC-Link Safety 異常の解除について
CC-Link Safety 異常検出時は，表 4.4 に示す安全局インタロック状態がONとな
ります。
CC-Link Safety の通信を再開させるためには，表 4.4 に示す安全局インタロック
解除要求をONする必要があります。
リセットボタンなどのマニュアル操作により，安全局インタロック解除要求をON
するプログラムを作成してください。

表 4.4 特殊レジスタ名称と対応番号

詳細は，下記マニュアルを参照してください。
QSCPU ユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編）

名　　称 番　　号 特殊レジスタ（安全局インタロック状態）のビットの意味

安全局インタロック状態
（CC-Link Safety マスタユ

ニット 1枚目）

SD1072 ～
SD1075

0：インタロックしていない
1：インタロック中

b15 b14 ～ b1 b0
SD1072 16 15 ～ 2 1
SD1073 32 31 ～ 18 17
SD1074 48 47 ～ 34 33
SD1075 64 63 ～ 50 49

表中 1～ 64は局番を示す

安全局インタロック解除要求
（CC-Link Safety マスタユ

ニット 1枚目）

SD1076 ～
SD1079

0：CC-Link Safety の安全局の入出力インタロックを解除しない
1：CC-Link Safety の安全局の入出力インタロックを解除する

b15 b14 ～ b1 b0
SD1076 16 15 ～ 2 1
SD1077 32 31 ～ 18 17
SD1078 48 47 ～ 34 33
SD1079 64 63 ～ 50 49

表中 1～ 64は局番を示す

安全局インタロック状態
（CC-Link Safety マスタユ

ニット 2枚目）

SD1272 ～
SD1275

0：インタロックしていない
1：インタロック中

b15 b14 ～ b1 b0
SD1272 16 15 ～ 2 1
SD1273 32 31 ～ 18 17
SD1274 48 47 ～ 34 33
SD1275 64 63 ～ 50 49

表中 1～ 64は局番を示す

安全局インタロック解除要求
（CC-Link Safety マスタユ

ニット 2枚目）

SD1276 ～
SD1279

0：CC-Link Safety の安全局の入出力インタロックを解除しない
1：CC-Link Safety の安全局の入出力インタロックを解除する

b15 b14 ～ b1 b0
SD1276 16 15 ～ 2 1
SD1277 32 31 ～ 18 17
SD1278 48 47 ～ 34 33
SD1279 64 63 ～ 50 49

表中 1～ 64は局番を示す
4.2　プログラミング時の注意事項
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4 安全シーケンサ使用時の注意事項
(a) プログラム例
図 4.9 は，CC-Link Safety マスタユニット１枚目に接続されている局番 1の
CC-Link Safety の安全リモート I/O 局のインタロック解除をする場合を示して
います。

図 4.9 CC-Link Safety のインタロック解除プログラム例

(5) CC-Link IE フィールドネットワークの異常検出について
CC-Link IE フィールドネットワークに関する異常は，表 4.5 に示す安全リフレッ
シュ交信状態で検出できます。
異常検出時には，安全リフレッシュ交信状態を使って，安全出力をOFFする適切な
プログラムを作成してください。

(a) 安全リフレッシュ交信状態
自局と安全局との安全リフレッシュ交信状態を確認する特殊リレーおよび特殊
レジスタの名称と番号を表 4.5 に示します。

表 4.5 特殊リレーおよび特殊レジスタ名称と対応番号

詳細は，下記マニュアルを参照してください。
QSCPU ユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編） 

名　　称 番　　号
特殊リレーおよび特殊レジスタ

（安全リフレッシュ交信状態）のビットの意味

マスタ局との安全リフレッシュ
交信状態

SM1421
0：正常，CC-Link IE フィールドネットワークのマスタ局との安全通信設
定なし
1：安全リフレッシュ交信異常

各局との安全リフレッシュ交信
状態

SD1420 ～
SD1427

表中の局番で示した各ビットの意味
0：正常，予約局指定，未使用，CC-Link IE フィールドネットワークの一
般局，自局
1：CC-Link IE フィールドネットワークの安全局交信異常

b15 ～ b8 b7 ～ b0
SD1420 16 ～ 9 8 ～ 1
SD1421 32 ～ 25 24 ～ 17
SD1422 48 ～ 41 40 ～ 33
SD1423 64 ～ 57 56 ～ 49
SD1424 80 ～ 73 72 ～ 65
SD1425 96 ～ 89 88 ～ 81
SD1426 112 ～ 105 104 ～ 97
SD1427 － ～ － 120 ～ 113

表中 1～ 120 は局番を示す
－：0固定

SET SD1076.0
SD1072.0

安全局インタロック
解除要求

安全局
インタロック状態

リセット
スイッチ

RST SD1076.0
安全局インタロック

解除要求
安全局インタロック

解除要求
安全局

インタロック状態

SD1076.0SD1072.0
4 - 13 4.2　プログラミング時の注意事項
　



4 安全シーケンサ使用時の注意事項
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(b) プログラム例
 • 交信対象が局番 0の場合
交信対象が局番 0 の場合のCC-Link IE フィールドネットワークの異常検出
時の対応プログラムを図 4.10 に示します。
図 4.10 は，局番 0との安全リフレッシュ交信状態を SM1421 で確認し，
局番 0に対して出力する場合を示しています。

図 4.10 交信対象が局番 0 の場合の CC-Link IE フィールドネットワークの異常検出時の対応プログラム例

 • 交信対象が局番 1～局番 120の場合
交信対象が局番 1～局番 120の場合のCC-Link IE フィールドネットワー
クの異常検出時の対応プログラムを図 4.11 に示します。
図 4.11 は，局番 1との安全リフレッシュ交信状態を SＤ1420.0 で確認し，
局番 1に対して出力する場合を示しています。

図 4.11 交信対象が局番 1～局番 120 の場合のCC-Link IE フィールドネットワークの異常検出時の対応プログラム例

その他の
安全状態

SM1421

局番0との安全
リフレッシュ交信状態

出力

局番0への
出力

その他の
安全状態

SD1420.0

局番1との安全
リフレッシュ交信状態

出力

局番1への
出力
4.2　プログラミング時の注意事項
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4 安全シーケンサ使用時の注意事項
(6) CC-Link IE フィールドネットワーク異常の解除について
CC-Link IE フィールドネットワーク異常検出時は，表 4.6 に示す安全局インタロッ
ク状態がONとなります。
CC-Link IE フィールドネットワークの通信を再開させるためには，表 4.6 に示す安
全局インタロック解除要求をONする必要があります。
リセットボタンなどのマニュアル操作により，安全局インタロック解除要求をON
するプログラムを作成してください。

表 4.6 特殊リレーおよび特殊レジスタ名称と対応番号

詳細は，下記マニュアルを参照してください。
QSCPU ユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編）

名　　称 番　　号
特殊リレーおよび特殊レジスタ

（安全局インタロック状態）のビットの意味
マスタ局との安全局インタロッ

ク状態
SM1700

0：インタロックしていない
1：インタロック中

各局との安全局インタロック
状態

SD1700 ～
SD1707

0：インタロックしていない
1：インタロック中

b15 ～ b8 b7 ～ b0
SD1700 16 ～ 9 8 ～ 1
SD1701 32 ～ 25 24 ～ 17
SD1702 48 ～ 41 40 ～ 33
SD1703 64 ～ 57 56 ～ 49
SD1704 80 ～ 73 72 ～ 65
SD1705 96 ～ 89 88 ～ 81
SD1706 112 ～ 105 104 ～ 97
SD1707 － ～ － 120 ～ 113

表中 1～ 120 は局番を示す
－：0固定

マスタ局との安全局インタロッ
ク解除要求

SM1720

0：CC-Link IE フィールドネットワークの安全局の入出力インタロックを
解除しない
1：CC-Link IE フィールドネットワークの安全局の入出力インタロックを
解除する

各局との安全局インタロック
解除要求

SD1720 ～
SD1727

0：CC-Link IE フィールドネットワークの安全局の入出力インタロックを
解除しない
1：CC-Link IE フィールドネットワークの安全局の入出力インタロックを
解除する

b15 ～ b8 b7 ～ b0
SD1720 16 ～ 9 8 ～ 1
SD1721 32 ～ 25 24 ～ 17
SD1722 48 ～ 41 40 ～ 33
SD1723 64 ～ 57 56 ～ 49
SD1724 80 ～ 73 72 ～ 65
SD1725 96 ～ 89 88 ～ 81
SD1726 112 ～ 105 104 ～ 97
SD1727 － ～ － 120 ～ 113

表中 1～ 120 は局番を示す
－：0固定
4 - 15 4.2　プログラミング時の注意事項
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(a) プログラム例
 • 交信対象が局番 0の場合
交信対象が局番 0の場合のCC-Link IE フィールドネットワークのインタ
ロック解除プログラムを図 4.12 に示します。
図 4.12 は，局番 0との安全局インタロック状態を SM1700 で確認し , 局
番 0の安全局インタロックを解除する場合を示しています。

図 4.12 交信対象が局番 0の場合のCC-Link IE フィールドネットワークのインタロック解除プログラム例

 • 交信対象が局番 1～局番 120の場合
交信対象が局番 1～局番 120の場合のCC-Link IE フィールドネットワー
クのインタロック解除プログラムを図 4.13 に示します。
図 4.13 は，局番 1との安全局インタロック状態を SD1700.0 で確認し , 局
番１の安全局インタロックを解除する場合を示しています。

図 4.13 交信対象が局番 1～局番 120 の場合のCC-Link IE フィールドネットワークのインタロック解除プログラム例

SET SM1720
SM1700

安全局インタロック
解除要求

安全局
インタロック状態

リセット
スイッチ

RST SM1720
安全局インタロック

解除要求
安全局インタロック

解除要求
安全局

インタロック状態

SM1720SM1700

SET SD1720.0
SD1700.0

安全局インタロック
解除要求

安全局
インタロック状態

リセット
スイッチ

RST SD1720.0
安全局インタロック

解除要求
安全局インタロック

解除要求
安全局

インタロック状態

SD1720.0SD1700.0
4.2　プログラミング時の注意事項
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4 安全シーケンサ使用時の注意事項
(7) GX Developer のプロジェクトファイルのバージョン管理について
GX Developer のステートメント機能を使い，プログラムの先頭に作成日・作成者
を記入してください。
プログラムを修正する場合は，変更履歴管理をしてください。
変更履歴管理は，ステートメント機能を使い，修正箇所に修正日・修正者・修正内
容を記入してください。
また，シーケンサに書き込んだデータはパソコン内のハードディスクやCDに保存
し，管理してください。

図 4.14 プロジェクトファイルのバージョン管理

(8) ユーザ登録について
該当プロジェクトを扱うユーザを決め，ログイン認証に必要なユーザ情報，権限を
プロジェクトに登録してください。
ユーザ登録については，下記マニュアルを参照してください。

GX Developer Version8 オペレーティングマニュアル (安全シーケンサ編 ) 
4 - 17 4.2　プログラミング時の注意事項
　



4 安全シーケンサ使用時の注意事項
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4.3 立上げ時の注意事項

安全システムを新規に立ち上げる場合や安全システムの変更を行う場合は，以下の確認
を実施してください。

(1) ネットワーク接続構成の設定確認について
現場のCC-Link Safety リモート I/O ユニットの本体設定が設計したとおりになっ
ていることを確認してください。
確認項目として，以下があります。

1) リンク ID

2) 局番

3) 伝送速度
CC-Link Safety の安全リモート I/O局の本体スイッチ設定は，下記マニュアルを
参照してください。

CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細
編）

(2) パラメータ，プログラムの書き込み前確認について
PC書込みを行う前に，設計したとおりのパラメータ，プログラムであることをGX 
Developer の画面などで確認してください。
GX Developer によるパラメータの設定方法は，下記マニュアルを参照してくださ
い。

GX Developer Version8 オペレーティングマニュアル（安全シーケンサ編）

GX Developer によるパラメータ設定のパラメータの意味や設定範囲などについて
は，下記マニュアルを参照してください。

CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル（詳細編）
MELSEC-QS CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット

ユーザーズマニュアル（詳細編）

(3) チェックリストの使用について
運用に入る前に，付 3のチェックリストを使用し，安全システムが正しく構築され
ていることを確認してください。
4.3　立上げ時の注意事項
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4 安全シーケンサ使用時の注意事項
4.4 安全機能維持の注意事項

(1) 定期点検について
非常停止スイッチや安全センサなどが故障していないことを確認するために，カテ
ゴリ 3を満足するためには最低 1年ごと，カテゴリ 4を満足するためには最低 6ヶ
月ごとに定期点検を実施してください。
安全シーケンサの診断だけでなく，非常停止要求から機械の停止までの安全機能と
してテストしてください。

(2) ユニット交換について
安全シーケンサは，表 4.7 のユニット交換サイクルに合わせユニット交換を実施し
てください。

表 4.7 各ユニット交換時期

(3) 実稼動中の安全 CPU動作モードについて
実稼動時，安全シーケンサの安全CPU動作モードは，セーフティモードにしてく
ださい。

(4) 安全 CPU ユニットの ROM化情報管理について
安全CPUユニットのプログラム，パラメータが不正に書き換えられていないか，
ROM化情報を定期的に確認してください。

1)プロジェクトファイルをROM 化した際に，GX Developer を使って安全
CPUユニットのROM 化情報を参照し，その情報を別途記録してくださ
い。

2)定期的にGX Developer の ROM 化情報を参照して，不正書き換えがな
いか確認してください。

3)不正書き換えを発見した場合，稼動を停止してください。
バックアップしているプロジェクトファイルを使用して，正規のプロジェ
クトに復旧してください。

ROM化情報の確認方法については，下記マニュアルを参照してください。
GX Developer Version8 オペレーティングマニュアル（安全シーケンサ編）

(5) パスワードの管理について
GX Developer のプロジェクトファイルと安全CPUユニットはパスワードにより保
護されます。許可されないユーザによる不正アクセスを防止するために，登録した
パスワードを適正に管理し，許可されたユーザ以外にパスワードが漏れないように
してください。

ユニット ユニット交換サイクル
安全電源ユニット 5年
安全CPUユニット 10年
安全基本ベースユニット 10年
CC-Link Safety マスタユニット 10年
CC-Link Safety リモート I/O ユニット 5年
CC-Link IE フィールドネットワーク
  マスタ・ローカルユニット（安全機能付き）

10年
4 - 19 4.4　安全機能維持の注意事項
　



5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
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第 5章 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケン
サ使用時）

安全シーケンサを使った安全アプリケーションの構築例を説明します。

5.1 システム構成

本章では，図 5.1 のシステム構成を例にして安全アプリケーションを説明します。

図 5.1 システム構成

● GX Developer
安
全
リ
レ
ー

安全入力
・非常停止スイッチ

安全出力
・安全リレー
・MC

安全入力
・安全スイッチ
・ライトカーテン
・レーザスキャナ
・マットスイッチ

一般入力
・モード選択（自動・手動）
・起動スイッチ
・停止スイッチ
・ミューティングセンサ

一般入力
・リセットスイッチ
・起動スイッチ
・停止スイッチ

CCリモート(4) 別称 SR_IO4

CC-Link Safety

CC-Link Safety

● CC-Link Safetyの安全リモートI/O局（リンクID=1，局番=1）

CCマスタ(1)
● CC-Link Safetyの安全マスタ局（リンクID=0，局番=0）
　
CCマスタ(2)
● CC-Link Safetyの安全マスタ局（リンクID=1，局番=0）　

CCリモート(1)
● CC-Link Safetyの安全リモートI/O局
   (リンクID=0，局番=1)

CCリモート(2)
● CC-Link Safetyの一般リモートI/O 局
   (局番=2)

・パラメータ
・プログラム

別称 SR_IO1 別称 R_IO2 CCリモート(3)
● CC-Link Safetyの安全リモートI/O局
   (リンクID=0，局番=3)

別称 SR_IO3
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STATION NO.
ONAJ65SBTB1-16D1

DA DG +24V 24GDB
SLD

(FG)

PW L RUN L ERR X0 1 2 3 4 5 6 7 Y8 9 A B C D E F

YE

YC

YA

Y8

X6

X4

X2

X0

COM+

X7

X5

X3

X1

Y9
9B

YD
YF

COM-
5.1　システム構成
　

5 - 1



5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
備  考

本章で使用する記号の意味については，下記のとおりです。

5.2 ユニットのネットワーク関連スイッチ設定

各ユニットのスイッチは，以下のように設定してください。

5.2.1 安全電源ユニット

安全電源ユニットにスイッチはありません。

5.2.2 安全 CPUユニット

安全CPUユニットにネットワーク関連のスイッチはありません。

5.2.3 CC-Link Safety マスタユニット

CC-Link Safety マスタユニットにスイッチはありません。

記号 意味
CCマスタ (1) CC-Link Safety マスタユニット（リンク ID=0，局番 0）
CCマスタ (2) CC-Link Safety マスタユニット（リンク ID=1，局番 0）
CCリモート (1) CC-Link Safety リモート I/O ユニット（リンク ID=0，局番 1）
CCリモート (2) CC-Link Safety の一般リモート I/O ユニット（局番 2）
CCリモート (3) CC-Link Safety リモート I/O ユニット（リンク ID=0，局番 3）
CCリモート (4) CC-Link Safety リモート I/O ユニット（リンク ID=1，局番 1）
5 - 2 5.2　ユニットのネットワーク関連スイッチ設定
5.2.1　安全電源ユニット
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5.2.4 CC-Link Safety リモート I/O ユニット

リンク ID設定スイッチ，局番設定スイッチ，伝送速度設定スイッチを設定します。

図 5.2  CC-Link Safety リモート I/O ユニット本体スイッチ位置

表 5.1 CC-Link Safety リモート I/O ユニット本体スイッチの設定

CC-Link Safety リモート I/O ユニットのスイッチ設定を有効にする手順は，下
記マニュアルを参照してください。

図中スイッチNo.
リモート I/O
ユニットNo.

CCリモート (1)
SR_IO1

CCリモート (3)
SR_IO3

CC リモート (4)
SR_IO4

① リンク ID設定スイッチ 0 0 1
② 局番設定スイッチ 1 3 1
③ 伝送速度設定スイッチ 2 (2.5Mbps) 2 (2.5Mbps) 2 (2.5Mbps)

CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル
（詳細編）

RESET SET

X0

L RUN

L ERR.

SD

RD

POWER

QS0J65BTB2-12DT

RUN

SAFETY

ERR.

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Y0 1 2 3

LINK ID STATION NO. B RATE
0 1

456

2
3

0 1

4

2
3

0 1

456

2
3

0 1

456

2
37

LBT
EL

X10 X1

① ② ③
5.2　ユニットのネットワーク関連スイッチ設定
5.2.4　CC-Link Safety リモート I/O ユニット
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
5.3 CC-Link Safety のパラメータ設定

ネットワークパラメータは以下のように設定します。
それぞれのパラメータの意味や設定範囲などについては，下記マニュアルを確認してく
ださい。

表 5.2 ネットワークパラメータ設定例

＊ 1：安全CPU動作モードがセーフティモードのときは，「強制クリアする」固定です。

上記ネットワークパラメータのリンク ID および伝送速度と，接続されるCC-
Link Safety リモート I/O ユニット本体スイッチのリンク IDおよび伝送速度
は，同じにしてください。

CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

ユニット CCマスタ (1) CC マスタ (2)
先頭 I/O No. 0000H 0020H
動作設定 CPU STOP 時設定＊1 強制クリアする 強制クリアする
モード設定 安全リモートネットモード -Ver.1 安全リモートネットモード -Ver.1
伝送速度 2.5Mbps 2.5Mbps
安全リフレッシュ監視時間 50ms 50ms
安全データ監視時間 80ms 80ms
リンク ID 0 1
総接続台数 3 1
リモート入力 (RX) リフレッシュデバイス X100 X200
リモート出力 (RY) リフレッシュデバイス Y100 Y200
リモートレジスタ (RWr) リフレッシュデバイス － －
リモートレジスタ (RWw) リフレッシュデバイス － －
特殊リレー (SB) リフレッシュデバイス SB0 SB200
特殊レジスタ (SW) リフレッシュデバイス SW0 SW200
リトライ回数 3 3
自動復列台数 1 1
スキャンモード指定 同期 同期

  局情報設定
局情報設定 5.3.1 項

安全リモート局設定 5.3.2 項
リモートデバイス局イニシャル設定 なし なし
5 - 4 5.3　CC-Link Safety のパラメータ設定
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5.3.1 局情報設定

局情報設定は以下のように設定します。

表 5.3 局情報設定例

5.3.2 安全リモート局設定

安全リモート局設定は以下のように設定します。

表 5.4 安全リモート局設定

＊ 1： ユニットテクニカルバージョンは，該当するCC-Link Safety の安全リモート I/O 局のユニッ
ト側面の定格銘板を確認してください。
ユニットの組合せによって接続できない場合があります。詳細は下記マニュアルを参照してく
ださい。

CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）
＊ 2： 製造情報は，該当するCC-Link Safety の安全リモート I/O 局のユニット側面の定格銘板に記

載のシリアル No. を確認し，入力してください。詳細は下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

製造情報の使用は，ユニット交換後の正しい機能の維持や，複数のCC-Link Safety の安全リ
モート I/O 局に同じ局番を設定するなどの設定ミスの検出に必要です。
安全シーケンサを適切かつ安全に使用するために，製造情報を使用してください。

ユニット 台数 /局番 局種別 占有局数 予約局指定

CCマスタ (1)
1/1 安全リモート I/O局 １局占有 設定なし
2/2 一般リモート I/O局 １局占有 設定なし
3/3 安全リモート I/O局 １局占有 設定なし

CCマスタ (2) 1/1 安全リモート I/O局 １局占有 設定なし

ユニット
CCリモート (1) CCリモート (3) CC リモート (4)
SR_IO1 SR_IO3 SR_IO4

形　　名 QS0J65BTB2-12DT QS0J65BTB2-12DT QS0J65BTB2-12DT
ユニットテクニカル

バージョン＊1
D D D

製造情報を指定して
ユニットを特定する 

する（チェックあり） する（チェックあり） する（チェックあり）

製造情報＊2 110000000000001 110000000000003 110000000000002
パラメータ パラメータについては，5.6 節以降に各事例別に示します。
5.3　CC-Link Safety のパラメータ設定
5.3.1　局情報設定
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
5.4 安全 CPUユニットのデバイスとリモート入出力との関係

表 5.2 の設定により，安全CPUユニットのデバイスと，CC-Link Safety のリモート I/
O局の入出力との関係は以下のとおりとなります。
シーケンスプログラムでは網掛け部のデバイス番号を使ってプログラミングします。

 

図 5.3 安全 CPUユニットのデバイスとリモート入出力との関係図

X010F - X0100

X011F - X0110

X012F - X0120

X013F - X0130

X014F - X0140

X015F - X0150

局番1

局番2

局番3

Y0103 - Y0100
Y011F - Y0110

Y012F - Y0120

Y013F - Y0130

Y014F - Y0144

Y015F - Y0150

局番1

局番2

局番3

X020F - X0200

X021F - X0210
局番1

Y020F - Y0204

Y021F - Y0210
局番1

安全CPUユニット

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局
（リンクID=0，局番1）
QS0J65BTB2-12DT

Y03 - Y00

Y010F - Y0104

CC-Link Safetyの一般リモートI/O局
（局番2）

AJ65SBTB1-16D

X0F - X00

Y03 - Y00

Y0143 - Y0140

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局
（リンクID=0，局番3）
QS0J65BTB2-12DT

X0F - X00

リンクID＝0

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局
（リンクID=1，局番1）
QS0J65BTB2-12DT

X0F - X00

Y03 - Y00

リンクID＝1

Y0203 - Y0200

CCリモート(1)
SR_IO1

CCリモート(2)
R_IO2

CCリモート(3)
SR_IO3

CCリモート(4)
SR_IO4

X0F - X00
5 - 6 5.4　安全CPUユニットのデバイスとリモート入出力との関係
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5.5 一般入力の配線図とパラメータ設定

(1) ユニットテクニカルバージョンD以降のQS0J65BTB2-12DT を使用した場
合

 • リセットスイッチ，起動スイッチと停止スイッチの配線例＊ 1

図 5.4 CC リモート (3) SR_IO3 の一般入力の配線図

＊ 1： X0，X2，X4 の端子に配線していますが，X0，X1，X2の端子への配線も可能です。

起動スイッチ(NO)

DC24V

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

COM-
X0
T0
X1
COM-
X2
T1
X3
COM-
X4
T0
X5
COM-
X6
T1
X7
COM+
COM+

QS0J65BTB2-12DT(3)
(リンクID=0,局番3)

CCリモート(3)

37
38
39
40
41
42
43

DA
DB
DG
SLD
+24V
FG
24G

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

COM-
X8
T0
X9
COM-
XA
T1
XB
COM-
XC
T0
XD
COM-
XE
T1
XF
COM+
COM+

44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61

Y0+
COM-
Y0-
COM-
Y1+
COM-
Y1-
COM-
Y2+
COM-
Y2-
COM-
Y3+
COM-
Y3-
COM-
I/O24V
I/O24G

リセットスイッチ(NO)

停止スイッチ(NC)

DC24V
5.5　一般入力の配線図とパラメータ設定
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
 • パラメータ設定例

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間は，設置環境，配線の長さで調
整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 4： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

表 5.5 CC リモート (3)SR_IO3 のパラメータ設定

項目 設定内容＊ 3＊ 4

1. ノイズ除去フィルタ時間X0,1＊ 1 “1ms”

2. ノイズ除去フィルタ時間X2,3＊ 1 “1ms”

3. ノイズ除去フィルタ時間X4,5＊ 1 “1ms”

9. 二重化入力不一致検出時間X0,1＊ 2

10. 二重化入力不一致検出時間X2,3 ＊ 2

11. 二重化入力不一致検出時間X4,5 ＊ 2

17. 入力ダークテスト実施選択X0,1

18. 入力ダークテスト実施選択X2,3

19. 入力ダークテスト実施選択X4,5

25. 入力ダークテストパルスOFF 時間＊1 “400μs”

38. 二重化入力 /単一入力選択 X0,1

39. 二重化入力 /単一入力選択 X2,3

40. 二重化入力 /単一入力選択 X4,5

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能 “無効”

“検出しない”

“検出しない”

“検出しない”

“実施しない”

“実施しない”

“実施しない”

“X0：単一入力，X1：未使用”

“X2：単一入力，X3：未使用”

“X4：単一入力，X5：未使用”
5 - 8 5.5　一般入力の配線図とパラメータ設定
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(2) ユニットテクニカルバージョンC以前のQS0J65BTB2-12DT を使用した場
合

 • リセットスイッチ，起動スイッチと停止スイッチの配線例

図 5.5 CC リモート (3) SR_IO3 の一般入力の配線図

 • パラメータ設定例

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間は，設置環境，配線の長さで調
整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 4： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

表 5.6 CC リモート (3)SR_IO3 のパラメータ設定

項目 設定内容＊ 3＊ 4

1. ノイズ除去フィルタ時間X0,1＊ 1 “1ms”

2. ノイズ除去フィルタ時間X2,3＊ 1 “1ms”

3. ノイズ除去フィルタ時間X4,5＊ 1 “1ms”

9. 二重化入力不一致検出時間X0,1＊２ “100ms”

10. 二重化入力不一致検出時間 X2,3 ＊ 2 “100ms”

11. 二重化入力不一致検出時間 X4,5 ＊ 2 “100ms”

17. 入力ダークテスト実施選択 X0,1

18. 入力ダークテスト実施選択 X2,3

19. 入力ダークテスト実施選択 X4,5

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊1 “400μs”

起動スイッチ(NO)

DC24V

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

COM-
X0
T0
X1
COM-
X2
T1
X3
COM-
X4
T0
X5
COM-
X6
T1
X7
COM+
COM+

QS0J65BTB2-12DT(3)
(リンクID=0,局番3)

CCリモート(3)

37
38
39
40
41
42
43

DA
DB
DG
SLD
+24V
FG
24G

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

COM-
X8
T0
X9
COM-
XA
T1
XB
COM-
XC
T0
XD
COM-
XE
T1
XF
COM+
COM+

44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61

Y0+
COM-
Y0-
COM-
Y1+
COM-
Y1-
COM-
Y2+
COM-
Y2-
COM-
Y3+
COM-
Y3-
COM-
I/O24V
I/O24G

リセットスイッチ(NO)

停止スイッチ(NC)

DC24V

“実施しない”

“実施しない”

“実施しない”
5.5　一般入力の配線図とパラメータ設定
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
5.6 事例

5.6.1 非常停止回路

(1) アプリケーション概要
非常停止スイッチにより，ロボットの動力源をOFFする安全アプリケーションで
す。
ロボットの動力源の開閉を行うコンタクタの主接点を安全リレーの接点でON/OFF
することにより，ロボットの起動・停止を制御します。

非常停止スイッチ，安全リレーは安全シーケンサに接続します。
安全シーケンサは，シーケンスプログラムにより安全リレーのON/OFFを制御します。
安全シーケンサが自己診断により異常を検出した場合は，シーケンスプログラムに
よらず，安全リレーへの出力をOFFとします。
自己診断により出力がOFFとなった場合は，シーケンスプログラムに関係なく，安
全CPUユニットまたは，CC-Link Safety リモート I/O ユニットをリセットするま
で，出力はOFFのままです。

シーケンスプログラムで以下の機能を実現します。

 

図 5.6 非常停止スイッチ
(「安全ガイドブック－製造現場における安全方策」：社団法人　日本電気制御機器工業会より部分引用 )

1）安全確認後（非常停止信号ON状態）に作業者はまずリセットスイッチを
押します。その後，起動スイッチを押すと，安全リレーがONします。

2）安全リレーが溶着しているときは，起動ができないようにするために安全
リレーの b接点を安全シーケンサに入力し，溶着チェックします。

3）リセットスイッチと起動スイッチが溶着や短絡時に誤って動作しないよ
うに，リセットスイッチと起動スイッチはON OFFした場合にのみ有効
となるようにします。

4）稼動後に非常停止スイッチ入力が OFF になるか，CC-Link Safety の安
全リモート I/O 局の異常が検出された場合は，安全リレー出力を OFF し
ます。
5 - 10 5.6　事例
5.6.1　非常停止回路
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(2) 安全機器の接続

図 5.7 安全機器接続図

40 20 10 8 4 2 1 4 2 1

B RATE

STATION NO.
ONAJ65SBTB1-16D1

DA DG +24V 24GDB
SLD

(FG)

PW L RUN L ERR X0 1 2 3 4 5 6 7 Y8 9 A B C D E F

YE

YC

YA

Y8

X6

X4

X2

X0

COM+

X7

X5

X3

X1

Y9
9B

YD
YF

COM-

CCリモート(4)：SR_IO4

CC-Link Safety

CC-Link Safety

CCリモート(1)：SR_IO1 CCリモート(2)：R_IO2

配線：
パラメータ：
に示します。

X200-20F
Y200-203

CCリモート(3)：SR_IO3

配線：
パラメータ：
に示します。

X140-14F
Y140-143

X100-10F
Y100-103

X120-12F

：本事例で使用する
　CC-Link SafetyリモートI/Oユニット

図 5.8
表 5.7

表 5.5
図 5.4
5.6　事例
5.6.1　非常停止回路

5 - 11



5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(3) 配線図とパラメータ設定
非常停止スイッチと安全リレーはCC-Link Safety リモート I/O ユニットに以下の
ように配線します。

 

図 5.8 CC リモート (4) SR_IO4 の配線

非常停止
スイッチ3

安全リレー4

安全リレー5

1
2
3
4
5
6
7
8
9
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15
16
17
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19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
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29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36

COM-
X0
T0
X1
COM-
X2
T1
X3
COM-
X4
T0
X5
COM-
X6
T1
X7
COM+
COM+

COM-
X8
T0
X9
COM-
XA
T1
XB
COM-
XC
T0
XD
COM-
XE
T1
XF
COM+
COM+

37 
38 
39 
40 
41 
42 
43

44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61

DA
DB
DG
SLD
+24V
FG
24G

Y0+
COM-
Y0-
COM-
Y1+
COM-
Y1-
COM-
Y2+
COM-
Y2-
COM-
Y3+
COM-
Y3-
COM-
I/O24V
I/O24G

QS0J65BTB2-12DT(4)
(リンクID=1，局番1)

CCリモート(4)
安全リレーのb接点を入力
端子とテストパルス端子
の間に接続してください

直接開路動作のNC接点を
2個持つ非常停止スイッ
チを入力端子とテストパ
ルス端子の間に接続して
ください。 DC24V

DC24V

DC24V，0.5Aで駆動
可能な強制ガイド接点
機構付き安全リレーを
2個使用してください。
（2個の合計で0.5A以内）
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
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非常停止スイッチと安全リレーは以下のようにパラメータ設定します。
表 5.7 CC リモート (4)SR_IO4 のパラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

(4) 使用するデバイス番号
シーケンスプログラムでは以下のデバイス番号を使ってプログラミングします。

表 5.8 使用するデバイス番号

項目 設定内容＊ 4＊ 5

2. ノイズ除去フィルタ時間X2,3＊ 1 “1ms”

3. ノイズ除去フィルタ時間X4,5＊ 1 “1ms”

10. 二重化入力不一致検出時間 X2,3 ＊ 2 “100ms”

11. 二重化入力不一致検出時間 X4,5 ＊ 2 “100ms”

18. 入力ダークテスト実施選択 X2,3

19. 入力ダークテスト実施選択 X4,5

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊ 1 “400μs”

28. 出力配線方法 Y2

32. 出力ダークテスト実施選択 Y2

36. 出力ダークテストパルスOFF時間Y2＊ 1 “1ms”

39. 二重化入力 /単一入力選択 X2,3＊ 3

40. 二重化入力 /単一入力選択 X4,5＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3 “無効”

安全／一般 外部機器 デバイス番号
安　　全 非常停止スイッチ X204または X205
安　　全 安全リレー Y202
安　　全 安全リレー（溶着チェック） X202または X203
一　　般 起動スイッチ X142
一　　般 リセットスイッチ X140

“実施する”

“実施する”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“実施する”

“二重化入力”

“二重化入力”
5.6　事例
5.6.1　非常停止回路
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(5) シーケンスプログラム
シーケンスプログラムの処理は，以下の処理を行います。

図 5.9 シーケンスプログラム

プログラム中で使用している定数，内部デバイスについて下記に示します。

(a) 定数の使い方
K □：10 進数を示します。

例 )K1→ 10進数の 1を示します。

リセットスイッチのOFF立下りをチェックし，
リセット要求の受付けとCC-Link Safetyの
インタロックを解除する回路です。

インタロック処理完了を確認し，インタロッ
ク解除要求を取りやめる回路です。

起動スイッチのOFF立下りをチェックし，起
動要求を受け付ける回路です。

安全リレーの溶着をチェックする回路です。
T0は安全リレーをOFF出力してから，実際に
安全リレーがOFFするのを待つディレイタイ
マです。

ロボットが起動，運転継続可能な状態である
かをチェックする回路です。

安全が確認できない場合に起動要求／リセッ
ト要求を解除する回路です。

安全リレーへの出力を制御する回路です。
5 - 14 5.6　事例
5.6.1　非常停止回路



5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
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(b) 内部デバイスの使い方

(c) ワードのビット指定の使い方
D□□ . ：ワードデバイスD□□の ビット目のデータを示します。
例 )D0.0 → D0の 0ビット目を示します。

図 5.10 ワードのビット指定

表 5.9 内部デバイスの使い方

内部デバイス 説　　明

T0
タイマデバイスを表します。
K□で指定された時間経過後にタイムアウトします。

D0

ワードデバイスを表します。
ここでは，再起動ステータスとして使用します。
(1) D0 ＝ 0は，初期状態，または起動処理が完了したことを示します。
(2) D0 ＝ 1（D0.0：ON）は，リセットスイッチが押されたことを示します。
(3) D0 ＝ 2（D0.1：ON）は，(2) の状態からリセットスイッチを離して，

再起動処理が完了したことを示します。

D1

ワードデバイスを表します。
ここでは，起動ステータスとして使用します。
(1) D1 ＝ 0は，初期状態，または安全が確認できないことを示します。
(2) D1 ＝ 1（D1.0：ON）は，起動スイッチが押されたことを示します。
(3) D1 ＝ 2（D1.1：ON）は，(2) の状態から起動スイッチを離して，

起動処理が完了したことを示します。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
F 0
5.6　事例
5.6.1　非常停止回路
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(6) タイミングチャート

図5.11 タイミングチャート

リセットSW(X140)

起動SW(X142)

インタロック状態(SD1272.0)

インタロック解除(SD1276.0)

安全情報(M5)

再起動ステータス(D0.0)

再起動ステータス(D0.1)

起動ステータス(D1.0)

起動ステータス(D1.1)

CC-Link状態(SD1204.0)

CC-Link
異常

リレー溶着
検出

リセット
SW押し

非常停止SW(X204)

安全リレー出力(Y202)

溶着検出

安全リレー出力確認(X202)

停止SW OFF

起動
SW押し

リセット
SW押し

起動
SW押し

リセット
SW押し

リセット
SW押し

リセット
SW押し

起動
SW押し

非常停止
SW押し

非常停止
SW押し

CC
リモート(4)
異常
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(7) 安全 FB を使用したプログラム
表5.10 使用する安全 FB

図 5.12 安全 FB プログラム

安全 FB　F+ESTOP，F+EDMの詳細仕様は，下記マニュアルを参照してくださ
い。

QSCPUプログラミングマニュアル（安全 FB編）

FB名 機能名称 機能概要

F+EDM 外部デバイスモニタ
アクチュエータ，コンタクタなどの安全遮
断機器の監視と安全出力の制御

F+ESTOP 非常停止
非常停止スイッチによる停止カテゴリ 0の
非常停止

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で通信
異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

安全FB F+EDMのリセット入力ビットを作成 
する回路です。

非常停止スイッチの状態をモニタする回路 
です。
電源ON時や非常停止が動作し出力がOFFした 
後の運転準備状態の確認は，リセットスイッ 
チで行います。

安全リレーの溶着をモニタする回路です。
リセットスイッチで運転準備状態の確認 
を行った後の再起動は，起動スイッチで 
行います。
安全FBでエラーが発生した場合のエラー 
リセットはリセットスイッチで行います。
5.6　事例
5.6.1　非常停止回路
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(8) タイミングチャート

図5.13 タイミングチャート

安全リレーの溶着の検出について（以降の事例でも同様。）
本事例の F+EDMは，CC-Link Safety の安全リモート I/O 局の安全出力に接続さ
れた安全リレー，安全コンタクタの溶着をチェックするための安全 FBです。
ただし，CC-Link Safety の安全リモート I/O 局には二重化入力不一致検出の診断
機能があるため，安全リレー，安全コンタクタのどちらかで溶着が発生した場合，
F+EDMと CC-Link Safety の安全リモート I/O 局がエラーを検出します。
F+EDMの出力 S_EDM_Out が ONで，どちらかの安全リレー b接点が溶着した場
合，CC-Link Safety の安全リモート I/O 局はエラーを検出します。
ただし，F+EDMはエラーを検出しないため，安全リレー b接点が接続されたCC-
Link Safety の安全リモート I/O 局の安全リフレッシュ交信状態（SD1004 ～
SD1007，SD1204 ～ SD1207）を使ってActivate を OFFして，F+EDMの安全
出力がOFF するようにプログラムしています。
（SD1004 ～ SD1007，SD1204 ～ SD1207 については，4.2 節 (3) CC-Link 
Safety の異常検出についてを参照してください。）

リセットスイッチ(X140)

F+EDM Reset入力(M3)

CC-Link状態(SD1204.0)

F+ESTOP安全出力(M1)

起動スイッチ(X142)

インタロック状態(SD1272.0)

インタロック解除(SD1276.0)

非常停止スイッチ(X204)

安全リレー出力(Y202)

安全リレー出力確認(X202)

　非常停止
スイッチ押し

CC
リモート(4)
異常

F+EDM Error出力(M2)

リセット
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

リセットスイッチを押すと
F+ESTOPの安全出力(M1)をONし，
F+EDMを有効とします。

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局異常
発生時は，異常発生安全リモートI/O局の
入出力はOFFします。
またF+ESTOP，F+EDMを無効とします。

起動スイッチを押すと，
F+EDMの安全出力をONし，安全
リレー出力(Y202)がONします。

　非常停止
スイッチ押し

安全リレー4
　溶着検出

リセット
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
押し

非常停止スイッチを押
すと，F+ESTOPの安全出
力(M1)をOFFし，F+EDM
を無効とします。

CC-Link Safetyの
安全リモートI/O局が
二重化入力不一致を
検出。
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5.6.2 ドアモニタ回路

(1) アプリケーション概要
安全柵の扉についた安全スイッチにより，扉が開いた場合にロボットの動力源を停
止するアプリケーションです。
安全柵の扉が開いている場合は，ロボットの起動はできません。

ロボットの動力源の開閉を行うコンタクタの主接点を安全リレーの接点でON/OFF
することにより，ロボットの起動・停止を制御します。

安全スイッチ，安全リレーは安全シーケンサに接続します。
安全シーケンサは，シーケンスプログラムにより安全リレーのON/OFFを制御します。
安全シーケンサが自己診断により異常を検出した場合は，シーケンスプログラムに
よらず安全リレーへの出力はOFF となります。
自己診断により出力がOFF となった場合は，シーケンスプログラムに関係なく，安
全CPUユニットまたは，CC-Link Safety リモート I/O ユニットをリセットするま
で出力はOFF のままです。

シーケンスプログラムで以下の機能を実現します。

図 5.14 ドアモニタ回路
(「安全ガイドブック－製造現場における安全方策」：社団法人　日本電気制御機器工業会より部分引用 )

1）安全確認後（安全スイッチON状態）に作業者はまずリセットスイッチを
押します。その後，起動スイッチを押すと，安全リレーがONします。

2）安全リレーが溶着しているときは，起動ができないようにするために安全
リレーの b接点を安全シーケンサに入力し，溶着チェックします。

3）リセットスイッチと起動スイッチが溶着や短絡時に誤って動作しないよ
うに，リセットスイッチと起動スイッチは ON → OFF したときにのみ有
効となるようにします。

4）安全柵を開けて安全スイッチを OFF するか停止スイッチを押すと，安全
リレー出力をOFFします。

5）稼動後にCC-Link Safetyの安全リモートI/O局の異常が検出された場合
は，安全リレー出力をOFFします。
5.6　事例
5.6.2　ドアモニタ回路
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(2) 安全機器の接続

図5.15 安全機器接続図

40 20 10 8 4 2 1 4 2 1

B RATE

STATION NO.
ONAJ65SBTB1-16D1

DA DG +24V 24GDB
SLD

(FG)

PW L RUN L ERR X0 1 2 3 4 5 6 7 Y8 9 A B C D E F

YE

YC

YA

Y8

X6

X4

X2

X0

COM+

X7

X5

X3

X1

Y9
9B

YD
YF

COM-

CCリモート(4)：SR_IO4

CC-Link Safety

CC-Link Safety

CCリモート(1)：SR_IO1 CCリモート(2)：R_IO2

配線：
パラメータ：
に示します。

X200-20F
Y200-203

CCリモート(3)：SR_IO3

配線：
パラメータ：
に示します。

X140-14F
Y140-143

X100-10F
Y100-103

X120-12F

：本事例で使用する
　CC-Link SafetyリモートI/Oユニット

配線：
パラメータ：
に示します。

図 5.16

図 5.17

図 5.4

表 5.12

表 5.11
表 5.5
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(3) 配線図とパラメータ設定

(a) CCリモート (1)：SR_IO1
安全スイッチはCC-Link Safety リモート I/O ユニットに以下のように配線し
ます。

図 5.16 CC リモート (1)SR_IO1 の配線

安全スイッチは以下のようにパラメータ設定します。
表 5.11 CC リモート (1)SR_IO1 のパラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間と入力ダークテストパルスOFF 時間は，設置環境，配線の長さで調
整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

項目 設定内容＊4＊ 5

1. ノイズ除去フィルタ時間X0,1 ＊ 1 “1ms”

9. 二重化入力不一致検出時間X0,1 ＊ 2 “100ms”

17. 入力ダークテスト実施選択 X0,1

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊1 “400μs”

38. 二重化入力 /単一入力選択 X0,1＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3 “無効”
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直接開路動作の
NC接点を2個持つ安全
スイッチを入力端子と
テストパルス端子に
配線してください。
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22 
23 
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26 
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“実施する”

“二重化入力”
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(b) CC リモート (4)：SR_IO4
強制ガイド接点機構付リレーはCC-Link Safety リモート I/O ユニットに以下
のように配線します。

図 5.17 CC リモート (4)SR_IO4 の配線
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CCリモート(4)

安全リレーのb接点を
入力端子とテストパ
ルス端子の間に接続
してください。

DC24V

DC24V

DC24V，0.5Aで駆動可能な
強制ガイド接点機構付き
安全リレーを2個使用
してください。
（2個の合計で0.5A以内）
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
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強制ガイド接点機構付リレーは以下のようにパラメータ設定します。
表 5.12 CC リモート (4)SR_IO4 のパラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

(4) 使用するデバイス番号
シーケンスプログラムでは以下のデバイス番号を使ってプログラミングします。

表 5.13 使用するデバイス番号

項目 設定内容＊4＊ 5

2. ノイズ除去フィルタ時間X2,3 ＊ 1 “1ms”

10. 二重化入力不一致検出時間 X2,3＊ 2 “100ms”

18. 入力ダークテスト実施選択 X2,3

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊1 “400μs”

28. 出力配線方法 Y2

32. 出力ダークテスト実施選択 Y2

36. 出力ダークテストパルスOFF時間Y2＊ 1 “1ms”

39. 二重化入力 /単一入力選択 X2,3＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3 “無効”

安全／一般 外部機器 デバイス番号
安　　全 安全スイッチ X100または X101
安　　全 安全リレー Y202
安　　全 安全リレー（溶着チェック） X202または X203
一　　般 リセットスイッチ X140
一　　般 起動スイッチ X142
一　　般 停止スイッチ X144

“実施する”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“実施する”

“二重化入力”
5.6　事例
5.6.2　ドアモニタ回路
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(5) シーケンスプログラム
シーケンスプログラムの処理は，以下の処理を行います。

図 5.18  シーケンスプログラム

プログラム中で使用している定数，内部デバイスについて下記に示します。

(a) 定数の使い方
K □：10 進数を示します。

例 )K1→ 10進数の 1を示します。

リセットスイッチのOFF立下りをチェックし，
リセット要求の受付けとCC-Link Safetyの
インタロックを解除する回路です。

インタロック処理完了を確認し，インタロッ
ク解除要求を取りやめる回路です。

起動スイッチのOFF立下りをチェックし，起
動要求を受け付ける回路です。

安全リレーの溶着をチェックする回路です。
T0は安全リレーをOFF出力してから，実際に
安全リレーがOFFするのを待つディレイタイ
マです。
ロボットが起動，運転継続可能な状態である
かをチェックする回路です。

安全が確認できない場合に起動要求／リセッ
ト要求を解除する回路です。

安全リレーへの出力を制御する回路です。
5 - 24 5.6　事例
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(b) 内部デバイスの使い方

(c) ワードのビット指定の使い方
D□□ . ：ワードデバイスD□□の ビット目のデータを示します。
例 )D0.0 → D0の 0ビット目を示します。

図 5.19 ワードのビット指定

表 5.14 内部デバイスの使い方

内部デバイス 説　　明

T0
タイマデバイスを示します。
K□で指定された時間経過後にタイムアウトします。

D0

ワードデバイスを示します。
ここでは，再起動ステータスとして使用します。
(1) D0 ＝ 0は，初期状態，または起動処理が完了したことを示します。
(2) D0 ＝ 1（D0.0：ON）は，リセットスイッチが押されたことを示します。
(3) D0 ＝ 2（D0.1：ON）は，(2) の状態からリセットスイッチを離して，　

再起動処理が完了したことを示します。

D1

ワードデバイスを示します。
ここでは，起動ステータスとして使用します。
(1) D1 ＝ 0は，初期状態，または安全が確認できないことを示します。
(2) D1 ＝ 1（D1.0：ON）は，起動スイッチが押されたことを示します。
(3) D1 ＝ 2（D1.1：ON）は，(2) の状態から起動スイッチを離して，

起動処理が完了したことを示します。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
F 0
5.6　事例
5.6.2　ドアモニタ回路
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(6) タイミングチャート

図5.20  タイミングチャート

リセットSW(X140)

起動SW(X142)

インタロック状態(SD1272.0)

インタロック解除(SD1276.0)

安全情報(M5)

再起動ステータス(D0.0)

再起動ステータス(D0.1)

起動ステータス(D1.0)
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CC-Link状態(SD1204.0)

CC-Link
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ドア閉め リレー溶着
検出

リセット
SW押し

安全ドアSW(X100)

停止SW(X144)

安全リレー出力(Y202)

溶着検出

安全リレー出力確認(X202)

停止SW OFF

始動
SW押し

リセット
SW押し

始動
SW押し

リセット
SW押し

始動
SW押し

リセット
SW押し

リセット
SW押し

始動
SW押し

停止SW
押しドア開け停止SW

押し

リセット
SW押し

CC
リモート(4)
異常
5 - 26 5.6　事例
5.6.2　ドアモニタ回路



5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）

1

概
　
　
要

2

適
用
例

3

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
安
全
レ
ベ
ル

4

安
全
シ
ー
ケ
ン
サ
使
用

時
の
注
意
事
項

5

安
全
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

構
築
例
（
1
台
の
安
全

シ
ー
ケ
ン
サ
使
用
時
）

6

安
全
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

構
築
例
（
複
数
台
の
安
全

シ
ー
ケ
ン
サ
使
用
時
）

付

索

(7) 安全 FB を使用したプログラム
表5.15 使用する安全 FB

図 5.21 安全 FB プログラム

安全 FB　F+GMON，F+EDMの詳細仕様は，下記マニュアルを参照してくださ
い。

QSCPU プログラミングマニュアル（安全 FB編）

本事例は安全柵の開閉を 1つの安全スイッチで監視する事例のため，F+GMONの
入力信号 S_GuradSwitch1 と S_GuradSwitch2 に同一の安全スイッチのドア開閉
信号（X100 または X101）を接続しています。

FB名 機能名称 機能概要

F+EDM 外部デバイスモニタ
アクチュエータ，コンタクタなどの安全遮
断機器の監視と安全出力の制御

F+GMON ガードモニタリング
２つの安全スイッチによる安全ガードの監
視，ガード閉鎖時の二重化スイッチ不一致
時間（Monitoring Time）の監視

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で通信
異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

安全FB　F+EDMのリセット入力ビットを作成 
する回路です。

安全スイッチの状態をモニタする回路です。
電源ON時や安全スイッチが動作し出力がOFF 
した後の運転準備状態の確認は，リセット 
スイッチで行います。
また，停止スイッチによっても出力をOFF 
として初期状態にします。

安全リレーの溶着をモニタする回路です。
リセットスイッチで運転準備状態の確認を 
行った後の再起動は，起動スイッチで行い 
ます。
安全FBでエラーが発生した場合のエラー 
リセットはリセットスイッチで行います。
5.6　事例
5.6.2　ドアモニタ回路
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
また，S_GuradSwitch1 と S_GuradSwitch2 の入力状態が不一致となった場合は
すぐに異常とするためにDiscrepancyTime の設定値は 0としています。
（S_GuradSwitch1 と S_GuradSwitch2 に同一の信号を接続しており不一致状態と
なることはないため，不一致状態を許可しない設定としています。）
2つの安全スイッチを使って安全柵の開閉を監視する場合は，S_GuradSwitch1 と
S_GuradSwitch2 に異なる安全スイッチのドア開閉信号を入力し，安全柵を閉じる
ときに両方の信号がONとなる許容時間差を F+GMONの入力信号
DiscrepancyTime に 10ms 単位で定数を接続してください。
（例：5秒を設定する場合 K500 を接続）

(8) タイミングチャート

図5.22 タイミングチャート

リセットスイッチ(X140)

F+EDM Reset入力(M3)

CC-Link状態(SD1204.0)

安全スイッチ(X100)
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リセットスイッチを押すと
F+GMONの安全出力(M1)を
ONし，F+EDMを有効とします。

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局異常
発生時は，異常発生安全リモートI/O局の
入出力はOFFします。
またF+GMON，F+EDMを無効とします。

起動スイッチを押すと，F+EDMの
安全出力をONし，安全リレー出力
(Y202)がONします。

停止スイッチを押すと
F+GMONを無効とします。

CC-Link Safetyの安全
リモートI/O局が二重化
入力不一致を検出。

停止
スイッチ押し

安全リレー4
溶着検出

リセット
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
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5.6.3 進入検出と存在検出回路 1

(1) アプリケーション概要
人の危険域への進入と危険域での存在を検出し，ロボットの動力源をOFF する安全
アプリケーションです。
人の危険域への進入は，ライトカーテンの遮光で検出します。危険域内での人の存
在は，レーザスキャナで検出します。進入／存在を検出した場合，ロボットを停止
します。
人が危険域から出るまでロボットの起動はできません。

ライトカーテン，レーザスキャナとコンタクタは安全シーケンサに接続します。
安全シーケンサは，シーケンスプログラムによりコンタクタのON/OFFを制御します。
安全シーケンサが自己診断により異常を検出した場合は，シーケンスプログラムに
よらずコンタクタへの出力はOFF となります。
自己診断により出力がOFF となった場合は，シーケンスプログラムに関係なく，安
全CPUユニットまたは，CC-Link Safety リモート I/O ユニットをリセットするま
で出力はOFF のままです。

シーケンスプログラムで以下の機能を実現します。

図 5.23  進入検出と存在検出回路
(「安全ガイドブック－製造現場における安全方策」：社団法人　日本電気制御機器工業会より部分引用 )

1）安全確認後（ライトカーテン，レーザスキャナ信号が共に ON）に作業者
はまずリセットスイッチを押します。その後，起動スイッチを押すと，コ
ンタクタがONします。

2）コンタクタが溶着しているときは，起動ができないようにするためにコン
タクタの b接点を安全シーケンサに入力し，溶着チェックします。

3）リセットスイッチと起動スイッチが溶着や短絡時に誤って動作しないよ
うに，リセットスイッチと起動スイッチは ON → OFF した場合にのみ有
効となるようにします。

4）稼動後にライトカーテン信号またはレーザスキャナ信号が OFF するか，
CC-Link Safety の安全リモート I/O 局の異常が検出された場合は，コン
タクタ出力をOFFします。
5.6　事例
5.6.3　進入検出と存在検出回路 1
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(2) 安全機器の接続

図5.24 安全機器接続図
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(3) 配線図とパラメータ設定
ライトカーテンとレーザスキャナはCC-Link Safety リモート I/O ユニットに以下
のように配線します。

(a) CC リモート (1)：SR_IO1
 

図 5.25 CC リモート (1)SR_IO1 の配線
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DC24V
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同期ー
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FG

受光器
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FG

タイプ4のライトカーテンの，
制御出力の2点（PNP出力）
を入力端子とCOM-端子の
間に接続してください。

タイプ3のレーザスキャナの，
制御出力の2点（PNP出力）
を入力端子とCOM-端子の
間に接続してください。

二重化配線してください。

二重化配線してください。
5.6　事例
5.6.3　進入検出と存在検出回路 1
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
ライトカーテンとレーザスキャナは以下のようにパラメータ設定します。
表 5.16 CC リモート (1)SR_IO1 パラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間は，設置環境，配線の長さで調
整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

項目 設定内容＊4＊ 5

3. ノイズ除去フィルタ時間X4,5＊ 1 “1ms”

4. ノイズ除去フィルタ時間X6,7＊ 1 “1ms”

11. 二重化入力不一致検出時間X4,5 ＊ 2 “20ms”

12. 二重化入力不一致検出時間X6,7 ＊ 2 “20ms”

19. 入力ダークテスト実施選択X4,5

20. 入力ダークテスト実施選択X6,7

25. 入力ダークテストパルスOFF 時間＊1 “400μs”

40. 二重化入力 /単一入力選択 X4,5＊ 3

41. 二重化入力 /単一入力選択 X6,7＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3 “無効”

“実施しない”

“実施しない”

“二重化入力”

“二重化入力”
5 - 32 5.6　事例
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(b) CC リモート (4)：SR_IO4
コンタクタはCC-Link Safety リモート I/O ユニットに以下のように配線しま
す。

 

図 5.26 CC リモート (4)SR_IO4 の配線
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
コンタクタは以下のようにパラメータ設定します。
表 5.17 CC リモート (4)SR_IO4 パラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

(4) 使用するデバイス番号
シーケンスプログラムでは以下のデバイス番号を使ってプログラミングします。

表 5.18 使用するデバイス番号

項目 設定内容＊4＊ 5

5. ノイズ除去フィルタ時間X8,9＊ 1 “1ms”

13. 二重化入力不一致検出時間X8,9 ＊ 2 “100ms”

21. 入力ダークテスト実施選択X8,9

25. 入力ダークテストパルスOFF 時間＊1 “400μs”

26. 出力配線方法Y0

27. 出力配線方法Y1

30. 出力ダークテスト実施選択Y0

31. 出力ダークテスト実施選択Y1

34. 出力ダークテストパルスOFF 時間Y0＊ 1 “1ms”

35. 出力ダークテストパルスOFF 時間Y1＊ 1 “1ms”

42. 二重化入力 /単一入力選択 X8,9＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3

安全／一般 外部機器 デバイス番号
安　　全 ライトカーテン X104または X105
安　　全 レーザスキャナ X106または X107
安　　全 コンタクタ Y200，Y201
安　　全 コンタクタ（溶着チェック） X208または X209
一　　般 リセットスイッチ X140
一　　般 起動スイッチ X142

“実施する”

“二重化配線（ソース＋ソース）”

“二重化配線（ソース＋ソース）”

“実施する”

“実施する”

“二重化入力”

“無効”
5 - 34 5.6　事例
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(5) シーケンスプログラム
シーケンスプログラムの処理は，以下の処理を行います。

図 5.27 シーケンスプログラム

プログラム中で使用している定数，内部デバイスについて下記に示します。

(a) 定数の使い方
K □：10進数を示します。

例 )K1→ 10進数の 1を示します。

リセットスイッチのOFF立下りをチェックし，
リセット要求の受付けとCC-Link Safetyの
インタロックを解除する回路です。

インタロック処理完了を確認し，インタロッ
ク解除要求を取りやめる回路です。

起動スイッチのOFF立下りをチェックし，
起動要求を受け付ける回路です。

コンタクタの溶着をチェックする回路です。
T0はコンタクタをOFF出力してから，実際に
コンタクタがOFFするのを待つディレイタイ
マです。

ロボットが起動，運転継続可能な状態である
かをチェックする回路です。

安全が確認できない場合に起動要求／リセッ
ト要求を解除する回路です。

コンタクタへの出力を制御する回路です。
5.6　事例
5.6.3　進入検出と存在検出回路 1
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(b) 内部デバイスの使い方

(c) ワードのビット指定の使い方
D□□ . ：ワードデバイスD□□の ビット目のデータを示します。
例 )D0.0 → D0の 0 ビット目を示します。
 

図 5.28 ワードのビット指定

表 5.19 内部デバイスの使い方

内部デバイス 説　　明

T0
タイマデバイスを示します。
K□で指定された時間経過後にタイムアウトします。

D0

ワードデバイスを示します。
ここでは，再起動ステータスとして使用します。
(1) D0 ＝ 0は，初期状態，または起動処理が完了したことを示します。
(2) D0 ＝ 1（D0.0：ON）は，リセットスイッチが押されたことを示します。
(3) D0 ＝ 2（D0.1：ON）は，(2) の状態からリセットスイッチを離して，

再起動処理が完了したことを示します。

D1

ワードデバイスを示します。
ここでは，起動ステータスとして使用します。
(1) D1 ＝ 0は，初期状態，または安全が確認できないことを示します。
(2) D1 ＝ 1（D1.0：ON）は，起動スイッチが押されたことを示します。
(3) D1 ＝ 2（D1.1：ON）は，(2) の状態から起動スイッチを離して，

起動処理が完了したことを示します。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
F 0
5 - 36 5.6　事例
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(6) タイミングチャート

図5.29  タイミングチャート

リセットSW(X140)

起動SW(X142)

インタロック状態(SD1272.0)

インタロック解除(SD1276.0)
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CC
リモート(4)
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リセット
SW押し

レーザスキャナ(X106)

ライトカーテン(X104)

進入 退避

コンタクタ1出力(Y200)

安全コンタクタ出力確認(X208)

溶着検出

コンタクタ2出力(Y201)

始動
SW押し

リセット
SW押し

始動
SW押し

リセット
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SW押し
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SW押し
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(7) 安全 FB を使用したプログラム
表5.20 使用する安全 FB

図 5.30 安全 FBプログラム

安全 FB　F+ESPE，F+EDMの詳細仕様は，下記マニュアルを参照してください。
QSCPUプログラミングマニュアル（安全 FB編）

FB名 機能名称 機能概要

F+EDM 外部デバイスモニタ
アクチュエータ，コンタクタなどの安全遮
断機器の監視と安全出力の制御

F+ESPE
ライトカーテン
（ESPE)

ライトカーテンなどによる停止カテゴリ 0
の非常停止

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で通信
異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

安全FB　F+EDMのリセット入力ビットを作成 
する回路です。

ライトカーテンの状態をモニタする回路
です。
電源ON時やライトカーテンが動作し出力が 
OFFした後の運転準備状態の確認は，リセット
スイッチで行います。

レーザスキャナの状態をモニタする回路です。
電源ON時やレーザスキャナが動作し出力が 
OFFした後の運転準備状態の確認は，リセット
スイッチで行います。

コンタクタの溶着をモニタする回路です。
リセットスイッチで運転準備状態の確認を 
行った後の再起動は，起動スイッチで行い
ます。
安全FBでエラーが発生した場合のエラー 
リセットは，リセットスイッチで行います。

コンタクタへの出力を制御する回路です。
5 - 38 5.6　事例
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）

1

概
　
　
要

2

適
用
例

3

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
安
全
レ
ベ
ル

4

安
全
シ
ー
ケ
ン
サ
使
用

時
の
注
意
事
項

5

安
全
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

構
築
例
（
1
台
の
安
全

シ
ー
ケ
ン
サ
使
用
時
）

6

安
全
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

構
築
例
（
複
数
台
の
安
全

シ
ー
ケ
ン
サ
使
用
時
）

付

索

(8) タイミングチャート

図5.31 タイミングチャート

リセットスイッチ(X140)

F+EDM Reset入力(M3)

CC-Link状態(SD1204.0)

レーザスキャナ(X106

F+ESPE安全出力(M1)

起動スイッチ(X142)

インタロック状態(SD1272.0)

インタロック解除(SD1276.0)

ライトカーテン(X104)

コンタクタ1出力(Y200)

コンタクタ2出力(Y201)

コンタクタ出力確認(X208)

進入

リセット
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

リセットスイッチを押すと
F+ESPEの安全出力(M1とM11)を
ONし，F+EDMを有効とします。

CC
リモート(4)
異常

コンタクタ1
　溶着検出

リセット
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
押し

F+ESPE安全出力(M11)

F+EDM Error出力(M2)

F+EDM安全出力(M4)

退避

起動スイッチを押すと，F+EDMの
安全出力をONし，コンタクタ出力
(Y200とY201)がONします。

進入

ライトカーテンを遮光
すると，F+ESPEの安全出力
(M1)をOFFし，F+EDMを
無効とします。

CC-Link Safetyの安全
リモートI/O局が二重化入力
不一致を検出。

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局異常発生
時は，異常発生安全リモートI/O局の入出力は
OFFします。
またF+ESPE，F+EDMを無効とします。
5.6　事例
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
5.6.4 進入検出と存在検出回路 2

(1) アプリケーション概要
人の危険域への進入と危険域での存在を検出し，ロボットの動力源をOFF する安全
アプリケーションです。
人の危険域への進入は，ライトカーテンの遮光で検出します。危険域での存在は，
マットスイッチで検出します。進入／存在を検出した場合，ロボットを停止します。
人が危険域から出るまでロボットの起動はできません。

ロボットの動力源の開閉を行うコンタクタの主接点をON/OFF することにより，ロ
ボットの起動／停止を制御します。
安全シーケンサは，シーケンスプログラムによりコンタクタのON/OFFを制御します。

ライトカーテンとコンタクタは安全シーケンサに接続します。
マットスイッチは，安全シーケンサとの間にリレーを接続します。
安全シーケンサは，シーケンスプログラムによりコンタクタのON/OFFを制御します。
安全シーケンサが自己診断により異常を検出した場合は，シーケンスプログラムに
よらずコンタクタへの出力はOFFとなります。
自己診断により出力がOFFとなった場合は，シーケンスプログラムに関係なく，安
全CPUユニットまたは，CC-Link Safety リモート I/O ユニットをリセットするま
で出力はOFFのままです。

シーケンスプログラムで以下の機能を実現します。

図 5.32  進入検出と存在検出
(「安全ガイドブック－製造現場における安全方策」：社団法人　日本電気制御機器工業会より部分引用 )

1）安全確認後 ( ライトカーテン，マットスイッチ信号が共に ON) に作業者
はまずリセットスイッチを押します。その後，起動スイッチを押すと，コ
ンタクタがONします。

2）コンタクタが溶着しているときは，起動ができないようにするためにコン
タクタの b接点を安全シーケンサに入力し，溶着チェックします。

3）リセットスイッチと起動スイッチが溶着や短絡時に誤って動作しないよ
うに，リセットスイッチと起動スイッチは ON → OFF した場合にのみ有
効となるようにします。

4）起動後にライトカーテン信号またはマットスイッチのリレー入力が OFF
するか，CC-Link Safety の安全リモート I/O 局の異常が検出された場合
は，コンタクタ出力をOFFします。
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(2) 安全機器の接続

図5.33 安全機器接続図
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配線：
パラメータ：
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X200-20F
Y200-203

CCリモート(3)：SR_IO3

配線：
パラメータ：
に示します。

X140-14F
Y140-143

X100-10F
Y100-103

X120-12F

：本事例で使用する
　CC-Link SafetyリモートI/Oユニット

配線：
パラメータ：
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図 5.4

図 5.35
表 5.22

表 5.5

図 5.34
表 5.21
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(3) 配線図とパラメータ設定

(a) CCリモート (1)：SR_IO1
ライトカーテンとマットスイッチはCC-Link Safety リモート I/O ユニットに
以下のように配線します。

図 5.34 CC リモート (1)SR_IO1 の配線
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4線式マットをリレーに
接続し，リレー接点2個を
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DC24V
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ライトカーテンとマットスイッチは以下のようにパラメータ設定します。
表 5.21 CC リモート (1)SR_IO1 パラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間と入力ダークテストパルスOFF 時間は，設置環境，配線の長さで調
整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

項目 設定内容＊ 4＊ 5

3. ノイズ除去フィルタ時間X4,5＊ 1 “1ms”

5. ノイズ除去フィルタ時間X8,9＊ 1 “1ms”

11. 二重化入力不一致検出時間 X4,5 ＊ 2 “20ms”

13. 二重化入力不一致検出時間 X8,9 ＊ 2 “20ms”

19. 入力ダークテスト実施選択 X4,5

21. 入力ダークテスト実施選択 X8,9

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊1 “400μs”

40. 二重化入力 /単一入力選択 X4,5＊ 3

42. 二重化入力 /単一入力選択 X8,9＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3 “無効”

“実施しない”

“実施する”

“二重化入力”

“二重化入力”
5.6　事例
5.6.4　進入検出と存在検出回路 2

5 - 43



5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(b) CC リモート (4)：SR_IO4
コンタクタはCC-Link Safety リモート I/O ユニットに以下のように配線しま
す。

 

図 5.35 CC リモート (4)SR_IO4 の配線
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コンタクタは以下のようにパラメータ設定します。
表 5.22 CC リモート (4)SR_IO4 のパラメータ設定

＊ 1：ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルス OFF 時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 2：二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20ms を
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

(4) 使用するデバイス番号
シーケンスプログラムでは以下のデバイス番号を使ってプログラミングします。

表 5.23 使用するデバイス番号

項目 設定内容＊ 4＊ 5

5. ノイズ除去フィルタ時間X8,9＊ 1 “1ms”

13. 二重化入力不一致検出時間 X8,9 ＊ 2 “100ms”

21. 入力ダークテスト実施選択 X8,9

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊1 “400μs”

26. 出力配線方法 Y0

27. 出力配線方法 Y1

30. 出力ダークテスト実施選択 Y0

31. 出力ダークテスト実施選択 Y1

34. 出力ダークテストパルスOFF時間Y0＊ 1 “1ms”

35. 出力ダークテストパルスOFF時間Y1＊ 1 “1ms”

42. 二重化入力 /単一入力選択 X8,9＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3 “無効”

安全／一般 外部機器 デバイス番号
安　　全 ライトカーテン X104または X105
安　　全 マットスイッチ X108または X109
安　　全 コンタクタ 1，2 Y200，Y201
安　　全 コンタクタ（溶着チェック） X208または X209
一　　般 リセットスイッチ X140
一　　般 起動スイッチ X142

“実施する”

“二重化配線（ソース＋ソース）”

“二重化配線（ソース＋ソース）”

“実施する”

“実施する”

“二重化入力”
5.6　事例
5.6.4　進入検出と存在検出回路 2
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(5) シーケンスプログラム
シーケンスプログラムの処理は，以下の処理を行います。

図 5.36 シーケンスプログラム

リセットスイッチのOFF立下りをチェックし，
リセット要求の受付けとCC-Link Safetyの
インタロックを解除する回路です。

インタロック処理完了を確認し，インタロック
解除要求を取りやめる回路です。

起動スイッチのOFF立下りをチェックし，
起動要求を受け付ける回路です。

コンタクタの溶着をチェックする回路です。
T0はコンタクタをOFF出力してから，実際に
コンタクタがOFFするのを待つディレイタイマ
です。
ロボットが起動，運転継続可能な状態であるかを
チェックする回路です。

安全が確認できない場合に起動要求／
リセット要求を解除する回路です。

コンタクタへの出力を制御する回路です。
5 - 46 5.6　事例
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プログラム中で使用している定数，内部デバイスについて下記に示します。

(a) 定数の使い方
K □：10進数を示します。

例 )K1→ 10進数の 1を示します。

(b) 内部デバイスの使い方

(c) ワードのビット指定の使い方
D□□ . ：ワードデバイスD□□の ビット目のデータを示します。
例 )D0.0 → D0の 0ビット目を示します。

図 5.37 ワードのビット指定

表 5.24 内部デバイスの使い方

内部デバイス 説　　明

T0
タイマデバイスを示します。
K□で指定された時間経過後にタイムアウトします。

D0

ワードデバイスを示します。
ここでは，再起動ステータスとして使用します。
(1) D0 ＝ 0は，初期状態，または起動処理が完了したことを示します。
(2) D0 ＝ 1（D0.0：ON）は，リセットスイッチが押されたことを示します。
(3) D0 ＝ 2（D0.1：ON）は，(2) の状態からリセットスイッチを離して，

再起動処理が完了したことを示します。

D1

ワードデバイスを示します。
ここでは，起動ステータスとして使用します。
(1) D1 ＝ 0は，初期状態，または安全が確認できないことを示します。
(2) D1 ＝ 1（D1.0：ON）は，起動スイッチが押されたことを示します。
(3) D1 ＝ 2（D1.1：ON）は，(2) の状態から起動スイッチを離して，

起動処理が完了したことを示します。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
F 0
5.6　事例
5.6.4　進入検出と存在検出回路 2
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(6) タイミングチャート

図5.38 タイミングチャート
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起動SW(X142)

インタロック状態(SD1272.0)
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コンタクタ2出力(Y201)

始動
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5.6.5 ドアロック回路

(1) アプリケーション概要
安全柵の扉についたスプリングロック式安全スイッチにより，ロボットの動力源が
停止するまで扉が開かないようにするアプリケーションです。
この安全スイッチは通常時，バネの力でロックされています。ソレノイドに電圧を
印加するとロック解除され，ドア開が可能になります。
ロック解除中やドア開中は，ロボットの起動はできません。
ここでは，停止スイッチを押すことで安全スイッチのロックを解除し，リセットス
イッチを押すことで再ロックする事例を示しています。

ロボット動力源の開閉を行うコンタクタの主接点をON/OFF することにより，ロ
ボットの起動・停止を制御します。

安全スイッチ，コンタクタは安全シーケンサに接続します。
安全シーケンサは，シーケンスプログラムによりコンタクタのON/OFF を制御しま
す。
安全シーケンサが自己診断により異常を検出した場合は，シーケンスプログラムに
関係なく，コンタクタへの出力をOFFとします。
自己診断により出力がOFF となった場合は，シーケンスプログラムに関係なく，安
全CPUユニットまたは，CC-Link Safety リモート I/O ユニットをリセットするま
で出力はOFF のままです。

シーケンスプログラムで以下の機能を実現します。
1）安全確認後 (安全スイッチON状態 )に作業者はまずリセットスイッチを
押します。その後，起動スイッチを押すと，コンタクタがONします。

2）コンタクタが溶着しているときは，起動ができないようにするためにコン
タクタの b接点を安全シーケンサに入力し，溶着チェックします。

3）リセットスイッチと起動スイッチが溶着や短絡時に誤って動作しないよ
うに，リセットスイッチと起動スイッチは ON → OFF した場合にのみ有
効となるようにします。

4）停止スイッチを押すと，コンタクタ出力を OFF します。その後，安全ス
イッチのロックを解除します。（ロック解除後，ドアを開けることが可能
となります。）

5）リセットスイッチを押すことで安全スイッチを再びロックします。
6）稼動後にCC-Link Safetyの安全リモートI/O局の異常が検出された場合
は，コンタクタ出力をOFFします。
5.6　事例
5.6.5　ドアロック回路
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図 5.39  ドアロックによる危険域の隔離
(「安全ガイドブック－製造現場における安全方策」：社団法人　日本電気制御機器工業会より部分引用 )
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(2) 安全機器の接続

図5.40 安全機器接続図

40 20 10
8 4 2 1 4 2 1

B RATE

STATION NO.

ONAJ65SBTB1-16D1

DA
DG

+24V
24G

DB
SLD

(FG)

PW L RUN L ERR X0 1 2 3 4 5 6 7
Y8 9 A B C D E F

YE

YC

YA

Y8

X6

X4

X2

X0

COM+

X7

X5

X3

X1

Y9
9B

YD
YF

COM-

CCリモート(4)：SR_IO4

CC-Link Safety

CC-Link Safety

CCリモート(1)：SR_IO1 CCリモート(2)：R_IO2

配線：
パラメータ：
に示します。

X200-20F
Y200-203

X100-10F
Y100-103

X120-12F

CCリモート(3)：SR_IO3

配線：
パラメータ：
に示します。

X140-14F
Y140-143

：本事例で使用する
　CC-Link SafetyリモートI/Oユニット

図 5.4
表 5.5

図 5.41
表 5.25
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(3) 配線図とパラメータ設定

(a) CCリモート (1)：SR_IO1
安全スイッチ，コンタクタはCC-Link Safety リモート I/O ユニットに以下の
ように配線します。

図 5.41 CC リモート (1)SR_IO1 の配線

本事例は安全スイッチのドア開閉信号を入力した場合の事例です。
ロック状態もモニタできる安全スイッチをお使いの場合は，ロック状態信号もCC-
Link Safety リモート I/O ユニットに入力してください。

安全スイッチ
2NC

ロック解除

Door Open

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

19
20
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36

COM-
X0
T0
X1
COM-
X2
T1
X3
COM-
X4
T0
X5
COM-
X6
T1
X7
COM+
COM+

COM-
X8
T0
X9
COM-
XA
T1
XB
COM-
XC
T0
XD
COM-
XE
T1
XF
COM+
COM+

37 
38 
39 
40 
41 
42 
43

44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58 
59 
60 
61

DA
DB
DG
SLD
+24V
FG
24G

Y0+
COM-
Y0-
COM-
Y1+
COM-
Y1-
COM-
Y2+
COM-
Y2-
COM-
Y3+
COM-
Y3-
COM-
I/O24V
I/O24G

QS0J65BTB2-12DT(1)
(リンクID=0，局番1)

CCリモート(1)

L
3
L
2
L
１

コンタクタ1

コンタクタ2

DC24V，0.5Aで駆動可能な
コンタクタを2個使用してく
ださい。
（2個の合計で0.5A以内）

DC24V

DC24V

ドア
開閉

ロック機構付ドアスイッチを
使用し，直接回路動作のNC接点
2個を持つ安全スイッチを入力
端子とテストパルス端子に配線
してください。

コンタクタのb接点を
入力端子とテストパルスの間に
接続してください。

安全スイッチのロック解除
信号端子に接続してくださ
い。
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安全スイッチ，コンタクタは以下のようにパラメータ設定します。
表 5.25 CC リモート (1)SR_IO1 パラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

(4) 使用するデバイス番号
シーケンスプログラムでは以下のデバイス番号を使ってプログラミングします。

表 5.26 使用するデバイス番号

項目 設定内容＊ 4＊ 5

6. ノイズ除去フィルタ時間XA,B＊ 1 “1ms”

8. ノイズ除去フィルタ時間XE,F＊ 1 “1ms”

14. 二重化入力不一致検出時間 XA,B＊ 2 “100ms”

16. 二重化入力不一致検出時間 XE,F＊ 2 “500ms”

22. 入力ダークテスト実施選択 XA,B

24. 入力ダークテスト実施選択 XE,F

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊1 “400μs”

27. 出力配線方法 Y1

29. 出力配線方法 Y3

31. 出力ダークテスト実施選択 Y1

33. 出力ダークテスト実施選択 Y3

35. 出力ダークテストパルスOFF時間Y1＊ 1 “1ms”

37. 出力ダークテストパルスOFF時間Y3＊ 1 “1ms”

43. 二重化入力 /単一入力選択 XA,B＊ 3

45. 二重化入力 /単一入力選択 XE,F＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3

安全／一般 外部機器 デバイス番号
安　　全 安全スイッチ X10Eまたは X10F
安　　全 安全スイッチロック解除 Y103
安　　全 コンタクタ Y101
安　　全 コンタクタ（溶着チェック） X10Aまたは X10B
一　　般 リセットスイッチ X140
一　　般 起動スイッチ X142
一　　般 停止スイッチ X144

“実施する”

“実施する”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“実施する”

“実施する”

“二重化入力”

“二重化入力”

“無効”
5.6　事例
5.6.5　ドアロック回路
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(5) シーケンスプログラム
シーケンスプログラムの処理は，以下の処理を行います。

図 5.42 シーケンスプログラム

リセットスイッチのOFF立下りをチェックし， 
リセット要求の受付けとCC-Link Safetyの 
インタロック解除する回路です。

インタロック処理完了を確認し，インタロック
解除要求を取りやめる回路です。

起動スイッチのOFF立下りをチェックし，
起動要求を受け付ける回路です。

コンタクタの溶着をチェックする回路です。
T0はコンタクタをOFF出力してから，実際に
コンタクタがOFFするのを待つディレイタイマ
です。
ロボットが起動，運転継続可能な状態で
あるかをチェックする回路です。

安全が確認できない場合に起動要求／
リセット要求を解除する回路です。

停止要求を処理する回路です。

ドアロックを解除する回路です。

コンタクタヘの出力を制御する回路です。
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プログラム中で使用している定数，内部デバイスについて下記に示します。

(a) 定数の使い方
K □：10進数を示します。

例 )K1→ 10進数の 1を示します。

(b) 内部デバイスの使い方

(c) ワードのビット指定の使い方
D□□ . ：ワードデバイスD□□の ビット目のデータを示します。
例 )D0.0 → D0の 0ビット目を示します。

 

図 5.43 ワードのビット指定

表 5.27 内部デバイスの使い方

内部デバイス 説　　明

T0
タイマデバイスを示します。
K□で指定された時間経過後にタイムアウトします。

D0

ワードデバイスを示します。
ここでは，再起動ステータスとして使用します。
(1) D0 ＝ 0は，初期状態，または起動処理が完了したことを示します。
(2) D0 ＝ 1（D0.0：ON）は，リセットスイッチが押されたことを示します。
(3) D0 ＝ 2（D0.1：ON）は，(2) の状態からリセットスイッチを離して，

再起動処理が完了したことを示します。

D1

ワードデバイスを示します。
ここでは，起動ステータスとして使用します。
(1) D1 ＝ 0は，初期状態，または安全が確認できないことを示します。
(2) D1 ＝ 1（D1.0：ON）は，起動スイッチが押されたことを示します。
(3) D1 ＝ 2（D1.1：ON）は，(2) の状態から起動スイッチを離して，

起動処理が完了したことを示します。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
F 0
5.6　事例
5.6.5　ドアロック回路
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(6) タイミングチャート

図5.44 タイミングチャート

リセットスイッチ(X140)

CC-Link状態(SD1004.0)

ドアロック解除出力(Y103)

インタロック状態(SD1072.0)

インタロック解除(SD1076.0)

停止スイッチ(X144)

コンタクタ出力(Y101)

コンタクタ出力確認(X10A)

停止
スイッチ
押し

コンタクタ
溶着検出

安全スイッチ(X10E)

安全情報(M5)

再起動ステータス(D0.0)

再起動ステータス(D0.1)

起動ステータス(D1.0)

起動スイッチ(X142)

起動ステータス(D1.1)

ドア
開け

ドア
閉め

始動
　　スイッチ　　

押し

リセット
スイッチ
押し

電源ON

始動
　　スイッチ　　

押し

リセット
スイッチ
押し

停止
スイッチ
押し

始動
　　スイッチ　　

押し

リセット
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
押し

CC-Link
異常

溶着検出

停止スイッチを押すと，
ドアロックを解除します。
(Y103=ON)

ロック解除中(Y103=ON)のみ
ドアを開けることが可能です。

ドアを閉めてリセットスイッチを 
押すと，ドアをロックします。(Y103=OFF)

CC-Link
Safetyの
安全リモート
I/O局復旧

CC-Link Safetyの安全リモート
I/O局異常のため，CCリモート(1)
の入出力OFF。

CC-Link
Safetyの
安全リモート
I/O局異常
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(7) 安全 FB を使用したプログラム
表5.28 使用する安全 FB

図 5.45 安全 FB プログラム

FB名 機能名称 機能概要

F+EDM 外部デバイスモニタ
アクチュエータ，コンタクタなどの安全遮
断機器の監視と安全出力の制御

F+GLOCK ガードインタロック
ガードロック機能を備えた安全ガード（4
状態インタロック）による危険区域への侵
入管理

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で通信
異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

安全FB　F+EDMのリセット入力ビットを作成 
する回路です。

安全出力OFF後に安全スイッチのロック解除
要求と再ロックの条件をチェックする回路
です。

安全スイッチの状態をモニタする回路です。
電源ON時や安全スイッチが動作し，出力が
OFFした後の運転準備状態の確認は，
リセットスイッチで行います。

コンタクタの溶着をモニタする回路です。
リセットスイッチで運転準備状態の確認を 
行った後の再起動は，起動スイッチで行い
ます。
安全FBでエラーが発生した場合のエラー 
リセットは，リセットスイッチで行います。

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局が正常
通信開始後，安全FB F+GLOCKを有効にする
まで遅延をかけるためのタイマです。
5.6　事例
5.6.5　ドアロック回路
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安全 FB　F+GLOCK，F+EDMの詳細仕様は，下記マニュアルを参照してくださ
い。

QSCPUプログラミングマニュアル（安全 FB編）

本事例は，安全スイッチのドア開閉信号を入力する事例のため，F+GLOCKの入力
信号 S_GuardLock（安全ガードのロック状態）にも，ドア開閉信号 (X10E）を接
続しています。
ロック状態もモニタできる安全スイッチをお使いの場合は S_GuardLock（安全
ガードのロック状態）には，ロック状態信号を接続してください。
また，ドア開閉信号のモニタができない安全スイッチをお使いの場合は，
F+GLOCKの入力信号 S_GuardMon（安全ガードのインタロック状態監視）と
S_GuardLock（安全ガードのロック状態）にロック状態信号を接続してください。
この場合は，前ページ回路の T1(F+GLOCK有効の遅延）は必ずプログラムしてく
ださい。

(8) タイミングチャート

図5.46 タイミングチャート

リセットスイッチ(X140)

F+EDM Reset入力(M3)

CC-Link状態(SD1004.0)

安全スイッチ(X10E)

F+GLOCK安全出力(M1)

起動スイッチ(X142)

インタロック状態(SD1072.0)

インタロック解除(SD1076.0)

停止スイッチ(X144)

コンタクタ出力(Y101)

コンタクタ出力確認(X10A)

CC
リモート(1)
異常

F+EDM Error出力(M2)

リセット
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

リセットスイッチを押すと
F+GLOCKの安全出力(M1)を
ONし，F+EDMを有効としま
す。

停止スイッチを押すと，
コンタクタ出力をOFF。
5秒後（T0の設定値）にドア
ロックを解除します。
(Y103=ON)

リセット
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
押し

F+GLOCK UnlockRequest入力(T0)

ドアロック解除出力(Y103)

ドアを閉めてリセット
スイッチを押すとドアを
ロックします。（Y103=OFF)

ロック解除中(Y103=ON)のみ
ドアを開けることが可能とな
ります。起動スイッチを押すと，F+EDMの

安全出力をONし，コンタクタ出
力(Y101)がONします。

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局
異常発生時は，異常発生安全リモー
トI/O局の入出力はOFFします。
またF+GLOCK，F+EDMを無効とします。

CC-Link Safetyの安全
リモートI/O局が二重化
入力不一致を検出。

停止
スイッチ
押し

コンタクタ1
溶着検出

ドア
開け

ドア
閉め

停止
スイッチ
押し
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5.6.6 3 ポジションイネーブルスイッチ

(1) アプリケーション概要
ロボットの教示，保守，メンテナンスなどのために安全柵の扉を開けた状態で，安
全柵内で作業する際に 3ポジションイネーブルスイッチを使用して，動力ON/OFF 
を制御する安全アプリケーションです。
自動運転中の安全柵のロックおよびロック解除については下記を参照してください。
（ 5.6.5 項）
ロボット動力源の開閉を行うコンタクタの主接点をON/OFF することにより，ロ
ボットの起動・停止を制御します。
イネーブルスイッチ，安全スイッチ，コンタクタは安全シーケンサに接続します。
安全シーケンサは，シーケンスプログラムによりコンタクタのON/OFF を制御しま
す。
安全シーケンサが自己診断により異常を検出した場合は，シーケンスプログラムに
関係なく，コンタクタへの出力をOFFとします。
自己診断により出力がOFF となった場合は，シーケンスプログラムに関係なく，安
全CPUユニットまたは，CC-Link Safety リモート I/O ユニットをリセットするま
で出力はOFF のままです。

シーケンスプログラムで以下の機能を実現します。

図 5.47  3 ポジションイネーブルスイッチ
(「安全ガイドブック－製造現場における安全方策」：社団法人　日本電気制御機器工業会より部分引用 )

1）自動運転が許可されないようにあらかじめモードを手動モードへ切り替
えます。また，手動モードのときはロボット速度に制限をかけるなどの対
策をロボット側で実施しておきます。

2）手動モードのときはイネーブルスイッチ以外からの運転は禁止とします。
3）イネーブルスイッチを中間位置まで握ると動力が供給されます。このと
き，安全柵のドア状態は無効（開いていても，制限された速度で運転が可
能）となります。

4）コンタクタが溶着しているときは，起動ができないようにするためにコン
タクタの b接点を安全シーケンサに入力し，溶着チェックします。

5）稼動後にCC-Link Safetyの安全リモートI/O局の異常が検出された場合
は，コンタクタ出力をOFFします。
5.6　事例
5.6.6　3ポジションイネーブルスイッチ

5 - 59



5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(2) 安全機器の接続

図5.48 安全機器接続図

40 20 10
8 4 2 1 4 2 1

B RATE

STATION NO.

ONAJ65SBTB1-16D1

DA
DG

+24V
24G

DB
SLD

(FG)

PW L RUN L ERR X0 1 2 3 4 5 6 7
Y8 9 A B C D E F

YE
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YA

Y8

X6

X4

X2

X0

COM+

X7

X5

X3

X1

Y9
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YD
YF

COM-

CC-Link Safety

CC-Link Safety

CCリモート(4)：SR_IO4

CCリモート(1)：SR_IO1 CCリモート(2)：R_IO2

X200-20F
Y200-203

CCリモート(3)：SR_IO3

配線：
に示します。

X140-14F
Y140-143

X100-10F
Y100-103

X120-12F

：本事例で使用する
　CC-Link SafetyリモートI/Oユニット

配線：
パラメータ：
に示します。

図 5.50

図 5.49
表 5.29
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(3) 配線図とパラメータ設定

(a) CCリモート (1)：SR_IO1
イネーブルスイッチ，安全スイッチ，コンタクタはCC-Link Safety リモート
I/O ユニットに以下のように配線します。

図 5.49 CC リモート (1)SR_IO1 の配線

安全スイッチ
2NC
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COM-
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COM-
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COM-
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COM-
Y3+
COM-
Y3-
COM-
I/O24V
I/O24G

QS0J65BTB2-12DT(1)
(リンクID=0，局番1)

CCリモート(1)

ロック機構付ドアスイッチを
使用し，直接回路動作のNC接
点2個を持つ安全スイッチを
入力端子とテストパルス端子
に配線してください。

DC24V

DC24V

L
3
L
2
L
１

コンタクタ1

コンタクタ2

DC24V，0.5Aで駆動可能な
コンタクタを2個使用して
ください。
（2個の合計で0.5A以内）

コンタクタのb接点を入力端子と
テストパルスの間に接続してく
ださい。

3ポジション
イネーブルスイッチ

イネーブルスイッチのNO接点
2個を入力端子とテストパルス
端子の間に接続してください。
5.6　事例
5.6.6　3ポジションイネーブルスイッチ

5 - 61



5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
イネーブルスイッチ，安全スイッチ，コンタクタは以下のようにパラメータ設
定します。

表 5.29 CC リモート (1)SR_IO1 パラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

項目 設定内容＊ 4＊ 5

1. ノイズ除去フィルタ時間X0,1＊ 1 “1ms”

6. ノイズ除去フィルタ時間XA,B＊ 1 “1ms”

7. ノイズ除去フィルタ時間XC,D＊ 1 “1ms”

9. 二重化入力不一致検出時間X0,1＊ 2 “500ms”

14. 二重化入力不一致検出時間XA,B＊ 2 “100ms”

15. 二重化入力不一致検出時間XC,D＊ 2 “100ms”

17. 入力ダークテスト実施選択X0,1

22. 入力ダークテスト実施選択XA,B

23. 入力ダークテスト実施選択XC,D

25. 入力ダークテストパルスOFF 時間＊1 “400μs”

27. 出力配線方法Y1

31. 出力ダークテスト実施選択Y1

35. 出力ダークテストパルスOFF 時間Y1＊ 1 “1ms”

38. 二重化入力 /単一入力選択 X0,1＊ 3

43. 二重化入力 /単一入力選択 XA,B＊ 3

44. 二重化入力 /単一入力選択 XC,D＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3

“実施する”

“実施する”

“実施する”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“実施する”

“二重化入力”

“二重化入力”

“二重化入力”

“無効”
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(b) CC リモート (2)：R_IO2
リセットスイッチ，起動スイッチ，モード選択（手動，自動）は，一般リモー
ト I/Oユニットに以下のように配線します。

図 5.50 CC リモート (2)R_IO2 の配線
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(4) 使用するデバイス番号
シーケンスプログラムでは以下のデバイス番号を使ってプログラミングします。

表 5.30 使用するデバイス番号

(5) シーケンスプログラム
シーケンスプログラムの処理は，以下の処理を行います。

図 5.51 シーケンスプログラム

安全／一般 外部機器 デバイス番号
安　　全 安全スイッチ X100または X101
安　　全 イネーブルスイッチ X10Cまたは X10D
安　　全 コンタクタ Y101
安　　全 コンタクタ（溶着チェック） X10Aまたは X10B
一　　般 リセットスイッチ X120
一　　般 起動スイッチ X121
一　　般 手動モード X122
一　　般 自動モード X123

リセットスイッチの溶着をチェックする回路 
です。

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で通信
異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

始動時や安全出力OFF後の運転準備状態の
確認をリセットスイッチで行う回路です。

コンタクタの溶着をチェックする回路です。
T0はコンタクタをOFF出力してから，実際に
コンタクタがOFFするのを待つディレイ
タイマです。

イネーブルスイッチを押している状態での 
モード切替(自動→手動)をチェックする回路 
です。

リセットスイッチで運転準備状態の確認を 
行った後，再起動を起動スイッチで行う回路 
です。

起動スイッチの溶着をチェックする回路です。

コンタクタへの出力を制御する回路です。

コンタクタ出力ON時のモード切替を検出する
回路です。
5 - 64 5.6　事例
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プログラム中で使用している定数，内部デバイスについて下記に示します。

(a) 定数の使い方
K □：10進数を示します。

例 )K1→ 10進数の 1を示します。

(b) 内部デバイスの使い方

(c) ワードのビット指定の使い方
D□□ . ：ワードデバイスD□□の ビット目のデータを示します。
例 )D0.0 → D0の 0ビット目を示します。

 

図 5.52 ワードのビット指定

(6) タイミングチャート

図5.53 タイミングチャート

表 5.31 内部デバイスの使い方

内部デバイス 説　　明

T0
タイマデバイスを示します。
K□で指定された時間経過後にタイムアウトします。

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
F 0

リセットスイッチ(X120)

起動スイッチ(X121)

インタロック状態(SD1072.0)

インタロック解除(SD1076.0)

安全情報(M5)

リセットステータス(M1)

リセットステータス(M2)

起動ステータス(M3)

起動ステータス(M4)

CC-Link状態(SD1004.0)

イネーブルスイッチ(X10C)

安全スイッチ(X100)

コンタクタ出力(Y101)

コンタクタ出力確認(X10A)

ドア開

モード：自動(X123)

モード：手動(X122)

イネーブル 
スイッチOFF

イネーブル 
スイッチON

CC-Link Safetyの
安全リモート
I/O局異常ドアが開いていてもモードが 

手動であれば，イネーブル
スイッチによる運転が可能。

手動モードのときは，リセット 
スイッチ，起動スイッチによる
運転はできません。

CC-Link Safetyの安全リモート
I/O局異常発生時は，異常発生
安全リモートI/O局の入出力は
OFFします。

出力がOFFで出力確認もOFFの場合は 
コンタクタの溶着を検出。
溶着検出時は安全出力をONしません。

モード切替
5.6　事例
5.6.6　3ポジションイネーブルスイッチ
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(7) 安全 FB を使用したプログラム
表5.32 使用する安全 FB

FB名 機能名称 機能概要

F+EDM 外部デバイスモニタ
アクチュエータ，コンタクタなどの安全遮
断機器の監視と安全出力の制御

F+ENBLSW イネーブルスイッチ
３ポジションイネーブルスイッチ信号の評
価

F+GMON ガードモニタリング
2つの安全スイッチによる安全ガードの監
視，ガード閉鎖時の二重化スイッチ不一致
時間 (Monitoring Time) の監視

F+MODSEL モード選択 手動，半自動などの動作モードの選択

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で通信
異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

安全FB F+EDMのリセット入力ビットを作成
する回路です。

手動モード，自動モードの選択をする回路
です。
5 - 66 5.6　事例
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図 5.54 安全 FB プログラム

安全 FB F+MODSEL，F+ENBLSW，F+GMON，F+EDMの詳細仕様は，下記マ
ニュアルを参照してください。

QSCPU プログラミングマニュアル（安全 FB 編）

本事例は，ポジション 3（中間位置を過ぎて押されている状態）のモニタ信号がな
いイネーブルスイッチを使う事例のため，F+ENBLSWの入力信号
S_EnableSwCh2（接続イネーブルスイッチの接点 E3と E4の信号）に SM400
（常時ON）を入力しています。
ポジション 3のモニタ信号があるイネーブルスイッチを使う場合は，
S_EnableSwCh2（接続イネーブルスイッチの接点 E3と E4の信号）にポジション
3のモニタ信号を接続すればポジション 3のモニタが可能です。

安全スイッチの状態をモニタする回路です。
自動モードのときのみFBを有効とします。
電源ON時や安全スイッチが動作し出力が
OFFした後の運転準備状態の確認は，リセット
スイッチで行います。

コンタクタの溶着をモニタする回路です。
リセットスイッチで運転準備状態の確認を
行った後の再起動は，起動スイッチで行い
ます。（自動モードのとき）
安全FBでエラーが発生した場合のエラー
リセットはリセットスイッチで行います。

イネーブルスイッチの状態をモニタする回路
です。
手動モードのときのみFBを有効とします。
5.6　事例
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(8) タイミングチャート

図5.55 タイミングチャート

F+MODSEL S_Mode1Sel出力(M11)

起動スイッチ(X121)

インタロック状態(SD1072.0)

インタロック解除(SD1076.0)

F+ENBLSW安全出力(M5)

F+MODSEL S_Mode0Sel出力(M10)

リセットスイッチ(X120)

F+EDM Reset入力(M3)

F+EDM Error出力(M2)

CC-Link状態(SD1004.0)

イネーブルスイッチ(X10C)

安全スイッチ(X100)

コンタクタ出力(Y101)

コンタクタ出力確認(X10A)

ドア開

モード：自動(X123)

モード：手動(X122)

モード切替

コンタクタ1
　溶着検出

CC-Link Safety 
の安全リモート
I/O局異常

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局異常
発生時は，異常発生安全リモートI/O局の
入出力はOFFします。
またF+MODSEL，F+ENBLSW，F+GMON，F+EDMを
無効とします。

CC-Link Safetyの安全
リモートI/O局が二重化
入力不一致を検出。

手動モードのときは，リセットスイッチ，
起動スイッチによる運転はできません。

手動モードのときは，F+GMONを無効
とし，ドアが開いていてもイネーブル
スイッチによる運転が可能です。

イネーブル
スイッチOFF

イネーブル
スイッチON
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5.6.7 直列ミューティング

(1) アプリケーション概要
ミューティングとは，ライトカーテンなどの遮光信号を意図的に一時無効化する機
能です。
危険域へ部材を，危険域の機械の動力を遮断することなく投入することができます。

ミューティングはミューティングセンサにより制御します。
ここでは 4つのミューティングセンサを使った直列ミューティングを説明します。
ロボット動力源の開閉を行うコンタクタの主接点をON/OFF することにより，ロ
ボットの起動・停止を制御します。

ライトカーテン，コンタクタは安全シーケンサに接続します。
安全シーケンサは，シーケンスプログラムによりコンタクタのON/OFF を制御しま
す。
安全シーケンサが自己診断により異常を検出した場合は，シーケンスプログラムに
関係なく，コンタクタへの出力をOFFとします。
自己診断により出力がOFF となった場合は，シーケンスプログラムに関係なく，安
全CPUユニットまたは，CC-Link Safety リモート I/O ユニットをリセットするま
で出力はOFF のままです。

シーケンスプログラムで以下の機能を実現します。
1）前工程が完了し，部材の搬送が開始されたときにミューティングの開始を
許可します。ここでは搬送の開始をセンサで検出する事例を示します。

2）ミューティングの開始が許可されているときに，４つのミューティングセ
ンサが正しいタイミングとシーケンスでワークを検出した場合に限り
ミューティング状態となります。タイミング，シーケンスが異常の場合は
動力を遮断します。
正しいタイミング，シーケンスおよびミューティングの開始，終了の条件
は下記マニュアルを参照してください。

QSCPUプログラミングマニュアル（安全 FB 編）
また，ミューティング機能が開始された後はミューティングの開始を禁止
とします。

3）ミューティングの有効時間を設定し，設定時間内にミューティングが終了
しない場合は，強制的にミューティングを終了し動力を遮断します。

4）ミューティング中はミューティングランプを点灯し，作業者へミューティ
ング中であることがわかるようにします。
また，ミューティング中にミューティングランプの配線で断線などが起き
た場合は，ミューティングを中断します。

5）コンタクタが溶着しているときは，起動ができないようにするために，コ
ンタクタの b接点を安全シーケンサに入力し溶着チェックします。

6）稼動後にCC-Link Safetyの安全リモートI/O局の異常が検出された場合
は，コンタクタ出力をOFFします。
5.6　事例
5.6.7　直列ミューティング
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
図 5.56 直列ミューティング
(「安全ガイドブック－製造現場における安全方策」：社団法人　日本電気制御機器工業会より部分引用 )

前工程部材
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(2) 安全機器の接続

図5.57 安全機器接続図

40 20 10
8 4 2 1 4 2 1

B RATE

STATION NO.

ONAJ65SBTB1-16D1

DA
DG

+24V
24G
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SLD
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X4
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X0

COM+

X7

X5

X3

X1

Y9
9B

YD
YF

COM-

CC-Link Safety

CC-Link Safety

CCリモート(4)：SR_IO4

CCリモート(1)：SR_IO1 CCリモート(2)：R_IO2

X200-20F
Y200-203

CCリモート(3)：SR_IO3

配線：
に示します。

X140-14F
Y140-143

X100-10F
Y100-103

X120-12F

：本事例で使用する
　CC-Link SafetyリモートI/Oユニット

配線：
パラメータ：
に示します。

図 5.59

図 5.58
表 5.33
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(3) 配線図とパラメータ設定

(a) CCリモート (1)：SR_IO1
ライトカーテン，コンタクタはCC-Link Safety リモート I/O ユニットへ以下
のように配線します。

図 5.58 CC リモート (1)SR_IO1 の配線

本事例ではミューティングランプを 1個としています。
ミューティングランプ 2個を Y0+，Y0- 間に接続した場合（上図のコンタクタ 1，
2と同様の配線とした場合），1個のミューティングランプの配線で断線などが発生
しても，ミューティングは中断しません。（2個のミューティングランプの配線で断
線などが発生した場合は中断します。）
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ライトカーテンはPNPタイプのみ接続できます。
また，テストパルス機能はライトカーテン側で
実施しているため，CC-Link Safetyの安全
リモートI/O局のテストパルス機能は使用でき
ません。
入力端子とCOM-端子の間に接続してください。

コンタクタのｂ接点を入力端子と
テストパルスの間に接続してくだ
さい。

ミューティング
ランプ

DC24V，0.5Aで駆動可能な
コンタクタを2個使用して
ください。（2個の合計で
0.5A以内）
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ライトカーテン，コンタクタは以下のようにパラメータ設定します。
表 5.33 CC リモート (1)SR_IO1 パラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

項目 設定内容＊ 4＊ 5

3. ノイズ除去フィルタ時間X4,5＊ 1 “1ms”

6. ノイズ除去フィルタ時間XA,B＊ 1 “1ms”

11. 二重化入力不一致検出時間 X4,5 ＊ 2 “100ms”

14. 二重化入力不一致検出時間 XA,B＊ 2 “100ms”

19. 入力ダークテスト実施選択 X4,5

22. 入力ダークテスト実施選択 XA,B

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊1 “400μs”

26. 出力配線方法 Y0

27. 出力配線方法 Y1

30. 出力ダークテスト実施選択 Y0

31. 出力ダークテスト実施選択 Y1

34. 出力ダークテストパルスOFF時間Y0＊ 1 “1ms”

35. 出力ダークテストパルスOFF時間Y1＊ 1 “1ms”

40. 二重化入力 /単一入力選択 X4,5＊ 3

43. 二重化入力 /単一入力選択 XA,B＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3 “無効”

“実施しない”

“実施する”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“実施する”

“実施する”

“二重化入力”

“二重化入力”
5.6　事例
5.6.7　直列ミューティング
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時）
(b) CC リモート (2)：R_IO2
リセットスイッチ，起動スイッチ，ミューティングセンサは，一般リモート I/O
ユニットに以下のように配線します。

図 5.59 CC リモート (2)R_IO2 の配線

(4) 使用するデバイス番号
シーケンスプログラムでは以下のデバイス番号を使ってプログラミングします。

表 5.34 使用するデバイス番号

安全／一般 外部機器 デバイス番号
安　　全 ライトカーテン X104または X105
安　　全 コンタクタ Y101
安　　全 コンタクタ（溶着チェック） X10Aまたは X10B
安　　全 ミューティングランプ Y100
一　　般 リセットスイッチ X120
一　　般 起動スイッチ X121
一　　般 ミューティング開始許可用センサ X123
一　　般 ミューティングセンサ1 X12C
一　　般 ミューティングセンサ2 X12D
一　　般 ミューティングセンサ3 X12E
一　　般 ミューティングセンサ4 X12F

起動スイッチ

DC24V

X0
X1
X2 
X3
X4 
X5 
X6 
X7 
X8 
X9 
XA 
XB 
XC 
XD 
XE 
XF
COM
COM

リセットスイッチ

DA
DB
DG
SLD
+24V
FG
24G

8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18 
19
20
21
22
23
24
25

1
2
3
4
5
6
7

　　ミューティング開始
許可用センサ

ミューティングセンサ1
ミューティングセンサ2
ミューティングセンサ3
ミューティングセンサ4

＊ ミューティングセンサとの具体的な
　 配線は，ご使用になるミューティング
　 センサの仕様に合わせて行ってくだ 
   さい。
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(5) 安全 FB を使用したプログラム
表5.35 使用する安全 FB

図 5.60 安全 FB プログラム

FB名 機能名称 機能概要

F+EDM 外部デバイスモニタ
アクチュエータ，コンタクタなどの安全遮
断機器の監視と安全出力の制御

F+MUTES 直列ミューティング
4台の直列配置センサによるライトカーテ
ン安全機能のミューティング

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で通信
異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

安全FB F+MUTESのMutingEnable入力ビットを
作成する回路です。

コンタクタの溶着をモニタする回路です。
リセットスイッチで運転準備状態の確認を
行った後の再起動は，起動スイッチで
行います。
安全FBでエラーが発生した場合のエラー
リセットはリセットスイッチで行います。

ミューティングの制御をする回路です。
電源ON時やライトカーテンが動作し出力が
OFFした後の運転準備状態の確認は，
リセットスイッチで行います。

安全FB F+EDMのリセット入力ビットを作成
する回路です。
5.6　事例
5.6.7　直列ミューティング
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
安全 FB　F+MUTES，F+EDMの詳細仕様は，下記マニュアルを参照してくださ
い。

QSCPUプログラミングマニュアル（安全 FB編）

本事例では，ミューティングランプの配線で断線などが起きた場合，CC-Link 
Safety の安全リモート I/O 局が異常状態となります。
ミューティングランプの配線の断線などにより，CC-Link Safety の安全リモート
I/O 局を異常状態としたくない場合は，下記を行なってください。

 • ミューティングランプが接続された出力の出力ダークテスト実施選択を“1: 実
施しない”とする。

 • ランプの状態出力を持つミューティングランプ（正常時ON，異常時OFFを出力
可能なランプ）を使用する。

 • 状態出力信号を安全 FBの入力 S_MutingLampに入力して使用する。
本事例は 4つのミューティングセンサを使った直列ミューティングの事例です。並
列ミューティングを行う場合は F+MUTES のかわりに F+MUTE2，もしくは
F+MUTEP を使用しプログラムしてください。

(6) タイミングチャート

図5.61 タイミングチャート

リセットスイッチ(X120)

F+EDM Reset入力(M3)

CC-Link状態(SD1004.0)

ミューティング開始許可信号
(X123)

F+MUTES安全出力(M1)

起動スイッチ(X121)

インタロック状態(SD1072.0)

インタロック解除(SD1076.0)

ライトカーテン(X104)

コンタクタ出力(Y101)

コンタクタ出力確認(X10A)

進入

リセット
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

ミューティング
開始

リセット
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

起動
スイッチ
押し

リセット
スイッチ
押し

F+EDM Error出力(M2)

F+MUTES MutingEnable入力
(M5)

退避 進入

ミューティングセンサ1(X12C)

ミューティングセンサ2(X12D)

ミューティングセンサ3(X12E)

ミューティングセンサ4(X12F)

ミューティングランプ(Y100)

ミューティング
完了

ライトカーテンを遮光
すると，F+MUTESの安全
出力(M1)をOFFし，
F+EDMを無効とします。

コンタクタ1
溶着検出

CC
リモート(1)
異常リセットスイッチを押すと

F+MUTESの安全出力(M1)を
ONし，F+EDMを有効とします。

4つのミューティングセンサが正しい
タイミングとシーケンスでワークを検出した場
合に限り，ライトカーテンが遮光されてもコン
タクタ出力はOFFしません。

起動スイッチを押すと，F+EDMの
安全出力をONし，コンタクタ出力
(Y101)がONします。

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局異常
発生時は，異常発生安全リモートI/O局の
入出力はOFFします。
またF+MUTES，F+EDMを無効とします。

CC-Link Safetyの安全リモート
I/O局が二重化入力不一致を
検出。
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5.6.8 両手操作スイッチ

(1) アプリケーション概要
両手を使って，同時に 2つのボタンを押した場合に限り動力をONとすることで，
作業者の危険領域への接近を防止する安全アプリケーションです。
両手操作によりスライドの起動を行うプレス機械は代表的な使用例です。
ロボット動力源の開閉を行うコンタクタの主接点をON/OFF することにより，ロ
ボットの起動・停止を制御します。

両手操作スイッチ，コンタクタは安全シーケンサに接続します。
安全シーケンサは，シーケンスプログラムによりコンタクタのON/OFF を制御しま
す。
安全シーケンサが自己診断により異常を検出した場合は，シーケンスプログラムに
関係なく，コンタクタへの出力をOFFとします。
自己診断により出力がOFF となった場合は，シーケンスプログラムに関係なく，安
全CPUユニットまたは，CC-Link Safety リモート I/O ユニットをリセットするま
で出力はOFF のままです。

シーケンスプログラムで以下の機能を実現します。

図 5.62 両手操作スイッチ
(「安全ガイドブック－製造現場における安全方策」：社団法人　日本電気制御機器工業会より部分引用 )

1）安全確認後に作業者は両手操作スイッチを押します。2 つのスイッチが
500ms 以内に押された場合にコンタクタがONします。

2）コンタクタが溶着しているときは，起動ができないようにするためにコン
タクタの b接点を安全シーケンサに入力し，溶着チェックします。

3）稼動後に片方または両方のスイッチを離すか，CC-Link Safety の安全リ
モート I/O 局の異常が検出された場合は，コンタクタ出力をOFF します。
5.6　事例
5.6.8　両手操作スイッチ
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
(2) 安全機器の接続

図5.63 安全機器接続図
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CCリモート(1)：SR_IO1 CCリモート(2)：R_IO2

配線：
パラメータ：
に示します。

X200-20F
Y200-203

X100-10F
Y100-103

X120-12F

CCリモート(3)：SR_IO3

配線：
パラメータ：
に示します。

X140-14F
Y140-143

：本事例で使用する
　CC-Link SafetyリモートI/Oユニット

図 5.65
表 5.37

図 5.64
表 5.36
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(3) 配線図とパラメータ設定

(a) CCリモート (1)：SR_IO1
コンタクタはCC-Link Safety リモート I/O ユニットへ以下のように配線しま
す。

図 5.64 CC リモート (1)SR_IO1 の配線
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L
3
L
2
L
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コンタクタ1

コンタクタ2

コンタクタのｂ接点を入力端子と
テストパルスの間に接続してくだ
さい。

DC24V，0.5Aで駆動可能な
コンタクタを2個使用して
ください。（2個の合計で
0.5A以内）
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5.6.8　両手操作スイッチ
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
コンタクタは以下のようにパラメータ設定します。
表 5.36 CC リモート (1)SR_IO1 パラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 4： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 5： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

項目 設定内容＊ 4＊ 5

6. ノイズ除去フィルタ時間XA,B＊ 1 “1ms”

14. 二重化入力不一致検出時間XA,B＊ 2 “100ms”

22. 入力ダークテスト実施選択XA,B

25. 入力ダークテストパルスOFF 時間＊1 “400μs”

27. 出力配線方法Y1

31. 出力ダークテスト実施選択Y1

35. 出力ダークテストパルスOFF 時間Y1＊ 1 “1ms”

43. 二重化入力 /単一入力選択 XA,B＊ 3

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊3 “無効”

“実施する”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“実施する”

“二重化入力”
5 - 80 5.6　事例
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(b) CC リモート (3)：SR_IO3

1) ユニットテクニカルバージョンD以降のQS0J65BTB2-12DT を使用した場
合

 • 両手操作スイッチの配線例＊ 1

図 5.65 CC リモート (3)SR_IO3 の配線

＊ 1： X8，XA，XC，XEの端子に配線していますが，X8，X9，XA，XBの端子への配線も可能で
す。
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NO/NC接点を持つスイッチ2個を
入力端子とテストパルスの間に
接続してください。

両手操作装置
5.6　事例
5.6.8　両手操作スイッチ
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
 • パラメータ設定例
表 5.37 CC リモート (3)SR_IO3 パラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間は，設置環境，配線の長さで調
整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 4： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

項目 設定内容＊ 3＊ 4

5. ノイズ除去フィルタ時間X8,9＊ 1 “1ms”

6. ノイズ除去フィルタ時間XA,B＊ 1 “1ms”

7. ノイズ除去フィルタ時間XC,D＊ 1 “1ms”

8. ノイズ除去フィルタ時間XE,F＊ 1 “1ms”

13. 二重化入力不一致検出時間X8,9 ＊ 2

14. 二重化入力不一致検出時間XA,B＊ 2

15. 二重化入力不一致検出時間XC,D＊ 2

16. 二重化入力不一致検出時間XE,F ＊ 2

21. 入力ダークテスト実施選択X8,9 “実施する”
22. 入力ダークテスト実施選択XA,B “実施する”
23. 入力ダークテスト実施選択XC,D “実施する”
24. 入力ダークテスト実施選択XE,F “実施する”

25. 入力ダークテストパルスOFF 時間＊1 “400μs”

42. 二重化入力 /単一入力選択 X8,9

43. 二重化入力 /単一入力選択 XA,B

44. 二重化入力 /単一入力選択 XC,D

45. 二重化入力 /単一入力選択 XE,F

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能 “無効”

“検出しない”

“検出しない”

“検出しない”

“検出しない”

“X8：単一入力，X9：未使用”

“XA：単一入力，XB：未使用”

“XC：単一入力，XD：未使用”

“XE：単一入力，XF：未使用”
5 - 82 5.6　事例
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
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2) ユニットテクニカルバージョンC以前のQS0J65BTB2-12DT を使用した場
合

 • 両手操作スイッチの配線例

図 5.66 CC リモート (3)SR_IO3 の配線
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NO/NC接点を持つスイッチ2個を
入力端子とCOM＋端子間に接続
してください。

両手操作装置
5.6　事例
5.6.8　両手操作スイッチ
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
 • パラメータ設定例
表 5.38 CC リモート (3)SR_IO3 パラメータ設定

＊ 1： ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF 時間は，設置環境，配線の長さで調
整してください。

＊ 2： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 3： 設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 4： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

(4) 使用するデバイス番号
シーケンスプログラムでは以下のデバイス番号を使ってプログラミングします。

表 5.39 使用するデバイス番号

項目 設定内容＊ 3＊ 4

5. ノイズ除去フィルタ時間X8,9＊ 1 “1ms”

6. ノイズ除去フィルタ時間XA,B＊ 1 “1ms”

7. ノイズ除去フィルタ時間XC,D＊ 1 “1ms”

8. ノイズ除去フィルタ時間XE,F＊ 1 “1ms”

13. 二重化入力不一致検出時間X8,9 ＊ 2 “100ms”

14. 二重化入力不一致検出時間XA,B＊ 2 “100ms”

15. 二重化入力不一致検出時間XC,D＊ 2 “100ms”

16. 二重化入力不一致検出時間XE,F ＊ 2 “100ms”

21. 入力ダークテスト実施選択X8,9

22. 入力ダークテスト実施選択XA,B

23. 入力ダークテスト実施選択XC,D

24. 入力ダークテスト実施選択XE,F

25. 入力ダークテストパルスOFF 時間＊1 “400μs”

安全／一般 外部機器 デバイス番号
安　　全 両手操作スイッチ1(NC) X148
安　　全 両手操作スイッチ1(NO) X14A
安　　全 両手操作スイッチ2(NC) X14C
安　　全 両手操作スイッチ2(NO) X14E
安　　全 コンタクタ Y101
安　　全 コンタクタ（溶着チェック） X10Aまたは X10B
一　　般 リセットスイッチ X140

“実施しない”

“実施しない”

“実施しない”

“実施しない”
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(5) 安全 FB を使用したプログラム
表5.40 使用する安全 FB

図 5.67 安全 FB プログラム

安全 FB　F+ANTI，F+2HAND3，F+EDMの詳細仕様は，下記マニュアルを参照
してください。

QSCPU プログラミングマニュアル（安全 FB編）

FB名 機能名称 機能概要

F+2HAND3 両手スイッチタイプⅢ
タイプⅢの両手操作スイッチの制御
（二重化不一致時間は500ms 固定）

F+ANTI 二重化入力（NO+NC)
安全入力信号２点（NC接点とNO接点）
の状態を監視し，結果を出力

F+EDM 外部デバイスモニタ
アクチュエータ，コンタクタなどの安全遮
断機器の監視と安全出力の制御

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で通信
異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

両手操作スイッチ1のNC/NO接点の論理を
チェックする回路です。

コンタクタの溶着をモニタする回路です。
両手操作スイッチを押したときすぐに安全
出力がONとなるようF+EDMのS_StartResetには
SM400（常時ON）を接続して使用します。
安全FBでエラーが発生した場合のエラー
リセットはリセットスイッチで行います。

両手操作スイッチ2のNC/NO接点の論理を
チェックする回路です。

両手操作スイッチの状態をモニタする回路
です。
5.6　事例
5.6.8　両手操作スイッチ
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5 安全アプリケーション構築例（1台の安全シーケンサ使用
時）
本事例は，2つのスイッチがONとなる時間差（500ms 以内）をチェックする事例
です。時間差のチェックが不要の場合は，F+2HAND3のかわりに F+2HAND2 を
使用しプログラムしてください。

(6) タイミングチャート

図5.68 タイミングチャート

リセットスイッチ(X140)

CC-Link状態(SD1004.0)

両手操作スイッチ1(X14A)

インタロック状態(SD1072.0)

インタロック解除(SD1076.0)

両手操作スイッチ1(X148)

コンタクタ出力(Y101)

コンタクタ出力確認(X10A)

リセット
スイッチ
押し

F+ANTI安全出力(M11)

F+2HAND3安全出力(M1)

CC
リモート(1)
異常

コンタクタ1
溶着検出

2個のスイッチが共にONの場合のみ
コンタクタ出力(Y101)がONします。

CC-Link Safetyの安全
リモートI/O局が二重化
入力不一致を検出。

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局異常
発生時は，異常発生安全リモートI/O局の
入出力はOFFします。
またF+EDMを無効とします。

F+ANTI安全出力(M10)

両手操作スイッチ2(X14E)

両手操作スイッチ2(X14C)

両手操作
スイッチ1
押し

両手操作
スイッチ2
押し

両手操作
スイッチ1
離し

どちらかのスイッチがOFFとなると，
コンタクタ出力(Y101)がOFFします。
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第 6章 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケ
ンサ使用時）

3 台の安全シーケンサを使った安全通信を行う安全アプリケーションの構築例を説明し
ます。

6.1 システム構成

本章では，図 6.1 のシステム構成を例にして安全アプリケーションを説明します。
 

図 6.1 システム構成

● GX Developer

安全入力
・非常停止スイッチ
安全出力
・コンタクタ

一般入力
・リセットスイッチ
・起動スイッチ

CC-Link 
Safety

CC-Link 
Safety

CC-Link 
Safety

CC-Link IEフィールドネットワーク

CC-Link IEフィールド
ネットワーク

CCリモート(1)

● CC-Link Safetyの
　 安全リモートI/O局
　 (リンクID=0，局番=1)

別称 SR_M1IO1

CCリモート(2)

● CC-Link Safetyの
　 安全リモートI/O局
　 (リンクID=0，局番=2)

別称 SR_M1IO2

安全シーケンサ(1)

別称 SMaster01

安全シーケンサ(2)

別称 SMaster02

安全入力
・非常停止スイッチ
安全出力
・コンタクタ

一般入力
・リセットスイッチ
・起動スイッチ

CCリモート(1)

● CC-Link Safetyの
　 安全リモートI/O局
　 (リンクID=0，局番=1)

別称 SR_M2IO1

CCリモート(2)

● CC-Link Safetyの
　 安全リモートI/O局
　 (リンクID=0，局番=2)

別称 SR_M2IO2

安全シーケンサ(3)

別称 SMaster03

安全入力
・非常停止スイッチ
安全出力
・コンタクタ

一般入力
・リセットスイッチ
・起動スイッチ

CCリモート(1)

● CC-Link Safetyの
　 安全リモートI/O局
　 (リンクID=0，局番=1)

別称 SR_M3IO1

CCリモート(2)

● CC-Link Safetyの
　 安全リモートI/O局
　 　(リンクID=0，局番=2)

別称 SR_M3IO2

CC-Link IEフィールドネットワーク

・パラメータ
・プログラム

CCマスタ(1)
● CC-Link Safetyの安全マスタ局
　 (リンクID=0，局番=0)　

CC IEマスタ(0)
● CC-Link IEフィールド
　 ネットワークのマスタ局（安全局）
　 （ネットワークNo.=1 局番=0）

CCマスタ(1)
● CC-Link Safetyの安全マスタ局
　 (リンクID=0，局番=0)　

CC IEローカル(1)
● CC-Link IEフィールド
　 ネットワークのローカル局（安全局)
　 （ネットワークNo.=1 局番=1）

CCマスタ(1)
● CC-Link Safetyの安全マスタ局
　 (リンクID=0，局番=0)　

CC IEローカル(2)
● CC-Link IEフィールド
　 ネットワークのローカル局（安全局)
　 (ネットワークNo.=1 局番=2)
6.1　システム構成
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6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
備  考

本章で使用する記号の意味については，下記のとおりです。

6.2 ユニットのネットワーク関連スイッチ設定

各ユニットのスイッチは，以下のように設定してください。

6.2.1 安全電源ユニット

安全電源ユニットにスイッチはありません。

6.2.2 安全 CPUユニット

安全CPUユニットにネットワーク関連のスイッチはありません。

6.2.3 CC-Link Safety マスタユニット

CC-Link Safety マスタユニットにスイッチはありません。

ネットワーク 記号 意味

CC-Link Safety
CC マスタ (1) CC-Link Safety マスタユニット（局番 0）
CCリモート (1) CC-Link Safety リモート I/O ユニット（局番 1）
CCリモート (2) CC-Link Safety リモート I/O ユニット（局番 2）

CC-Link IE フィー
ルドネットワーク

CCIE マスタ (0)
CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機能
付き）（局番 0）

CCIE ローカル (1)
CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機能
付き）（局番 1）

CCIE ローカル (2)
CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機能
付き）（局番 2）
6 - 2 6.2　ユニットのネットワーク関連スイッチ設定
6.2.1　安全電源ユニット
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6.2.4 CC-Link Safety リモート I/O ユニット

リンク ID設定スイッチ，局番設定スイッチ，伝送速度設定スイッチを設定します。

図 6.2 CC-Link Safety リモート I/O ユニット本体スイッチ位置

表 6.1 CC-Link Safety リモート I/O ユニット本体スイッチの設定

CC-Link Safety リモート I/O ユニットのスイッチ設定を有効にする手順は，下
記マニュアルを参照してください。

6.2.5 CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット
（安全機能付き）

CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機能付き）にス
イッチはありません。

図中スイッチ
No.

リモート I/O
ユニットNo.

安全シーケンサ (1) 安全シーケンサ (2) 安全シーケンサ (3)
CC リモート

(1)
SR_M1IO1

CC リモート
(2)

SR_M1IO2

CC リモート
(1)

SR_M2IO1

CC リモート
(2)

SR_M2IO2

CC リモート
(1)

SR_M3IO1

CC リモート
(2)

SR_M3IO2

①
リンク ID
設定スイッチ

0 0 0 0 0 0

②
局番設定
スイッチ

1 2 1 2 1 2

③
伝送速度設定
スイッチ

2 (2.5Mbps) 2 (2.5Mbps) 2 (2.5Mbps) 2 (2.5Mbps) 2 (2.5Mbps) 2 (2.5Mbps)

CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル
（詳細編）

RESET SET

X0

L RUN

L ERR.

SD

RD

POWER

QS0J65BTB2-12DT

RUN

SAFETY

ERR.

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Y0 1 2 3

LINK ID STATION NO. B RATE
0 1

456

2
3

0 1

4

2
3

0 1

456

2
3

0 1

456

2
37

LBT
EL

X10 X1

① ② ③
6.2　ユニットのネットワーク関連スイッチ設定
6.2.4　CC-Link Safety リモート I/O ユニット

6 - 3



6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
6.3 パラメータ設定

パラメータの設定例を示します。
それぞれのパラメータの意味や設定範囲などについては，下記マニュアルを確認してく
ださい。

6.3.1 CC-Link Safety のパラメータ設定

(1) ネットワークパラメータ設定
安全シーケンサ (1) ～ (3) の CC-Link Safety の安全マスタ局のネットワークパラ
メータ設定は以下のように設定します。

表 6.2 ネットワークパラメータ設定例

＊ 1：安全CPU動作モードがセーフティモードのときは，「強制クリアする」固定です。

上記ネットワークパラメータのリンク ID および伝送速度と，接続されるCC-
Link Safety リモート I/O ユニット本体スイッチのリンク IDおよび伝送速度
は，同じにしてください。

CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル（詳細編）
MELSEC-QS CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニットユー
ザーズマニュアル（詳細編）

ユニット
安全シーケンサ (1) ～ (3)

CC マスタ (1)
先頭 I/O No. 0000H
動作設定 CPU STOP時設定＊1 強制クリアする
モード設定 安全リモートネットモード -Ver.1
伝送速度 2.5Mbps
安全リフレッシュ監視時間 50ms
安全データ監視時間 80ms
リンク ID 0
総接続台数 2
リモート入力 (RX)リフレッシュデバイス X100
リモート出力 (RY)リフレッシュデバイス Y100
リモートレジスタ (RWr) リフレッシュデバイス －
リモートレジスタ (RWw) リフレッシュデバイス －
特殊リレー（SB）リフレッシュデバイス SB0
特殊レジスタ (SW) リフレッシュデバイス SW0
リトライ回数 3
自動復列台数 1
スキャンモード指定 同期

局情報指定
局情報設定 6.3.1 項 (2)

安全リモート局設定 6.4.1 項 (4)
リモートデバイス局イニシャル設定 なし
6 - 4 6.3　パラメータ設定
6.3.1　CC-Link Safety のパラメータ設定
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(2) 局情報設定
CC-Link Safety の安全マスタ局の局情報設定は以下のように設定します。

表 6.3 局情報設定例

(3) 安全リモート局設定
CC-Link Safety の安全マスタ局の安全リモート局設定は 6.4.1 項 (4) を参照して
ください。

ユニット 台数 /局番 局種別 占有局数 予約局指定
安全シーケンサ
(1) ～ (3)

CC マスタ (1)
1/1 安全リモート I/O局 １局占有 設定なし
2/2 安全リモート I/O局 １局占有 設定なし
6.3　パラメータ設定
6.3.1　CC-Link Safety のパラメータ設定
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6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
6.3.2 CC-Link IE フィールドネットワークのパラメータ設定

(1) ネットワークパラメータ設定
CC-Link IE フィールドネットワークのマスタ局（安全局），およびローカル局（安
全局 )のネットワークパラメータは , 以下のように設定します。

表 6.4 ネットワークパラメータ設定例

＊ 1：安全CPU動作モードがセーフティモードのときは，「クリア（ALL OFF）」固定です。

ユニット
安全シーケンサ

(1)
安全シーケンサ

(2)
安全シーケンサ

(3)
CCIE マスタ (0) CCIE ローカル (1) CCIE ローカル (2)

Ethernet/CC 
IE/
MELSECNET設
定

ネットワーク種別
CC IE Field( マスタ局

［安全］）
CC IE Field（ローカル局 [安全 ]）

先頭 I/O No. 0020H 0020H 0020H
ネットワークNo. 1 1 1
総 ( 子 ) 局数 2 （設定不可） （設定不可）
局番 0 1 2
モード オンライン (標準モード ) オンライン オンライン

ネットワーク構
成設定

局番 1 2

（設定不可） （設定不可）

局種別 ローカル局

RX/RY設定
点数 (空欄 ) ( 空欄 )
先頭 (空欄 ) ( 空欄 )
最終 (空欄 ) ( 空欄 )

RWw/RWr
設定

点数 (空欄 ) ( 空欄 )
先頭 (空欄 ) ( 空欄 )
最終 (空欄 ) ( 空欄 )

予約 / エラー無効局 設定なし 設定なし
機器名 (空欄 ) ( 空欄 )
コメント (空欄 ) ( 空欄 )

補助設定

リンクスキャ
ンモード設定

非同期 , コンスタントリ
ンクスキャン未設定

ループバック
機能設定

使用しない

局単位ブロッ
ク保証

ブロック保証する

ネットワーク動
作設定

パラメータ名称 (空欄 ) ( 空欄 ) ( 空欄 )
データリンク異常局設定 入力データ (RX/RY) を OFFまたは 0クリアする

CPU STOP時の出力設定＊1 クリア（ALL OFF）

リフレッシュパ
ラメータ

リンク側
⇔
CPU側

(空欄 ) ( 空欄 ) ( 空欄 )

リンク間転送 (設定不可 ) ( 設定不可 ) ( 設定不可 )
ルーチングパラメータ (空欄 ) ( 空欄 ) ( 空欄 )
6 - 6 6.3　パラメータ設定
6.3.2　CC-Link IE フィールドネットワークのパラメータ設定
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(2) 安全通信設定
CC-Link IE フィールドネットワークのマスタ局（安全局），およびローカル局（安
全局 )の安全通信設定は , 以下のように設定します。

表 6.5 安全通信設定例

ユニット
安全シーケンサ (1) 安全シーケンサ (2) 安全シーケンサ (3)
CCIE マスタ (0) CCIE ローカル (1) CCIE ローカル (2)

交信相手局番 1 2 0 0
オープン方式 Active Active Passive Passive
送信間隔監視時間 (ms) 50 50 50
安全リフレッシュ監視時間 (ms) 120 120 ( 空欄 ) ( 空欄 )

安全データ転送
デバイス設定

受信データ
格納デバイ
ス

デバイス名 X X X X
点数 128 128 128 128
先頭 1000 1080 1000 1080
最終 107F 10FF 107F 10FF

送信データ
格納デバイ
ス

デバイス名 Y Y Y Y
点数 128 128 128 128
先頭 1000 1080 1000 1080
最終 107F 10FF 107F 10FF
6.3　パラメータ設定
6.3.2　CC-Link IE フィールドネットワークのパラメータ設定
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6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
6.4 事例

6.4.1 非常停止回路 ( 設備の全体停止 )

(1) アプリケーション概要
各工程に安全シーケンサを 1台使用し , 各工程の非常停止スイッチにより , すべての
工程のロボット動力源をOFFする安全アプリケーションです。
ロボットの動力源の開閉を行うコンタクタの主接点を安全リレーの接点でON/OFF
することにより，ロボットの起動・停止を制御します。

非常停止スイッチ，安全リレーは安全シーケンサに接続します。
各工程に設置した安全シーケンサは，CC-Link IE フィールドネットワークで接続し
ます。安全シーケンサは，シーケンスプログラムにより安全リレーのON/OFF を制
御します。
安全シーケンサが自己診断により異常を検出した場合は，シーケンスプログラムに
よらず，安全リレーへの出力をOFFとします。
自己診断により出力がOFFとなった場合は，シーケンスプログラムに関係なく，安
全CPUユニットまたはCC-Link Safety リモート I/O ユニットをリセットするま
で出力はOFFのままです。

シーケンスプログラムで以下の機能を実現します。

 

図 6.3 非常停止スイッチによる全体停止
(「安全ガイドブック－製造現場における安全方策」：社団法人　日本電気制御機器工業会より部分引用 )

1）安全確認後（非常停止信号 ON 状態）, かつ CC-Link IE フィールドネッ
トワークで他の安全シーケンサからの非常停止要求を受けていないとき
に作業者はまずリセットスイッチを押します。その後，起動スイッチを押
すと，安全リレーがONします。

2）各安全シーケンサに接続した安全リレーが溶着しているときは，起動がで
きないようにするために安全リレーの b 接点を安全シーケンサに入力し，
溶着チェックします。

3）リセットスイッチと起動スイッチが溶着や短絡時に誤って動作しないよ
うに，リセットスイッチと起動スイッチはON OFFした場合にのみ有効
となるようにします。

4）稼動後に非常停止スイッチ入力がOFFになるか，CC-Link IE フィールド
ネットワークで他の安全シーケンサからの非常停止要求を受けるか，CC-
Link Safety の安全リモート I/O 局の異常が検出された場合は，安全リ
レー出力をOFFします。

5）全体停止を行うために非常停止要求を他の安全シーケンサへ転送し , 全体
停止します。
6 - 8 6.4　事例
6.4.1　非常停止回路 (設備の全体停止 )
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(2) 安全機器の接続

図 6.4 安全機器接続図

CC-Link 
Safety

CC-Link 
Safety

CC-Link 
Safety

CC-Link IEフィールドネットワーク

CCリモート(1)
：SR_M1IO1

CCリモート(2)
：SR_M1IO2

安全シーケンサ(1) 安全シーケンサ(2)

CCリモート(1)
：SR_M2IO1

CCリモート(2)
：SR_M2IO2

安全シーケンサ(3)

CCリモート(1)
：SR_M3IO1

CCリモート(2)
：SR_M3IO2

X100-10F
Y100-103

X120-12F
Y120-123

X100-10F
Y100-103

X120-12F
Y120-123

X100-10F
Y100-103

X120-12F
Y120-123

配線：
パラメータ：
に示します。

配線：
パラメータ：
に示します。

配線：
パラメータ：
に示します。

配線：
パラメータ：
に示します。

配線：
パラメータ：
に示します。

配線：
パラメータ：
に示します。

図 6.5 図 6.5 図 6.7 図 6.5 図 6.7
表 6.6 表 6.6 表 6.7 表 6.7 表 6.8 表 6.8

図 6.6
6.4　事例
6.4.1　非常停止回路 (設備の全体停止 )

6 - 9



6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
(3) 配線図

(a) CC リモート (1)：SR_M1IO1，SR_M2IO1，SR_M3IO1
非常停止スイッチと安全リレーは，安全シーケンサ (1) ～ (3) の CC-Link 
Safety リモート I/O ユニットに以下のように配線します。

 

図 6.5 CC リモート (1)SR_M1IO1，SR_M2IO1，SR_M3IO1 の配線図 ( ユニットテクニカルバージョン D以降を使用した場合 )
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(b) CC リモート (2)：SR_M1IO2
リセットスイッチと起動スイッチは，安全シーケンサ (1) の CC-Link Safety
リモート I/O ユニットに以下のように配線します。

図 6.6 リモート (2)SR_M1IO2 の配線図 (ユニットテクニカルバージョンD以降を使用した場合 )
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6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
(c) CC リモート (2)：SR_M2IO2，SR_M3IO2
リセットスイッチと起動スイッチは，安全シーケンサ (2)，(3) の CC-Link 
Safety リモート I/O ユニットに以下のように配線します。

図 6.7 CC リモート (2)SR_M2IO2，SR_M3IO2 の配線図 ( ユニットテクニカルバージョンD以降を使用した場合 )
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(4) パラメータ設定
安全シーケンサ (1) ～ (3) の安全リモート局設定は，表 6.6 ～表 6.8 のように設定
します。

表 6.6 安全シーケンサ (1) の安全リモート局設定 ( ユニットテクニカルバージョンD以降を使用した場合 )

－：デフォルト値（未使用）

＊ 1: ユニットテクニカルバージョンは，該当する CC-Link Safety の安全リモート I/O局のユニッ
ト側面の定格銘板を確認してください。ユニットの組合せによって接続できない場合がありま
す。詳細は下記マニュアルを参照してください。

CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）
＊ 2： 製造情報は，該当するCC-Link Safety の安全リモート I/O 局のユニット側面の定格銘板に記

載のシリアル No. を確認し，入力してください。詳細は下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

製造情報の使用は，ユニット交換後の正しい機能の維持や，複数のCC-Link Safety の安全リ
モート I/O 局に同じ局番を設定するなどの設定ミスの検出に必要です。
安全シーケンサを適切かつ安全に使用するために，製造情報を使用してください。

＊ 3：ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルス OFF 時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 4： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 5：QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 6：設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 7： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

ユニット 安全シーケンサ (1) ＊ 6 ＊ 7

SR_M1IO1 SR_M1IO2
形名 QS0J65BTB2-12DT QS0J65BTB2-12DT

ユニットテクニカルバージョン＊1 D D
製造情報を指定してユニットを特定する する (チェックあり ) する (チェックあり )

製造情報＊2 100411110960100 100411110960150

1. ノイズ除去フィルタ時間 X0,1＊ 3 － “1ms”

2. ノイズ除去フィルタ時間 X2,3 ＊ 3 “1ms” －

3. ノイズ除去フィルタ時間 X4,5 ＊ 3 “1ms” －

9. 二重化入力不一致検出時間 X0,1＊ 4 －

10. 二重化入力不一致検出時間 X2,3＊ 4 “100ms” －

11. 二重化入力不一致検出時間 X4,5＊ 4 “100ms” －

17. 入力ダークテスト実施選択 X0,1 －

18. 入力ダークテスト実施選択 X2,3 －

19. 入力ダークテスト実施選択 X4,5 －

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊ 3 “400μs” “400μs”

28. 出力配線方法 Y2 －

32. 出力ダークテスト実施選択 Y2 －

36. 出力ダークテストパルスOFF時間 Y2＊ 3 “1ms” －

38. 二重化入力 /単一入力選択 X0,1 ＊ 5 －

39. 二重化入力 /単一入力選択 X2,3 ＊ 5 －

40. 二重化入力 /単一入力選択 X4,5 ＊ 5 －

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊ 5

“検出しない”

“実施しない”

“実施する”

“実施する”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“実施する”

“X0,X1: 単一入力”

“二重化入力”

“二重化入力”

“無効” “無効”
6.4　事例
6.4.1　非常停止回路 (設備の全体停止 )
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6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
表 6.7 安全シーケンサ (2) の安全リモート局設定 ( ユニットテクニカルバージョンD以降を使用した場合 )

－：デフォルト値（未使用）

＊ 1： ユニットテクニカルバージョンは，該当するCC-Link Safety の安全リモート I/O 局のユニッ
ト側面の定格銘板を確認してください。
ユニットの組合せによって接続できない場合があります。詳細は下記マニュアルを参照してく
ださい。

CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）
＊ 2： 製造情報は，該当するCC-Link Safety の安全リモート I/O 局のユニット側面の定格銘板に記

載のシリアルNo. を確認し，入力してください。詳細は下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

製造情報の使用は，ユニット交換後の正しい機能の維持や，複数の CC-Link Safety の安全リ
モート I/O 局に同じ局番を設定するなどの設定ミスの検出に必要です。
安全シーケンサを適切かつ安全に使用するために，製造情報を使用してください。

＊ 3：ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルスOFF時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 4： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 5：QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 6：設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 7： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

ユニット 安全シーケンサ (2) ＊ 6＊ 7

SR_M2IO1 SR_M2IO2
形名 QS0J65BTB2-12DT QS0J65BTB2-12DT

ユニットテクニカルバージョン＊1 D D
製造情報を指定してユニットを特定する する (チェックあり ) する (チェックあり )

製造情報＊2 100411110960200 100411110960250

1. ノイズ除去フィルタ時間X0,1＊ 3 － "1ms"

2. ノイズ除去フィルタ時間X2,3 ＊ 3 “1ms” －

3. ノイズ除去フィルタ時間X4,5 ＊ 3 “1ms” －

9. 二重化入力不一致検出時間X0,1＊ 4 －

10. 二重化入力不一致検出時間 X2,3＊ 4 “100ms” －

11. 二重化入力不一致検出時間 X4,5＊ 4 “100ms” －

17. 入力ダークテスト実施選択 X0,1 －

18. 入力ダークテスト実施選択 X2,3 －

19. 入力ダークテスト実施選択 X4,5 －

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊ 3 “400μs” “400μs”

28. 出力配線方法 Y2 －

32. 出力ダークテスト実施選択 Y2 －

36. 出力ダークテストパルスOFF時間 Y2＊ 3 “1ms” －

38. 二重化入力 /単一入力選択 X0,1 ＊ 5 －

39. 二重化入力 /単一入力選択 X2,3 ＊ 5 －

40. 二重化入力 /単一入力選択 X4,5 ＊ 5 －

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊ 5

“検出しない”

“実施する”

“実施する”

“実施する”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“実施する”

“X0,X1: 単一入力”

“二重化入力”

“二重化入力”

“無効” “無効”
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表 6.8 安全シーケンサ (3) の安全リモート局設定 ( ユニットテクニカルバージョンD以降を使用した場合 )

－：デフォルト値（未使用）

＊ 1： ユニットテクニカルバージョンは，該当するCC-Link Safety の安全リモート I/O 局のユニッ
ト側面の定格銘板を確認してください。
ユニットの組合せによって接続できない場合があります。詳細は下記マニュアルを参照してく
ださい。

CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）
＊ 2： 製造情報は，該当するCC-Link Safety の安全リモート I/O 局のユニット側面の定格銘板に記

載のシリアル No. を確認し，入力してください。詳細は下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

製造情報の使用は，ユニット交換後の正しい機能の維持や，複数のCC-Link Safety の安全リ
モート I/O 局に同じ局番を設定するなどの設定ミスの検出に必要です。
安全シーケンサを適切かつ安全に使用するために，製造情報を使用してください。

＊ 3：ノイズ除去フィルタ時間，入力ダークテストパルス OFF 時間，出力ダークテストパルスOFF
時間は，設置環境，配線の長さで調整してください。

＊ 4： 二重化入力不一致検出時間は，メカニカルスイッチの場合は 100ms，センサ入力は 20msを
目安に設定してください。

＊ 5：QS0J65BTB2-12DT のテクニカルバージョンDで追加されたパラメータです。
テクニカルバージョンC以前のユニットを使用した場合，パラメータ設定項目はありません。

＊ 6：設定範囲については，下記マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムリモート I/O ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

＊ 7： 表中の四角枠の項目については，本事例に対応させるため，必ずこの設定にしてください。

ユニット 安全シーケンサ (3) ＊ 6＊ 7

SR_M3IO1 SR_M3IO2
形名 QS0J65BTB2-12DT QS0J65BTB2-12DT

ユニットテクニカルバージョン＊1 D D
製造情報を指定してユニットを特定する する (チェックあり ) する (チェックあり )

製造情報＊2 100411110960300 100411110960350

1. ノイズ除去フィルタ時間 X0,1 ＊ 3 － "1ms"

2. ノイズ除去フィルタ時間 X2,3＊ 3 “1ms” －

3. ノイズ除去フィルタ時間 X4,5＊ 3 “1ms” －

9. 二重化入力不一致検出時間 X0,1 ＊ 4 －

10. 二重化入力不一致検出時間 X2,3＊ 4 “100ms” －

11. 二重化入力不一致検出時間 X4,5＊ 4 “100ms” －

17. 入力ダークテスト実施選択 X0,1 －

18. 入力ダークテスト実施選択 X2,3 －

19. 入力ダークテスト実施選択 X4,5 －

25. 入力ダークテストパルスOFF時間＊ 3 “400μs” “400μs”

28. 出力配線方法 Y2 －

32. 出力ダークテスト実施選択 Y2 －

36. 出力ダークテストパルスOFF時間 Y2＊ 3 “1ms” －

38. 二重化入力 /単一入力選択 X0,1 ＊ 5 －

39. 二重化入力 /単一入力選択 X2,3 ＊ 5 －

40. 二重化入力 /単一入力選択 X4,5 ＊ 5 －

46. 二重化入力不一致検出異常時の自動復帰機能＊ 5

“検出しない”

“実施する”

“実施する”

“実施する”

“二重化配線（ソース＋シンク）”

“実施する”

“X0,X1: 単一入力”

“二重化入力”

“二重化入力”

“無効” “無効”
6.4　事例
6.4.1　非常停止回路 (設備の全体停止 )
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6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
(5) 使用するデバイス

(a) CC-Link Safety における安全CPUユニットのデバイスとリモート入出力との関
係
6.3.1 項の設定により , 安全 CPU ユニットのデバイスとCC-Link Safety の安
全リモート I/O 局の入出力との関係は以下のとおりとなります。
シーケンスプログラムでは網掛け部のデバイス番号を使ってプログラミングし
ます。

図 6.8 CC-Link Safety における安全CPUユニットのデバイスとリモート入出力との関係図

(b) CC-Link IE フィールドネットワークにおける安全CPUユニット間のデバイスの
関係
6.3.2 項の設定により , 安全 CPU ユニット間のデバイスの関係は以下のとおり
となります。
シーケンスプログラムでは網掛け部のデバイス番号を使ってプログラミングし
ます。

図 6.9 CC-Link IE フィールドネットワークにおける安全CPU ユニット間のデバイスの関係図

X010F - X0100

X011F - X0110

X012F - X0120

X013F - X0130

Y012F - Y0124

Y012F - Y0130

Y010F - Y0104

Y011F - Y0110

安全CPUユニット

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局
（リンクID=0，局番1）
QS0J65BTB2-12DT

Y03 - Y00

Y03 - Y00

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局
（リンクID=0，局番2）
QS0J65BTB2-12DT

X0F - X00

リンクID＝0

Y0123 - Y0120

Y0103 - Y0100

CCリモート(1)
SR_M1IO1

CCリモート(2)
SR_M1IO2

X0F - X00
局番1

局番2

局番1

局番1

使用するデバイス 安全データの流れ

安全シーケンサ(1)
CC-Link IEフィールド
ネットワークのマスタ局
（安全局） (局番0)

安全CPUユニット

X1000 - X107F

X1080 - X10FF

Y1000 - Y107F

Y1080 - Y10FF

安全シーケンサ(2)
CC-Link IEフィールド

ネットワークのローカル局
（安全局) (局番1)

安全CPUユニット

X1000 - X107F

Y1000 - Y107F

安全シーケンサ(3)
CC-Link IEフィールド

ネットワークのローカル局
（安全局) (局番2)

安全CPUユニット

X1080 - X10FF

Y1080 - Y10FF
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6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
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(c) 使用するデバイス番号
シーケンスプログラムでは以下のデバイス番号を使ってプログラミングします。

表 6.9 使用するデバイス番号

安全シーケンサ 安全／一般 外部機器 デバイス番号

安全シーケンサ
(1)

安　　全 非常停止スイッチ X104 または X105
安　　全 安全リレー Y102
安　　全 安全リレー（溶着チェック） X102 または X103
安　　全 安全シーケンサ (2) からの非常停止要求 X1000
安　　全 安全シーケンサ (3) からの非常停止要求 X1080
安　　全 安全シーケンサ (2) への非常停止要求 Y1000
安　　全 安全シーケンサ (3) への非常停止要求 Y1080
一　　般 起動スイッチ X121
一　　般 リセットスイッチ X120

安全シーケンサ
(2)

安　　全 非常停止スイッチ X104 または X105
安　　全 安全リレー Y102
安　　全 安全リレー（溶着チェック） X102 または X103
安　　全 安全シーケンサ (1) からの非常停止要求 X1000
安　　全 安全シーケンサ (1) への非常停止要求 Y1000
一　　般 起動スイッチ X121
一　　般 リセットスイッチ X120

安全シーケンサ
(3)

安　　全 非常停止スイッチ X104 または X105
安　　全 安全リレー Y102
安　　全 安全リレー（溶着チェック） X102 または X103
安　　全 安全シーケンサ (1) からの非常停止要求 X1080
安　　全 安全シーケンサ (1) への非常停止要求 Y1080
一　　般 起動スイッチ X121
一　　般 リセットスイッチ X120
6.4　事例
6.4.1　非常停止回路 (設備の全体停止 )
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6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
(6) 安全 FB を使用したシーケンスプログラム
安全シーケンサ (1) ～ (3) で使用するシーケンスプログラムを，図 6.10 ～図 6.12
に示します。

表 6.10 使用する安全 FB

図 6.10 安全シーケンサ (1) の安全 FBプログラム

FB名 機能名称 機能概要

F+EDM 外部デバイスモニタ
アクチュエータ，コンタクタなどの安全
遮断機器の監視と安全出力の制御

F+ESTOP 非常停止
非常停止スイッチによる停止カテゴリ0
の非常停止

非常停止スイッチの状態をモニタする回路
です。
電源ON時や非常停止が動作し出力がOFFした
後の運転準備状態の確認は，リセット
スイッチで行います。

安全シーケンサ(2)，安全シーケンサ(3)へ
非常停止要求を通知する回路です。

安全FB F+EDMのリセット入力ビットを作成
する回路です。

CC-Link IEフィールドネットワークで異常が
発生した場合に，インタロック状態を解除
する回路です。

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で
通信異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

安全リレーの溶着をモニタする回路です。
リセットスイッチで運転準備状態の確認を
行った後の再起動は，起動スイッチで行い
ます。
安全FBでエラーが発生した場合のエラー
リセットはリセットスイッチで行います。
6 - 18 6.4　事例
6.4.1　非常停止回路 (設備の全体停止 )
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図 6.11 安全シーケンサ (2) の安全 FBプログラム

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で
通信異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

CC-Link IEフィールドネットワークで異常が
発生した場合に，インタロック状態を解除
する回路です。

安全FB F+EDMのリセット入力ビットを作成
する回路です。

安全シーケンサ(１)へ非常停止要求を
通知する回路です。

非常停止スイッチの状態をモニタする回路
です。
電源ON時や非常停止が動作し出力がOFFした
後の運転準備状態の確認は，リセット
スイッチで行います。

安全リレーの溶着をモニタする回路です。
リセットスイッチで運転準備状態の確認を
行った後の再起動は，起動スイッチで行い
ます。
安全FBでエラーが発生した場合のエラー
リセットはリセットスイッチで行います。
6.4　事例
6.4.1　非常停止回路 (設備の全体停止 )
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6 安全アプリケーション構築例（複数台の安全シーケンサ使
用時）
図 6.12 安全シーケンサ (3) の安全 FBプログラム

安全 FB　F+ESTOP，F+EDMの詳細仕様は，下記マニュアルを参照してくださ
い。

QSCPUプログラミングマニュアル（安全 FB編）

CC-Link Safetyの安全リモートI/O局で
通信異常や入出力の異常が発生した場合に，
インタロック状態を解除する回路です。

CC-Link IEフィールドネットワークで異常が
発生した場合に，インタロック状態を解除
する回路です。

安全FB F+EDMのリセット入力ビットを作成
する回路です。

安全シーケンサ(１)へ非常停止要求を
通知する回路です。

非常停止スイッチの状態をモニタする回路
です。
電源ON時や非常停止が動作し出力がOFFした
後の運転準備状態の確認は，リセット
スイッチで行います。

安全リレーの溶着をモニタする回路です。
リセットスイッチで運転準備状態の確認を
行った後の再起動は，起動スイッチで行い
ます。
安全FBでエラーが発生した場合のエラー
リセットはリセットスイッチで行います。
6 - 20 6.4　事例
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(7) タイミングチャート

図6.13 タイミングチャート

全体停止 全体停止 全体停止

安全リレー出力(Y202)

安全シーケンサ(1)への
非常停止要求(Y1000)

安全シーケンサ(1)からの
非常停止要求(X1000)

非常停止SW(X204)

インタロック解除(SM1720)

インタロック状態(SM1700)

F＋EDM Reset入力(M3)

起動SW(X121)

F＋ESTOP安全出力(M1)

リセットSW(X120)

安全シーケンサ(2)

リセットSW(X120)

安全シーケンサ(3)

F＋EDM Reset入力(M3)

インタロック状態(SM1700)

安全シーケンサ(1)への
非常停止要求(Y1080)

安全リレー出力確認(X202)

F＋EDM Error出力(M2)

F＋ESTOP安全出力(M1)

起動SW(X121)

インタロック解除(SM1720)

非常停止SWを押す
と, 全体停止のため, 
出力OFFし, 安全
シーケンサ(1)へ
非常停止OFFを通知

安全シーケンサ(1)
非常停止SW押し

安全シーケンサ(1)との
ネットワーク異常

安全シーケンサ(2)
非常停止SW押し

リセット
SW押し

安全シーケンサ(1)からの
非常停止要求(X1080)

非常停止SW(X204)

安全リレー出力確認(X102)

安全リレー出力(Y102)

安全シーケンサ(3)への
非常停止要求(Y1080)

安全シーケンサ(2)への
非常停止要求(Y1000)

安全シーケンサ(3)からの
非常停止要求(X1080)

安全シーケンサ(2)からの
非常停止要求(X1000)

非常停止SW(X104)

インタロック解除(SD1700.1)

インタロック状態(SD1420.1)

インタロック解除(SD1700.0)

インタロック状態(SD1420.0)

F＋EDM Reset入力(M3)

起動SW(X121)

F＋ESTOP安全出力(M1)

リセットSW(X120)

安全シーケンサ(1)

安全リレー出力(Y202)

F＋EDM Error出力(M2)
安全リレー出力確認(X202)

ネットワーク異常
を受け, 出力を
OFF

ネットワーク異常
を受け, 出力を
OFF

ネットワーク異常
を受け, 出力を
OFF

起動
SW押し

リセット
SW押し

起動
SW押し

リセット
SW押し

リセット
SW押し

起動
SW押し

リセット
SW押し

起動
SW押し

安全シーケンサ(1)から
の非常停止OFFを受け
取り, 出力OFF

安全シーケンサ(1)から
の非常停止OFFを受け
取り, 出力OFF

非常停止SWを押すと, 
出力をOFFし,全体停止
の為, 他の安全シーケ
ンサへ非常停止OFFを
通知

安全シーケンサ(2)から
の非常停止OFFを受け取
り, 出力をOFFし, 安全
シーケンサ(3)へ非常停
止OFFを通知

安全シーケンサ(1)から
の非常停止OFFを受け
取り, 出力OFF
6.4　事例
6.4.1　非常停止回路 (設備の全体停止 )
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付　　録
付　　録

付1 CC-Link Safety の安全応答時間の計算方法

本マニュアルでは安全応答時間の最大値について説明しています。通常値については下
記マニュアルを参照してください。

CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル (詳細編 )
本計算式を適用する場合は，下表に示すGX Developer およびユニットの組み合わせを
使用してください。
下表に示す組み合わせのうち，いずれか 1つでも当てはまらない場合の計算式は，上記
マニュアルを参照してください。

(1) 計算方法
安全応答時間の最大値は，表付 付 .1 の (a) ～ (e) を足し合わせた値となります。
また，安全応答時間が最大となる場合のタイミングについては図付 付 .1 を参照して
ください。

表付 .1 安全応答時間の最大値の計算方法

GX
 Developer の
バージョン

シリアルNo. の上 5桁

安全 CPUユニット
CC-Link Safety マスタ

ユニット
CC-Link Safety の安全リモート I/O 局

QS0J65BTS2-8D，QS0J65BTS2-4T QS0J65BTB2-12DT
Ver.8.65T 以降 10032 以降 10032 以降 10031 以降 10032 以降

項　　目 最　　大　　値
(a) 入力機器反応時間 DT1

(b) 安全リモート局入力応答時間
ご使用になる CC-Link Safety の安全リモート I/O 局のユーザーズマニュア

ルを参照してください。
(c) 安全入力から安全出力までの監視時間 安全データ監視時間

(d) 安全リモート局出力応答時間
ご使用になる CC-Link Safety の安全リモート I/O 局のユーザーズマニュア

ルを参照してください。
(e) 出力機器反応時間 DT2

合　　計
DT1＋ DT2 ＋安全リモート局入力応答時間 +安全データ監視時間

+安全リモート局出力応答時間

    LS ： CC-Link Safety のリンクスキャンタイムです。
    n ： (LS/WDT) の小数点以下切上げ値です。
    m ： （安全リフレッシュ応答処理時間 / (WDT×n)) の小数点以下切上げ値です。

  安全リフレッシュ応答処理時間：
ご使用になるCC-Link Safety の安全リモート I/O局のユーザーズマニュ

アル
    DT1，DT2 ： センサ，出力先制御装置の反応時間です。使用される機器の反応時間を確認し，追

加してください。
付 - 1 付 1　CC-Link Safety の安全応答時間の計算方法
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(1) 安全データ監視時間の設定値が上記計算値以下の場合，正常交信状態におい
てもエラーが発生する場合があります。
安全データ監視時間の設定値が必要以上に長いと，安全シーケンサに異常が
ある場合などに，表付 付 .1 の (c) の時間が長くなり，安全応答性能が極端
に遅くなることがあります。 

(2) 本マニュアルは，安全応答時間の最大値を示すため，SM（スキャンタイム）
の最大値であるWDTを SMのかわりに計算式に使用しています。
通常の計算ではWDT のかわりに SM を使います。

(3) 安全 CPUユニットがエラーコード 8320 ～ 8322（CC-LINK DATA 
RECEPTION TIMEOUT）を検出する場合，安全リフレッシュ監視時間を大
きな値に変更して調整してください。

図付 .1 安全応答時間の最大値のタイミングチャート

    安全リフレッシュ監視時間 ： ネットワークパラメータで設定する時間です。
下記の計算式で得られる値を目安にしてください。
同期モードの場合
　(WDT×n)×3＋ ((WDT×n) × m)×2＋ (WDT×α) [ms]
   　α：LS≦ 1.5ms の場合 0，LS＞ 1.5ms の場合 1
非同期モードの場合
　(WDT×n)×3＋ LS＋ ((WDT×n) × m)×2＋ (WDT×α) [ms]
   　α：LS≦ 1.5ms の場合 0，LS＞ 1.5ms の場合 1

    安全データ監視時間 ： CC-Link Safety のネットワークパラメータで設定する時間です。
下記の計算式で得られる値を目安にしてください。
安全リフレッシュ監視時間 ×2－ ((WDT×n) × m) － 10 [ms]

    WDT( ウォッチドッグタイマ）： PCパラメータで設定する時間です。
SM（スキャンタイム）を計算し，得られた値以上の時間に設定してください。

QSCPUユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編）
    同期モード ： シーケンスプログラムに同期したスキャンでデータリンクを行うモードです。

シーケンススキャンとリンクスキャンが同時に開始します。

CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル ( 詳細編 )
    非同期モード ： シーケンスプログラムに同期しないでデータリンクを行うモードです。

CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル ( 詳細編 )

マスタ局監視
タイムアウト判定

CC-Link
Safetyの
安全
マスタ局 ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー

マスタ局
監視
タイマ
START

WDT
(SM) LS

(C) (d)+(e)(a)+(b)

CC-Link
Safety

CC-Link
Safety

出力信号

(WDT×n)×ｍ

入力信号

(WDT×n)×ｍ

図中の(a)～(e)は，     の(a)～(e)に対応します。

安全リフレッシュ監視時間

ラダー ラダー

マスタ局監視
タイムアウト

判定

ラダー ラダー

安全リフレッシュ監視時間

安全電源
ユニット

安全入力信号

安全CPU
ユニット

CC-Link Safety

CC-Link Safetyの
安全リモートI/O局

CC-Link Safetyの
安全リモートI/O局

非常停止スイッチ 安全リレー

安全出力信号

安全データ監視時間

CC-Link
Safety

マスタユニット

CC-Link
Safety

マスタユニット

CC-Link
Safetyの

安全リモート
I/O局

（入力側）

CC-Link
Safetyの

安全リモート
I/O局

（出力側）

表付 
付 1　CC-Link Safety の安全応答時間の計算方法
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(a) CC-Link Safety のリンクスキャンタイム (LS)
CC-Link Safety のリンクスキャンタイム (LS)[μs] の計算式を以下に示しま
す。

BT： 定数

NI  ：A,B の中で最終局番（AとBの大きい方の値）
（占有局数を含み，予約局は除く。ただし，8の倍数とする）

NW：Bの中で最終局番
（占有局数を含み，予約局は除く。ただし，8の倍数とする）

A：CC-Link Safety の一般リモート I/O 局の最終局番
（占有局数を含み，予約局は除く）
（CC-Link Safety の一般リモート I/O 局を接続しない場合は，A ＝ 0 と
してください。）

B：CC-Link Safety の安全リモート I/O 局，リモートデバイス局の最終局番
（占有局数を含み，予約局は除く）

N ：接続台数（予約局を除く）
ni：a ＋ b
a：CC-Link Safety の一般リモート I/O 局の合計占有局数（予約局を除く）
b：CC-Link Safety の安全リモート I/O 局，リモートデバイス局の合計占有局
数（予約局を除く）
nw：b
TR：定数

ST：定数（非同期モードの場合のみ。同期モードの場合は 0）
（①，②の内で大きい値とする。ただしB=0 のときは②を無視する）
① 800＋（A×15）
② 900＋（B×50）

RT：リトライ処理時間（交信異常局を検出したときのみ）

α＋β×（交信異常検出台数－ 1）
α：1台目リトライ処理時間
BT×((200 ＋ R)×リトライ回数設定値＋ 200)

     R ：51.6 ＋（NI × 4.8）＋（NW × 9.6）

β：2 台目以降リトライ処理時間
      BT×((200 ＋ P)×リトライ回数設定値＋ 200)

     P ：10.8

F：復列処理時間（交信異常局が存在しているときのみ）
 • 同期モード ･･･ BT×244.4 ＋ 213.2×（自動復列台数－ 1）
 • 非同期モード･･･ BT×218 ＋ 213.2×（自動復列台数－ 1）

LS ＝ BT×(27+(NI×4.8)＋(NW×9.6)＋(N×30)＋(ni×4.8)＋(nw×9.6)
＋ TR）＋ ST＋ RT ＋ F [μs]　･･･ LS 計算式

伝送速度 156kbps 625kbps 2.5Mbps 5Mbps 10Mbps
BT 51.2 12.8 3.2 1.6 0.8

最終局番 1～ 8 9～ 16 17 ～ 24 25 ～ 32 33 ～ 40 41 ～ 48 49 ～ 56 57 ～ 64
NI,NW 8 16 24 32 40 48 56 64

定　　数 数　　値
TR 38.4
付 - 3 付 1　CC-Link Safety の安全応答時間の計算方法
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予約局設定した局番にCC-Link Safety のリモート I/O 局を接続し，予約局設
定を解除すると，LS計算式中の NI，NW，N，ni，nwの値が変わります。
そのため，予約局を変更した場合は，変更後のシステムに対し，LS，安全応答
性能の再計算を行ってください。
予約局機能については，下記マニュアルを参照してください。

CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

(2) 応答時間計算例
下記の場合の計算例を示します。

 • WDT設定値：10ms
 • リンクスキャンタイム（同期モード）： 0.3ms
 • リンクスキャンタイム（非同期モード）：1.4ms
 • 安全リモート局入力応答時間：12.2ms
 • 安全リモート局出力応答時間：10.4ms
 • 安全リフレッシュ応答処理時間：9.6ms

(a) 安全リフレッシュ監視時間の計算例

1) 同期モードの場合
n：LS/WDT＝ 0.3/10 → 1
m：（安全リフレッシュ応答処理時間 /(WDT×n))
　　＝ 9.6/(10×1) → 1
α： LS ＝ 0.3 ≦ 1.5ms → 0

（WDT×n）×3＋ ((WDT×n) × m)×2＋ (WDT×α)
＝（10×1）×3＋（(10×1）×1）×2＋（10×0）
＝ 50 [ms]

2) 非同期モードの場合
n：LS/WDT＝ 1.4/10 → 1
m：（安全リフレッシュ応答処理時間 /(WDT×n))
　　＝ 9.6/(10×1) → 1
α： LS ＝ 1.4 ≦ 1.5ms → 0

（WDT×n）×3＋ LS＋ ((WDT×n) × m)×2＋ (WDT×α)
＝（10×1）×3＋ 1.4 ＋（(10×1）×1）×2＋（10×0）
＝ 51.4 [ms]
付 1　CC-Link Safety の安全応答時間の計算方法
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付　　録
(b) 安全データ監視時間の計算例

1) 同期モードの場合
安全リフレッシュ監視時間×2－ ((WDT×n)×m) － 10
＝ 50×2－ (10×1×1) － 10
＝ 80 [ms]

2) 非同期モードの場合
安全リフレッシュ監視時間×2－ ((WDT×n)×m) － 10
＝ 51.4×2－ (10×1×1) － 10
＝ 82.8 [ms]

(c) 応答時間の最大値の計算例

1) 同期モードの場合
DT1 ＋ DT2＋安全リモート局入力応答時間＋安全データ監視時間＋安全リ
モート局出力応答時間
＝DT1＋ DT2＋ 12.2 ＋ 80＋ 10.4
＝ DT1＋ DT2＋ 102.6 [ms]

2) 非同期モードの場合
DT1 ＋ DT2＋安全リモート局入力応答時間＋安全データ監視時間＋安全リ
モート局出力応答時間
＝DT1＋ DT2＋ 12.2 ＋ 82.8 ＋ 10.4
＝ DT1＋ DT2＋ 105.4 [ms]
付 - 5 付 1　CC-Link Safety の安全応答時間の計算方法
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(3) CC-Link Safety のリンクスキャンタイムの計算例
付 1(2) 応答時間計算例で使用する LS（リンクスキャンタイム）の計算例を示しま
す。

下記のシステム構成例で，伝送速度が 10Mbps の場合の計算例を示します。（ただ
し，交信異常局はないものとします。）

 • BT＝ 0.8
 • NI ＝ 5 → 8
 • NW＝ 5→ 8
 • N ＝ 4
 • ni ＝ 5
 • nw＝ 4
 • A ＝ 2，B ＝ 5
 • ST ＝ 1150

①　800＋（2×15）＝ 830
②　900＋（5×50）＝ 1150

 • TR ＝ 38.4，RT ＝ 0，F ＝ 0

1) 同期モードの場合
LS＝ BT×(27 ＋ (NI×4.8) ＋ (NW×9.6) ＋ (N×30) ＋ (ni×4.8)

＋ (nw×9.6) ＋ TR) ＋ RT ＋ F
＝ 0.8×(27 ＋ (8×4.8) ＋ (8×9.6) ＋ (4×30) ＋ (5×4.8)
＋ (4×9.6) ＋ 38.4) ＋ 0 ＋ 0

＝ 290.4 [μs]
＝ 0.3 [ms]

2) 非同期モードの場合
LS＝ BT×(27 ＋ (NI×4.8) ＋ (NW×9.6) ＋ (N×30) ＋ (ni×4.8)

＋ (nw×9.6) ＋ TR) ＋ ST＋ RT＋ F
＝ 0.8×(27 ＋ (8×4.8) ＋ (8×9.6) ＋ (4×30) ＋ (5×4.8)
＋ (4×9.6) ＋ 38.4) ＋ 1150 ＋ 0 ＋ 0

＝ 1440.4 [μs]
＝ 1.4 [ms]

CC-Link
Safetyの
安全

マスタ局

CC-Link
Safetyの

安全リモート
I/O局

局番1 ＊1

CC-Link
Safetyの

一般リモート
I/O 局

局番2 ＊1 局番3 ＊2

CC-Link
Safetyの
リモート
デバイス局

局番5 ＊1

CC-Link
Safetyの

安全リモート
I/O局

局番6 ＊2

＊1：1局占有　＊2：2局占有　

予約局
付 1　CC-Link Safety の安全応答時間の計算方法
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付 2 CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時
の安全応答時間の計算方法

本節では，CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワークを組み合わせたシス
テムにおける，安全応答時間の最大値について説明しています。

図付 .2 安全応答時間

備  考

本節で使用する記号の意味については，下記のとおりです。

本計算式を適用する場合は，下表に示すGX Developer およびユニットの組み合わせを
使用してください。
下表に示す組み合わせのうち，いずれか 1つでも当てはまらない場合の計算式は，下記
マニュアルを参照してください。
CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル (詳細編 )

ネットワーク 記号 意味

CC-Link Safety

CC マスタ (1)
CC-Link Safety マスタユニット

CCマスタ (2)
CCリモート (1)

CC-Link Safety リモート I/O ユニット
CCリモート (2)

CC-Link IE フィー
ルドネットワーク

CC IE マスタ
CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機能付き）

CC IE ローカル

GX
 Developer の
バージョン

シリアルNo. の上 5桁

安全 CPUユニット
CC-Link Safety マスタ

ユニット
CC-Link Safety の安全リモート I/O 局

QS0J65BTS2-8D，QS0J65BTS2-4T QS0J65BTB2-12DT
Ver.8.98C 以降 13042 以降 10032 以降 10031 以降 10032 以降

CCリモート(1) CCリモート(2)安全CPU
ユニット(1)

CCマスタ(1)
  CCIE マスタ

安全CPU
ユニット(2)

CCマスタ(2)
  CCIE ローカル

安全入力

安全応答時間

(1) CC-Link Safetyの
　　入力伝送時間

(2) CC-Link IEフィールド
　　ネットワークの伝送時間

(3) CC-Link Safetyの
　　出力伝送時間

安全データ伝送時間

安全出力

入力機器
反応時間

出力機器
反応時間
付 - 7 付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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(1) 計算方法
安全応答時間の最大値は，表付 .2 の (a) ～ (c) を足し合わせた値となります。通常
値については以下を参照してください。

 • CC-Link Safety の伝送時間

 • CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間

表付 .2 安全応答時間の最大値の計算方法

(a) CC-Link Safety の入力伝送時間の計算方法
CC-Link Safety の入力伝送時間 [ms] の計算式を以下に示します。

1) CC-Link Safety の安全リフレッシュ監視時間
CC-Link Safety の入力伝送時間の計算に使用します。計算方法は付 1(1) を
参照してください。

2) CC-Link Safety のリンクスキャンタイム (CCLS(1))
CC-Link Safety の入力伝送時間の計算に使用します。計算方法は
付 1(1)(a) を参照してください。

本マニュアルは，安全応答時間最大値を示すため，SM（スキャンタイム）の最
大値であるWDTを SMのかわりに計算式に使用しています。
通常の計算ではWDT のかわりに SM を使います。

CC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュアル (詳細編 )

MELSEC-QS CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカル
ユニットユーザーズマニュアル（詳細編）

項　　目 最　　大
(a) 入力機器反応時間 DT1

(b) 安全データ伝送時間 (最大値 )
CC-Link Safety の入力伝送時間

+ CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間
+ CC-Link Safety の出力伝送時間

(c) 出力機器反応時間 DT2
合　　計 DT1＋ DT2 ＋安全データ伝送時間 (最大値 )

    DT1，DT2 ： センサ，出力先制御装置の反応時間です。使用される機器の反応
時間を確認し，追加してください。

    CC-Link Safety の入力伝送時間 ： 計算方法は付 2(1)(a) を参照してください。
    CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間 ： 計算方法は付 2(1)(c) を参照してください。
    CC-Link Safety の出力伝送時間 ： 計算方法は付 2(1)(b) を参照してください。

CC-Link Safety の入力伝送時間 ＝ (CCマスタ (1) の安全リフレッシュ監視時間 × 2)
＋ CCリモート (1) の入力応答時間
－ (((WDT(1)×n)×m)×2 + ( WDT(1)×n) + WDT(1)) [ms]

WDT(1)  
  

：安全 CPUユニット (1) のWDT（ウォッチドッグタイマ）です。
PCパラメータで設定します。

CCLS(1) ：安全CPUユニット (1) の CC-Link Safety のリンクスキャンタイムです。
n ： (CCLS(1)/WDT(1)) の小数点以下切上げ値です。
m ：（安全リフレッシュ応答処理時間 / (WDT(1) × n)) の小数点以下切上げ値で

す。
付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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付　　録
(b) CC-Link Safety の出力伝送時間の計算方法
CC-Link Safety の出力伝送時間 [ms] の計算式を以下に示します。

1) CC-Link Safety の安全リフレッシュ監視時間
CC-Link Safety の出力伝送時間の計算に使用します。計算方法は付 1(1) を
参照してください。

2) CC-Link Safety のリンクスキャンタイム (CCLS(2))
CC-Link Safety の出力伝送時間の計算に使用します。計算方法は
付 1(1)(a) を参照してください。

本マニュアルは，安全応答時間最大値を示すため，SM（スキャンタイム）の最
大値であるWDTを SMのかわりに計算式に使用しています。
通常の計算ではWDT のかわりに SM を使います。

CC-Link Safety の出力伝送時間 ＝ (CCマスタ (2) の安全リフレッシュ監視時間 × 2)
+CC リモート (2) の出力応答時間
－ (((WDT(2)×n)×m)×2 + (WDT(2)×n) + WDT(2)) [ms]

WDT(2)    ：安全 CPUユニット (2) のWDT（ウォッチドッグタイマ）です。PCパラ
メータで設定します。

CCLS(2) ：安全CPUユニット (2) の CC-Link Safety のリンクスキャンタイムです。
n ：(CCLS(2)/WDT(2)) の小数点以下切上げ値です。
m ：（安全リフレッシュ応答処理時間 / (WDT(2) × n)) の小数点以下切上げ値

です。
付 - 9 付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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(c) CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間の計算方法
CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間 [ms] の計算式を以下に示しま
す。

1) CC-Link IE フィールドネットワークの安全リフレッシュ監視時間
CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間の計算に使用します。安全リ
フレッシュ監視時間は，各安全コネクションにおいて，下記の安全通信の異
常を検出するために受信局が監視する時間です。

 • 送信局の異常による安全データの送信の停止
 • ケーブルの断線や，ハブの故障など伝送路の異常による安全通信の停止
安全リフレッシュ監視時間は，下記の計算式を満たすように，安全通信を行
う片方の安全局 (Active 側 ) に設定してください。*1

＊ 1 Active 側と Passive 側は同じ値の安全リフレッシュ監視時間を使用します。

受信局が安全データを受信してから次の安全データを受信するまでの時間が，
安全リフレッシュ監視時間を超えた場合は，受信局が安全監視タイムアウト
エラーを検出して安全通信を停止します。そのとき，送信局から受信する安
全データはクリアされます。

安全CPU ユニットが安全監視タイムアウトエラーを検出する場合，安全リフ
レッシュ監視時間が上記の計算式を満たしているか確認してください。

CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間 ＝ (CC-Link IE フィールドネットワーク
の安全リフレッシュ監視時間 × 4)
－ (CC IE マスタの送信間隔監視時間× 3)
－ (CC IE ローカルの送信間隔監視時間× 4)
＋ (WDT(2) × 3) [ms]

安全リフレッシュ監視時間≧ 送信間隔監視時間 (Active 側 )
＋送信間隔監視時間 (Passive 側 )
＋ LS × (β ＋ 1) [ms]

LS    ：CC-Link IE フィールドネットワークのリンクスキャンタイム
（付 2(1)(c)3) 参照）

β ：•Active 側の安全コネクション数≧ Passive 側の安全コネクション数の場合
：(Active 側の安全コネクション数÷ 8) の小数点以下切上げ値
•Active 側の安全コネクション数＜ Passive 側の安全コネクション数の場合
：(Passive 側の安全コネクション数÷ 8) の小数点以下切上げ値
付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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2) CC-Link IE フィールドネットワークの送信間隔監視時間
CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間の計算に使用します。送信間
隔監視時間は，各安全コネクションにおいて，下記の安全通信の異常を検出
するために受信局が監視する時間です。

 • 送信局の異常による安全データの送信間隔の遅れ
 • ノイズなどの影響による，伝送路での安全データの消失
送信間隔監視時間は，下記の計算式を満たすように，安全通信を行う両局の
安全局 (Active 側と Passive 側 ) に設定してください。

＊ 1 CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機能付き）のリンクス
キャンモードが，同期モードの場合は，下記マニュアルを参照してください。

MELSEC-QS CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニットユー
ザーズマニュアル（詳細編）

＊ 2値の大きい方を使用します。

送信局が安全データを送信してから次の安全データを送信するまでの時間が，
送信間隔監視時間を超えた場合は，受信局が安全監視タイムアウトエラーを
検出して安全通信を停止します。そのとき，送信局から受信する安全データ
はクリアされます。

 • 安全CPU ユニットが安全監視タイムアウトエラーを検出する場合，送
信間隔監視時間が上記の計算式を満たしているか確認してください。

 • 自局の送信間隔監視時間と交信相手局の送信間隔監視時間を比較して，
差が 4 倍以上となる場合は 4 倍未満となるように送信間隔監視時間を
変更してください。

送信間隔監視時間（非同期モード）＊1 ＝ 送信局のWDT(1) ＋ 2 [ms] ＊ 2

または

LS× α × 2 ＋ 2 [ms]＊ 2

    WDT(1) ： 安全 CPUユニット (1) のWDT（ウォッチドッグタイマ）です。PC
パラメータで設定します。

    LS    ： CC-Link IE フィールドネットワークのリンクスキャンタイム
（付2(1)(c)3) 参照）

    α ：（送信局の安全コネクション数÷ 8）の小数点以下切上げ値
付 - 11 付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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3) CC-Link IE フィールドネットワークのリンクスキャンタイム (LS)
CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間の計算に使用します。計算式
を以下に示します。

サイクリック伝送のモードによる各係数の値を以下に示します。
表付 .3 CC-Link IE フィールドネットワークのリンクスキャンタイム計算式の係数一覧

LS ＝ ( サイクリック総割付点数×0.08
＋ ( スレーブ局の接続台数×Ka) ＋ Kb＋ Kc＋ Kd)÷1000
＋ ( 割込み設定の割込み条件の個数 )×0.02
＋ ( 全局分の Keの合計 )÷1000 [ms]

サイクリック総割付点数： サイクリック伝送の総割付点数です。
(RXの点数＋RYの点数 )/8
＋ (RWr の点数+RWwの点数 )×2 [ バイト ]

スレーブ局の接続台数 ： 1ネットワークで接続されたスレーブ局の台数です。

項目
サイクリック伝送のモード

標準モード 高速モード

Ka 25.8

ネットワーク動作設定で“入力データ (RX/RY) を OFF
または 0クリアする”に設定した場合：18.5
ネットワーク動作設定で“入力データ (RX/RY) を保持す
る”に設定した場合：9.75

Kb 655 168

Kc（最大トランジェント処
理時間）

160 ＋ 60 ×パラメータ
で設定している総（子）局

数
80

Kd（解列／復列時のデータ
リンク最大処理時間）

9000 ＋スイッチングハブで使用している全 PORT 数× 3000

Ke（各ユニットの処理時間
係数）

下記の値を全局分加算してください。
•CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット（安全機能付き）
安全局：300
一般局：0
• 上記以外：0
付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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(2) 応答時間計算例

図付 .2 のシステム構成で，CCリモート (1) に接続した非常停止スイッチの入力を
受け，CCリモート (2) のコンタクタの出力が遮断する場合の応答時間の計算例を
示します。

 • 安全 CPUユニット (1)，安全CPUユニット (2) のWDT設定値：10ms
 • CC リモート (1) の入力応答時間：12.2ms
 • CC リモート (2) の出力応答時間：10.4ms
 • 安全リフレッシュ応答処理時間：9.6ms

(a) CC-Link Safety の入力伝送時間の計算例

1) CC-Link Safety のリンクスキャンタイムの計算例
CC-Link Safety の入力伝送時間の計算で使用します。
伝送速度が 10Mbps の場合の計算例を以下に示します。（ただし，交信異常
局はないものとします。）

 • BT＝ 0.8
 • NI ＝ 1→ 8
 • NW＝ 1→ 8
 • N ＝ 1
 • ni ＝ 1
 • nw＝ 1
 • A ＝ 0，B ＝ 1
 • ST ＝ 950
①　800＋（0×15）＝ 800
②　900＋（1×50）＝ 950

 • TR ＝ 38.4，RT ＝ 0，F ＝ 0

 • 同期モードの場合

 • 非同期モードの場合

LS ＝ BT×(27 ＋ (NI×4.8) ＋ (NW×9.6) ＋ (N×30)
＋ (ni×4.8) ＋ (nw×9.6) ＋ TR) ＋ RT ＋ F

＝ 0.8×(27 ＋ (8×4.8) ＋ (8×9.6) ＋ (1×30)
＋ (1×4.8) ＋ (1×9.6) ＋ 38.4) ＋ 0＋ 0

＝ 180 [μs]
＝ 0.2 [ms]

LS ＝ BT×(27 ＋ (NI×4.8) ＋ (NW×9.6) ＋ (N×30)
＋ (ni×4.8) ＋ (nw×9.6) ＋ TR) ＋ ST ＋ RT＋ F

＝ 0.8×(27 ＋ (8×4.8) ＋ (8×9.6) ＋ (1×30)
＋ (1×4.8) ＋ (1×9.6) ＋ 38.4) ＋ 950 ＋ 0＋ 0

＝ 1130 [μs]
＝ 1.2 [ms]
付 - 13 付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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2) CC-Link Safety の安全リフレッシュ監視時間の計算例
CC-Link Safety の入力伝送時間の計算で使用します。CCマスタ (1) の安
全リフレッシュ監視時間の計算例を以下に示します。

 • 同期モードの場合
 n：CCLS(1)/WDT(1) ＝ 0.2/10 → 1     
 m：（安全リフレッシュ応答処理時間 /(WDT(1)×n))
　　＝ 9.6/(10×1) →  1
α： CCLS(1) ＝ 0.2 ≦ 1.5ms → 0

 • 非同期モードの場合
n：CCLS(1)/WDT(1) ＝ 1.2/10 → 1
m：（安全リフレッシュ応答処理時間 /(WDT(1)×n))
　　＝ 9.6/(10×1) → 1
α： CCLS(1) ＝ 1.2 ≦ 1.5ms → 0

3) CC-Link Safety の入力伝送時間の計算例
CC-Link Safety の入力伝送時間の計算例を示します。

 • 同期モードの場合

    

 • 非同期モードの場合

（WDT(1)×n)×3＋ ((WDT(1)×n) × m)×2＋ (WDT(1)×α)
＝ （10×1)×3＋（(10×1)×1)×2＋（10×0)
＝ 50 [ms]

（WDT(1)×n)×3＋ CCLS(1) ＋ ((WDT(1)×n) × m)×2
       ＋ (WDT(1)×α)
＝（10×1)×3＋ 1.2 ＋ ((10×1)×1)×2＋ (10×0)
＝ 51.2 → 52 [ms]

 (CC マスタ (1) の安全リフレッシュ監視時間 × 2)
＋ CCリモート (1) の入力応答時間
－ (((WDT(1)×n)×m)×2 + ( WDT(1)×n) + WDT(1))

＝ (50×2) + 12.2 － (((10×1)×1)×2 + (10×1) + 10) 
＝ 72.2 [ms]（計算結果A-1)

 (CC マスタ (1) の安全リフレッシュ監視時間 × 2)
＋ CCリモート (1) の入力応答時間
－ (((WDT(1)×n)×m)×2 + ( WDT(1)×n) + WDT(1))

＝ (52×2) + 12.2 － (((10×1)×1)×2 + (10×1) + 10) 
＝ 76.2 [ms]（計算結果A-2)
付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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(b) CC-Link Safety の出力伝送時間の計算例

1) CC-Link Safety のリンクスキャンタイムの計算例
CC-Link Safety の出力伝送時間の計算で使用します。計算例は
付 1(1)(a) を参照してください。

2) CC-Link Safety の安全リフレッシュ監視時間の計算例
CC-Link Safety の出力伝送時間の計算で使用します。CCマスタ (2) の安
全リフレッシュ監視時間の計算例を以下に示します。

 • 同期モードの場合
 n：CCLS(2)/WDT(2) ＝ 0.2/10 → 1    
 m：( 安全リフレッシュ応答処理時間 /(WDT(2)×n))
       ＝ 9.6/(10×1) → 1
α： CCLS(2) ＝ 0.2 ≦ 1.5ms → 0

 • 非同期モードの場合
n：CCLS(2)/WDT(2) ＝ 1.2/10 → 1
m：( 安全リフレッシュ応答処理時間 /(WDT(2)×n))
　　＝ 9.6/(10×1) → 1
α： CCLS(2) ＝ 1.2 ≦ 1.5ms → 0

3) CC-Link Safety の出力伝送時間の計算例
CC-Link Safety の出力伝送時間の計算例を示します。

 • 同期モードの場合

 • 非同期モードの場合

(WDT(2)×n)×3＋ ((WDT(2)×n) × m)×2＋ (WDT(2)×α)
＝ (10×1）×3＋ ((10×1）×1）×2＋ (10×0） 
＝ 50 [ms]

(WDT(2)×n)×3＋CCLS(2)+ ((WDT(2)×n)× m)×2
        ＋ (WDT(2)×α)
＝ (10×1)×3＋ 1.2 ＋ ((10×1)×1)×2＋ (10×0)
＝ 51.2 → 52 [ms]

(CCマスタ (2) の安全リフレッシュ監視時間 × 2)
＋ CCリモート (2) の出力応答時間
－ (((WDT(2)×n)×m)×2 + ( WDT(2)×n) + WDT(2))

＝ (50×2) + 10.4 － (((10×1)×1)×2 + (10×1) + 10) 
＝ 70.4 [ms]( 計算結果B-1）

(CCマスタ (2) の安全リフレッシュ監視時間 × 2)
＋ CCリモート (2) の出力応答時間
－ (((WDT(2)×n)×m)×2 + ( WDT(2)×n) + WDT(2))

＝ (52×2) + 10.4 － (((10×1)×1)×2 + (10×1) + 10) 
＝ 74.4 [ms]( 計算結果B-2）
付 - 15 付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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(c) CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間の計算例

1) CC-Link IE フィールドネットワークのリンクスキャンタイム (LS) の計算例
CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間の計算で使用します。計算
例を以下に示します。（ただし，安全通信のみ行い，交信異常局はないものと
します。）Ka～ Ke は，標準モード時の値を使用します。

2) CC-Link IE フィールドネットワークの送信間隔監視時間の計算例
CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間の計算で使用します。計算
例を以下に示します。

3) CC-Link IE フィールドネットワークの安全リフレッシュ監視時間の計算例
CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間の計算で使用します。計算
例を以下に示します。
β：安全コネクション数 /8 = 1/8 → 1

4) CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間の計算例
CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間の計算例を示します。

LS ＝ (((RXの点数 + RYの点数 )/8 
＋ (RWr の点数 + RWwの点数 ) × 2)× 0.08
＋（スレーブ局の接続台数 × Ka) + Kb + Kc + Kd)÷1000
＋（割込み設定の割込み条件の個数 ) × 0.02
＋ ( 各ユニットの Ke の合計 )÷1000 

＝ （0 + (1×25.8) + 655 + (160 + 60×1) +  0)÷1000 
＋ (0 × 0.02) ＋ (300+ 300)÷1000

＝ 1.6 [ms]

送信間隔監視時間 = 送信局のWDT(1) + 2
10 ＋ 2＝ 12 [ms]

安全リフレッシュ監視時間 ≧ 送信間隔監視時間 (Active 側 )
＋送信間隔監視時間 (Passive 側 )
＋ LS × (β ＋ 1)

＝ 12 + 12 + 1.6 × (1 + 1) 
＝ 27.2 → 28 [ms]

CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間 ＝ (CC-Link IE フィールドネットワーク
の安全リフレッシュ監視時間 × 4)
－ (CC IE マスタの送信間隔監視時間× 3)
－ (CC IE ローカルの送信間隔監視時間× 4)
＋ (WDT(2) × 3)

＝ (28×4) － (12× 3) － (12× 4)
＋ (10× 3)

＝ 58 [ms]( 計算結果C）
付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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(d) 安全応答時間の最大値の計算例
安全応答時間の最大値の計算例を示します。

 • 同期モードの場合

 • 非同期モードの場合

安全応答時間 (最大値 ) ＝ DT1＋ DT2＋安全データ伝送時間 (最大値 )
＝ DT1＋ DT2
+ CC-Link Safety の入力伝送時間
+ CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間
+ CC-Link Safety の出力伝送時間

＝ DT1＋ DT2
+（計算結果A-1）+（計算結果C）+（計算結果B-1）

＝ DT1＋ DT2＋ 72.2 + 58 + 70.4
＝ DT1＋ DT2＋ 200.6 [ms]

安全応答時間 (最大値 ) ＝ DT1＋ DT2＋安全データ伝送時間 (最大値 )
＝ DT1＋ DT2
+ CC-Link Safety の入力伝送時間
+ CC-Link IE フィールドネットワークの伝送時間
+ CC-Link Safety の出力伝送時間

＝ DT1＋ DT2
+（計算結果A-2）+（計算結果C）+（計算結果B-2）

＝ DT1＋ DT2＋ 76.2 + 58+  74.4
＝ DT1＋ DT2＋ 208.6 [ms]
付 - 17 付 2　CC-Link Safety と CC-Link IE フィールドネットワーク混在時の安全応答時間の計算方法
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付 3 チェックリスト

表付 .4 チェックリスト 

No. 内　　　容 参照項 チェック
ファイルのバックアップおよびバージョン管理

1
GX Developer のステートメント機能を使い，プログラムの先頭に作成日・作成者を記
入したか。

4.2 節 (7) □

2
プログラム修正時は，ステートメント機能を使い，修正箇所に修正日・修正者・修正内
容を記入したか。

4.2 節 (7) □

3 シーケンサに書き込んだデータはパソコン内のハードディスクやCDに保存したか。 4.2 節 (7) □
設定の確認

4
現場のCC-Link Safety リモート I/O ユニットの本体設定が，設計したとおりのリン
ク ID，局番，伝送速度になっていることを確認したか。

4.3 節 (1) □

5
CC-Link Safety の安全リフレッシュ監視時間，安全データ監視時間，WDT設定は適
切な値を設定したか。

付 1 □

6
CC-Link IE フィールド ネットワークの安全通信の送信間隔監視時間，安全リフレッ
シュ監視時間は適切な値を設定したか。

付 2 □

7 実稼動に移行する場合，安全CPU動作モードをセーフティモードにしたか。 4.4 節 (3) □
動作確認

8
安全アプリケーションのすべての機能検証（非常停止機能，再起動インタロックなど）
を実施したか。

― □

9 安全アプリケーションの応答時間検証を実施したか。 ― □
書込みデータの確認

10
PC書込みを行う前にシーケンスプログラムの内容やパラメータ設定値が，設計者が意
図したとおりの内容になっているかチェックしたか。

4.3 節 (2) □

11
GX Developer の ROM化情報画面でCPUのROM化情報とプロジェクトファイルの
ROM化情報が一致していることを確認したか。

4.4 節 (4) □

その他

12
エラーがないことをユニットの LEDおよびGX Developer の PC診断画面で確認した
か。

― □

13

シーケンスプログラムの安全CPUユニットからCC-Link Safety マスタユニットに対
する出力信号の中で「使用禁止」の信号を誤ってON/OFFしていないかチェックした
か。（「使用禁止」信号はCC-Link Safety システムマスタユニットユーザーズマニュア
ル（詳細編）を参照してください。）

― □

14
登録したパスワード（ログインパスワード，CPUアクセスパスワード）を適正に管理
したか。

4.4 節 (5) □
付 3　チェックリスト
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三菱安全シーケンサ保証条項

1. 保証と製品サポート
(1) 保証期間：三菱電機株式会社（弊社）の三菱安全
シーケンサ（本製品）の無償保証期間は，お客様の
ご購入後またはご指定場所への納入後 3 年間，また
は製造から 42 ヶ月のいずれか早い日までとさせて
いただきます。

(2) 保証の内容：弊社が本製品の瑕疵を認めた場合，本
製品の無償修理，無償交換，購入金額の割引または
購入価格の全額払戻の 4 つの方法の内いずれか一
つ，弊社が最も適当と判断する方法にて対応させて
いただきます。

(3) 保証の適用のための必要なお手続：お客様が，以下
の各号に従って保証の申請手続を適切になさらな
い場合，弊社は，本第 1 条第 2 項記載の本製品に
対する保証責任を負いません。以下の手続は，本製
品に対する保証が適用されるための前提条件です
ので，くれぐれもご注意ください。
①保証上のクレームの書面通知：本製品が保証に反
していると知ってから 30 日以内に，弊社および
本製品を購入した代理店または再販業者に，お客
様がお困りの保証上の問題の詳細内容を文書に
てお知らせください。なお，本 1 条第 1 項にて
定める保証期間を過ぎてからの通知は，本 1 条第
5 項に該当する有償修理の場合を除き，いかなる
場合においてもお受けすることはできません。 必
ず保証期間内に本条に従ってご通知ください。
②お客様のクレーム申請に基づく本製品の検査へ
のお客様の協力義務：弊社が，お客様からの保証
上のクレームを調査するにあたり，お客様にご協
力いただきます。ご協力の内容としては，クレー
ムの内容である本製品の状態とその原因証拠の
保存，弊社質問へのご回答，お客様が保有される
記録の弊社への提供，本製品の工場試験または据
付場所における試験が必要と弊社が判断した場
合の当該試験への許可などを含みます。
③送料の負担：お客様からの保証上のクレームの原
因調査に際し，または本製品に瑕疵が発見された
場合の修理または交換に際し，弊社はお客様に当
該本製品を取り外し，弊社または弊社代理人宛に
送付するようお願いすることがあります。このよ
うな場合，取り外し費用，往復運送費および修理・
交換・本製品の再据付にかかる費用はお客様負担
といたします。
④出張修理費用の負担：国内外を問わず，お客様か
ら出張修理のご要望があり，弊社がこれをお受け
する場合は，修理出張者派遣および部品輸送にか
かる費用はお客様に負担していただきます。ただ
し，本製品の修理・交換を含む再据付，現地調整，
保守または現地試験については，弊社は一切の責
任を負いません。

(4) 日本国外の修理：海外においては，弊社の指定する
各地域海外FA センターで修理受付をさせていただ
きます。ただし，弊社の保証範囲外の修理サービス
につきましては，各 FA センターによって修理金額
や修理条件などが異なる場合がありますのでご了
承ください。

(5) 有償修理：予備部品の在庫が弊社にある場合に限

り，上述の保証期間終了後であっても，本製品に対
し，生産中止後 7 年間は，有償にて修理に対応いた
します。なお，有償修理をお受けする場合の契約条
件につきましては，有償修理のお申し込みを受け付
ける時点で有効な弊社の標準有償修理条件に準ず
るものとします。

(6) 生産中止について：生産中止に関しましては，弊社
テクニカルニュースなどにて報じさせていただき
ます。生産中止後の本製品供給（予備部品も含む）
は，お客様のご希望に添えず，提供できない場合が
ございます。

2. 保証の範囲
(1) 弊社は，安全システム，フェールセーフシステム，
緊急停止システムを含め，本製品が使用される機
器，システムまたは生産ラインの材質，建築基準，
機能，使用，特性，その他の性質について，いかな
る保証も，設計も，製造も，建築も，据付も行ない
ません。

(2) 本製品が使用されるアプリケーション，機器または
システムにおける適切な安全マージンや冗長性の
決定のような，本製品が，意図された特定の目的・
使用に適合するかどうかの決定については，弊社は
責任を負いません。

(3) お客様は，本製品のご使用にあたって，本製品の適
性，アプリケーション，設計，構造および適切な据
付と調整の適否の判断をするには，弊社指定のト
レーニングコース修了資格またはそれに相当する
経験を有する技術者が必要となることをご理解の
うえ，本製品をご使用ください。

(4) 弊社は，本製品を，お客様もしくは本製品のエンド
ユーザーの機器，生産ライン，またはシステムに搭
載された状態で，適切に機能するように，もしくは
アプリケーションの標準や要求に合致するように，
設計・試験する責任を負いません。

(5) 無償保証期間内であっても，以下の各号いずれかに
一つにでも該当する場合には保証の対象外とさせ
ていただきます。
①弊社または弊社指定のFA センター以外の者によ
る修理や改造などが行われた場合。
②お客様の過失，不注意，事故，誤使用または損傷
を受けた場合。
③お客様の不適切な保管，取扱，据付または保守が
あった場合。
④不適切な設計，互換性のないもしくは瑕疵のある
ハードウェアもしくはソフトウェアに搭載され，
または使用された場合。
⑤取扱説明書などに指定された消耗部品が正常に
保守・交換されていれば防げたと認められる場
合。
⑥消耗部品（バッテリ，バックライト，ヒューズな
ど）の交換。
⑦法的規制，安全規格および業界規格に準拠もしく
は適合していない機器，生産ライン，またはシス
テムにて使用された場合。
⑧異常なアプリケーションで使用された場合。
⑨弊社の指示，本製品の安全マニュアル，本製品の
テクニカルニュースやガイドラインに記載され
ている指示，注意事項または警告に違反して，据
付，稼動，または利用された場合。



⑩本製品出荷当時の科学技術の水準では予見でき
なかった故障の場合。
⑪過熱，過湿，異常電圧，衝撃，過剰振動，または
物理的損傷など不適当な環境に曝された場合。
⑫地震，風水害などの天変地異，火災，破壊行為，
犯罪，テロ行為，その他の弊社管理が及ばない状
況に起因して損傷を受けたり，機能不全を起こし
ている場合。

(6) 弊社 Website 上および弊社が提供しているカタロ
グ，マニュアルまたは技術資料，その他の資料に記
載されている本製品の情報は，お客様にお断りなく
変更される場合がございますので，あらかじめご了
承ください。

(7) 弊社 Website 上および弊社が提供しているカタロ
グ，マニュアルまたは技術資料，その他の資料に記
載されている本製品の情報は，あくまでお客様が本
製品をご使用なさる際のガイドラインとして提供
されており，本製品の販売にあたって，当該内容を
弊社が保証するものでも，または本製品の販売にあ
たって売買契約の一部となるものではないことを
ご了承ください。

(8) 本契約上の諸条件は，保証，保証上の救済策および
損害賠償に関するお客様と弊社間の全ての合意を
網羅しており，口頭，書面を問わず，両当事者間他
のいかなる事前の合意にも優先いたします。

(9) 弊社は，本契約に記載の保証と保証上の救済策以外
には，本製品に関しいかなる保証も保証上の救済も
提供いたしません。

3. 保証の上限
(1) 保証違反，契約違反，過失，不法行為，または本製
品の販売，修理，交換，配送，性能，状態，適合性，
準拠性，据付，使用その他の事項に関するお客様か
らのいかなるクレームに対しても，弊社の本製品に
関する最大限の累積的法的責任額は，保証に違反す
る本製品の対価を上限とさせていただきます。

(2) 本製品は第三者機関より IEC61508 および
ISO13849-1 安全規格への適合認証を受けており
ますが，この事実をもって故障・不具合のないこと
を保証するものではありません。ご使用いただくに
あたりましては，ロボット，プレス機械，搬送機な
ど適用分野の安全規格に従った適切な安全対策が
システム的に実施されていること，また，本製品が
利用される機器またはシステムなどの最終製品の
安全性確保のため，本製品以外にも，適切な他の安
全対策を取り，最終製品の安全性を適切に確保され
ていることをご使用の条件とさせていただきます。

(3) 弊社は，本製品が，以下の用途を含む人命，財産へ
の危険が大きい用途に本製品が用いられることを
禁じ，弊社のこの指示に反してそのような用途に使
用されたことに起因する損害賠償の責任は負いま
せん。
①火力・水力・原子力発電所。
②列車・鉄道システム，航空機，航空管制，その他
交通システム。
③医療機関，医療および生命維持に関する全ての機
器とアプリケーション。
④娯楽設備。
⑤焼却および燃料装置。
⑥核物質や有害物質や化学物質の取扱設備。

⑦採鉱・掘削。
⑧その他上記①～⑦に挙げた以外の，人命，健康ま
たは財産への危険性が高い用途。

(4) 利益，販売および売上の損失，労働者コストおよび
諸経費の増加，生産の中断および損失，過剰生産の
コスト，環境汚染に対する損害賠償およびその浄化
費用などを含む付随的もしくは間接的な損害に対
しては，当該損害が契約違反，保証違反，法律違反，
過失または不法行為に基づくと基づかざるとに拘
わらず，弊社は責任を負いません。

(5) 製造物責任
①第三者から本製品の通常有すべき安全性の欠如
（以下「欠陥」という）に起因する生命，身体ま
たは財産に対する損害に関し，お客様が請求，訴
訟などを受けた場合，お客様はこの旨を直ちに弊
社に書面にて通知し，お客様および弊社は相互に
協力して紛争の早期解決に努めるものとします。
②お客様が当該第三者に対し弊社が書面にて合意
した損害賠償を行った場合に限り，お客様はお客
様と弊社間の責任度合いに応じ，協議の上定めた
金額を弊社に請求することができます。
③前二項に拘らず，欠陥が本第 2 条第 5 項の各号
のいずれかにより生じた場合，弊社は責任を負い
ません。

(6) 本契約書に記載の弊社の責任制限，お客様のクレー
ムに対する救済方法，損害賠償などの条件は全て，
個別に独立した強制力のある合意事項であり，お客
様と弊社間の売買契約を構成する保証条件，約束，
損害賠償の上限を含む合意事項のいずれかが，法的
強制力はない，と後に裁判所に判断された場合で
あっても，残りの条項の有効性または強制執行可能
性には影響を与えないものとします。

4. 配送 / 不可抗力
(1) 弊社は本製品の納期の遵守に向けて最大限努力い
たしますが，万一遅延した場合，お客様の損害賠償
はお受けできません。

(2) お客様の事情もしくは要望による本製品保管，受領
拒否または遅延の場合は，お客様に当該保管，受領
拒否，遅延によるリスクおよび費用を負担していた
だきます。

(3) 原材料不足，部品供給者の供給遅延，あらゆる労働
紛争，地震，火災，暴風，洪水，窃盗，犯罪，テロ
行為，戦争，通商停止，政府の行為もしくは規制，
輸送中の遅延・損傷・紛失，不可抗力，破壊行為，
または合理的に弊社の管理の及ばないその他の事
情に起因する本製品の損失，納期遅延，またはサー
ビス・修理・交換の不履行については，弊社は責任
を負いません。

5. 管轄裁判所および準拠法
(1) 本契約，または本契約に基づく個別契約は，日本法
に準拠し，日本法に従って解釈されるものとしま
す。

(2) 本契約，または本契約に基づく個別契約から発生す
る一切の紛争は，東京地方裁判所を第一審の管轄裁
判所とするものとします。

 以　　上
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0536-25-1258※7
084-926-8340

FAX番号
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低圧遮断器

三相モータ225フレーム以下
低圧開閉器

電力計測ユニット/絶縁監視ユニット (QE8□シリーズ)
対象機種
受付時間　月曜～金曜 9:00～16:00 (祝日・当社休日を除く)●FAX技術相談窓口　

レーザ変位センサ
ビジョンセンサ

安全コントローラ
(MELSEC-WSシリーズ)

安全シーケンサ
(MELSEC iQ-R/QSシリーズ)

MELSOFT PXシリーズ

プロセスCPU/二重化機能
SIL2プロセスCPU 
(MELSEC iQ-Rシリーズ)

プロセスCPU/二重化CPU 
(MELSEC-Qシリーズ)

Q80BDシリーズなど

MELSOFT MXシリーズ

MELSOFT 
iQ Works (Navigator)

MELSOFT GXシリーズ

産業用PC MELIPC
(MI5000/2000/1000)

052-799-9495※2

052-719-4557※2※3

052-712-3079※2※3

052-712-2830※2※3

052-712-2370※2

052-799-3592※2

052-711-0037

052-799-3591※2

052-712-2579

052-712-2578

052-725-2271※3
052-711-5111

センサ MELSENSOR

GOT2000/1000シリーズ
など
MELSOFT GTシリーズ

052-712-2417表示器

QE8□シリーズ電力計測ユニット/
絶縁監視ユニット

MELSEC Safety

MELSEC計装/iQ-R/
Q二重化

iQ Sensor Solution

MESインタフェースユニット/
高速データロガーユニット

C言語コントローラ
MELSECパソコンボード

MELSOFT通信支援
ソフトウェアツール

MELSOFT統合
エンジニアリング環境

MELSOFT シーケンサ
プログラミングツール

アナログユニット/温調ユニット/
温度入力ユニット/高速カウンタユニット

ネットワークユニット/
シリアルコミュニケーションユニット

MELSEC iQ-F/FXシーケンサ全般
MELSEC iQ-R/Q/L/QnAS/AnSシーケンサ一般  

052-712-2370※2エッジコンピューティング製品

対象機種 電話番号

シーケンサ

FW-Sシリーズ/FW-Vシリーズ/
FW-Aシリーズ/FW-Fシリーズ

EcoServer/E-Energy/
検針システム/
エネルギー計測ユニット/　
B/NETなど

電力量計/計器用変成器/
指示電気計器/管理用計器/
タイムスイッチ

ノーヒューズ遮断器/
漏電遮断器/
MDUブレーカ/
気中遮断器 (ACB) など

US-Nシリーズ
MS-Tシリーズ/MS-Nシリーズ

MELFAシリーズ

MELQIC IU1/IU2シリーズ

FR-E700EX/MM-GKR

三相モータ225フレーム以下
FREQROLシリーズ

MELSOFT MTシリーズ/
MRシリーズ/EMシリーズ

C言語コントローラ
インタフェースユニット
(Q173SCCF)/ポジションボード

シンプルモーションユニット 
(MELSEC iQ-R/iQ-F/Q/Lシリーズ)
モーションCPU
(MELSEC iQ-R/Q/AnSシリーズ)
センシングユニット
(MR-MTシリーズ)
シンプルモーションボード

位置決めユニット 
(MELSEC iQ-R/Q/L/AnSシリーズ)

MELSERVOシリーズ

052-799-9489※2※6

0536-25-0900※2※4

052-712-5430※5
052-712-5440※5

052-719-4557※2※3

052-719-4556

052-719-4559

052-719-4170

052-721-0100

052-722-2182
052-722-2182

052-712-6607

サーボ/位置決めユニット/
シンプルモーションユニット/
モーションコントローラ/
センシングユニット/
組込み型サーボシステム
コントローラ

小容量UPS (5kVA以下)

省エネ支援機器

電力管理用計器

低圧遮断器

低圧開閉器

データ収集アナライザ

ロボット
電磁クラッチ・ブレーキ/テンションコントローラ

センサレスサーボ

三相モータ
インバータ

電話番号対象機種

本マニュアルは，輸出する場合，経済産業省への役務取引許可申請は不要です。
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